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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

宗教学 
Religion 全学科 22BAHU1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 島田 一道  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくこと

ができる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 

この講義の目標は宗教を知るということである。世界には数多くの宗教が存在し、その形態

もさまざまである。日本においてもこれまでいくつもの宗教が誕生して、他国からも伝わっ

てきている。まずはそれらを概観していく。そして、日本人はこれまで宗教とどのように関

係してきたのか、それを歴史や文化の中からうかがっていく。  
そして、現代に生きる我々がこれからどう宗教と向き合っていくのかを探っていきたい。 

到達目標 

(1) 世界三大宗教を知り、その内容を説明することができる。  

(2) 日本における宗教の歴史を説明することができる。  

(3) 浄土真宗や親鸞のことを説明することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 宗教とは何か 宗教全般について調べ

てくる。 2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

2 キリスト教 
配布資料を読み込み、

キリスト教について調

べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

3 イスラム教 
配布資料を読み込み、

イスラム教について調

べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

4 釈尊の生涯と仏教の誕生 
教科書（講義時に指

示）を読み込み、釈尊

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

5 仏教 その１ 
教科書（講義時に指

示）を読み込み、仏教

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

6 仏教 その２ 
教科書（講義時に指

示）を読み込み、仏教

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

7 仏教の伝播（インド→中

国→日本） 

教科書（講義時に指

示）を読み込み、仏教

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

8 日本宗教史 その１（古代

～） 

配布資料を読み込み、

日本宗教史（古代～）

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

9 日本宗教史 その２（中世

～） 

配布資料を読み込み、

日本宗教史（中世～）

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

10 日本宗教史 その３（近世

～） 

配布資料を読み込み、

日本宗教史（近世～）

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

11 親鸞の生涯と浄土真宗の

誕生 その１ 
教科書（講義時に指

示）を読み込み、親鸞
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 
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の生涯（前半）につい

て調べてくる。 

12 親鸞の生涯と浄土真宗の

誕生 その２ 

教科書（講義時に指

示）を読み込み、親鸞

の生涯（後半）につい

て調べてくる。 

2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

13 浄土真宗 その１ 

教科書（講義時に指

示）を読み込み、浄土

真宗について調べてく

る。 

2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

14 浄土真宗 その２ 

教科書（講義時に指

示）を読み込み、浄土

真宗について調べてく

る。 

2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

15 まとめ 過去１４回の講義内容

を振り返ってくる。 2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

試験において、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

『高校生からの仏教入門－釈尊から親鸞聖人へ－』小池秀章 著 本願寺出版社 

2009 年 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

皆さんにとって「宗教」とはどんなイメージですか。そして、生きていく中で

「宗教」を必要だと感じますか。  
様々な宗教を知ることを通してこれらの問いを共に考えていきましょう。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 世界三大宗教を知

り、その内容を説明す

ることができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

がなく、基本

を説明するこ

とができる。 

多少間違える

が、最低限の

基本は説明で

きる。 

説 明 で き な

い。 定期試験 
（知識） 35% 

(2) 日本における宗教

の歴史を説明するこ

とができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

がなく、基本

を説明するこ

とができる。 

多少間違える

が、最低限の

基本は説明で

きる。 

説 明 で き な

い。 定期試験 
（知識） 35% 

(3) 浄土真宗や親鸞の

ことを説明すること

ができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

がなく、基本

を説明するこ

とができる。 

多少間違える

が、最低限の

基本は説明で

きる。 

説 明 で き な

い。 定期試験 
（知識） 30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生活と芸術 

Life and Art 
全学科 22BAHU1002 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 田中 奏子・縄田 也千 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーショ

ンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
 

概 要 

芸術は生活分野から切り離すことが出来ない。芸術とは特定の芸術家だけの特権ではないし、

高尚な芸術作品を美術館で鑑賞することや、クラシカルな演奏会へ行くことだけでもない。「生

活と芸術」とは、“生活に密着した芸術”であり、“生活に役立つ芸術”、“生活を豊かにする為の

芸術”であるとも言える。ここでは、日本の伝統文化の一つである華道、様々なジャンルの音

楽、五感に触れる造形作品、絵手紙、カード制作をする中で、生活の中に芸術を取り入れるセ

ンスと方法、技術を身につける。世界でたった一つの自分の作品を制作する喜びと達成感を味

わう。 

到達目標 

(1) 身近に「芸術」を取り入れて生活を豊かにするための感性を養うことができる。  

(2) 自分や周囲の人の生活に彩りを与え豊かにするための「感性を磨く意欲」を高める事がで

きる。  

(3) 生活の中で「使う、飾る、プレゼントする」目的で作品を描き、制作する事ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
オリエンテーション －生

活と芸術とは－ 
  

「生活と芸術」の関

係について、自分の

考えをまとめる 

2 時間 

2 
花に触れる① －いけばな

の基礎－ 

事前に配布したプリ

ント資料を読んでく

る 

2 時間 
ワークシートに基づ

き振り返る 
2 時間 

3 
絵手紙の制作① －絵手紙

とはー 落款の制作 

「絵手紙」について調

べてくる 
2 時間 

落款の試し押しをし

てみる 
2 時間 

4 
花に触れる② ー伝統から

自由花へー 

事前に配布したプリ

ント資料を読んでく

る 

2 時間 
ワークシートに基づ

き振り返る 
2 時間 

5 

絵手紙の制作②墨で練習し

てみよう －良い線とは、

顔彩とはー 線の練習 葉

っぱを描こう 

前時に配布したプリ

ントを読んでおく（静

物画について） 

2 時間 

墨と顔彩、落款のバ

ランスがうまくとれ

ているか検討する 

2 時間 

6 
芸術鑑賞① －クラシック

音楽(1)バロック・古典派－ 

クラシック音楽の指

定された時代の中か

ら 1曲リストアップし

てくる 

2 時間 

授業を振り返り自分

の考えをまとめ復習

する 

2 時間 

7 
絵手紙の制作③ 季節の果

物を描いてみよう 

前時に配布したプリ

ントを読んでおく（静

物画について） 

2 時間 
果物の絵の構図につ

いて検討する 
2 時間 

8 
芸術鑑賞② －クラシック

音楽(2)ロマン派・近現代－ 

クラシック音楽の指

定された時代の中か

ら 1曲リストアップし

てくる 

2 時間 

授業を振り返り自分

の考えをまとめ復習

する 

2 時間 
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9 
絵手紙の制作④ Xmas カ

ードを描いて送ってみよう 

クリスマスカードの

アイディアスケッチ

をする 

2 時間 
様々なカードの種類

について調べる 
2 時間 

10 

芸術鑑賞③ －世界の音楽

(1) 様々なジャンルに触れ

るー 

クラシック音楽の指

定された時代の中か

ら 1曲リストアップし

てくる 

2 時間 

授業を振り返り自分

の考えをまとめ復習

する 

2 時間 

11 
絵手紙の制作⑤ 年賀状を

書いてみよう 

年賀状のアイディア

スケッチをする 
2 時間 

様々な干支の絵を調

べる 
2 時間 

12 

芸術鑑賞④ －世界の音楽

(2)映画音楽とクラシック音

楽の関係－  

クラシック音楽の指

定された時代の中か

ら 1曲リストアップし

てくる 

2 時間 

授業を振り返り自分

の考えをまとめ復習

する 

2 時間 

13 
絵手紙の制作⑥ 字手紙を

描いてみよう 

字手紙について調べ

ておく 
2 時間 

字の画面に対する入

れ方を検討する 
2 時間 

14 
プレゼンテーション ー

「私」と音楽－ 

好きな 1曲についてプ

レゼンテーションの

準備をしてくる 

2 時間 

授業を振り返り自分

の考えをまとめ復習

する 

2 時間 

15 
絵手紙の制作⑦ 額縁に入

れてみよう 

額縁に入れる効果に

ついて考える 
2 時間 

展示した作品の鑑賞

をお互いにする 
2 時間 

成 績 評 価 作品（43%）、授業への取り組み（57%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方

法 

 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：なし  

（プリントを随時配布） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
材料費が 1,000 円くらい必要です。自由制作もできます。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 身近に「芸術」

を取り入れて生活

を豊かにするため

の感性を養うこと

ができる。  

生活の中の

「芸術」を

理解し、生

活を豊かに

するための

感性を養う

ことができ

る能力が十

分にある。 

生活の中の

「芸術」を理

解し、生活を

豊かにするた

めの感性を養

うことができ

る能力があ

る。 

生活の中の

「芸術」を

概 ね 理 解

し、生活を

豊かにする

ための感性

を養うこと

ができる能

力がある。 

生活の中の

「芸術」を

理 解 で き

ず、生活を

豊かにする

ための感性

を養うこと

ができる能

力がない。 

作品 

（知識・理

解・技能・判

断力・作品の

完成度）  

8% 

授業への取り

組み 

（関心・意

欲・態度） 
7% 



5 
 

(2) 自分や周囲の人

の生活に彩りを与

え豊かにするため

の「感性を磨く意

欲」を高める事がで

きる。  

生活の中に

｢芸術｣を取

り入れるた

めの感性を

磨く意欲が

十 分 に あ

る。 

生活の中に

｢芸術｣を取り

入れるための

感性を磨く意

欲がある。 

不十分では

あるが生活

の中に ｢芸

術 ｣を取り

入れるため

の感性を磨

く意欲があ

る。 

生活の中に

｢芸術｣を取

り入れるこ

とができる

感性を磨く

意 欲 が な

い。 

授業への取り

組み 

（関心・意

欲・態度）  
50% 

(3) 生活の中で「使

う、飾る、プレゼン

トする」目的で作品

を描き、制作する事

ができる。  

実際に使用

したり、飾

ったり、誰

にでもプレ

ゼントでき

るような作

品を制作す

ることがで

きる。 

実際に使用し

たり、飾った

り、知人であ

ればプレゼン

トできるよう

な作品を制作

することがで

きる。 

人にプレゼ

ントはでき

ないかもし

れないが、

飾ったり、

使用できる

作品を制作

することは

できる。 

実際に使用

したり、飾

ったり、人

にプレゼン

トできるよ

うな作品を

制作するこ

とができな

い。 

作品 

（知識・技

能・創造性・

表現力・作品

の完成度）  35% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

余暇生活論 

Study on Leisure Life 
全学科 22BAHU1003 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 渡邉 哲郎 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 
余暇生活という窓口から人間と社会のあり方を見つめ、学習者一人ひとりが、これからの豊

かなライフスタイルを創造していくことをねらいとして、余暇生活の概要、デザインを解説

する。 

到達目標 

(1) 余暇生活、余暇活動についての基本を説明することができる。  

(2) 各自が余暇生活を振り返り、自らの余暇生活を他者に説明できる。  

(3) 余暇生活に関わる身近な問題について、自分の考えや意見を述べることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 授業ガイダンス 自己の生活を振り返る   余暇資料① 2時間 

2 余暇とは何か 余暇資料① 2時間 余暇資料② 2時間 

3 生活行動と余暇 余暇資料② 2時間 余暇資料③ 2時間 

4 
現代社会と余暇（高齢化社会・情報化社

会） 
余暇資料③ 2時間 余暇資料④ 2時間 

5 余暇生活とレジャー・レクリエーション 余暇資料④ 2時間 余暇資料⑤ 2時間 

6 余暇生活を診断する（１） 余暇資料⑤ 2時間 余暇資料⑥ 2時間 

7 余暇生活を診断する（２） 余暇資料⑥ 2時間 余暇資料⑦ 2時間 

8 余暇生活を診断する（３） 余暇資料⑦ 2時間 余暇資料⑧ 2時間 

9 中間レポートの報告会 余暇資料⑧ 2時間 余暇資料⑨ 2時間 

10 
余暇生活を開発する（個人・グループ作

業①テーマを決める） 
余暇資料⑨ 2時間 余暇資料⑩ 2時間 

11 
余暇生活を開発する（個人・グループ作

業②テーマに合わせた情報収集） 
余暇資料⑩ 2時間 余暇資料⑪ 2時間 

12 
余暇生活を振り返る（個人・グループ作

業③情報収集のまとめ） 
余暇資料⑪ 2時間 余暇資料⑫ 2時間 

13 余暇生活を振り返る（全体発表） 余暇資料⑫ 2時間 余暇資料⑬ 2時間 
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14 余暇生活能力の向上に必要なこと 余暇資料⑬ 2時間 余暇資料⑭  2時間 

15 今後の創造的な余暇生活をめざして 余暇資料⑭ 2時間   

成 績 評 価 
定期試験（60%）、課題・レポート（20%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の

授業課題（20%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

毎回の、授業振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。  

定期レポート結果はルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
配布資料 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

豊かな余暇生活（学生生活）を送りたいと考えている学生の受講を希望する。  

共に学ぶという基本姿勢のもと、充実した人生の指針を探ることを希望する。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 余暇生活、余暇活

動についての基本を

説明することができ

る。  

ほぼ完璧に  

説明できて

いる。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が最低限の

基本を説明

で き て い

る。  

説明できて

いない。 

定期試験 

（知識・理解）  

60% 

(2) 各自が余暇生活を

振り返り、自らの余暇

生活を他者に説明で

きる。  

ほぼ完璧に  

説明できて

いる。 

大きな間違

いがなく、

説明できて

いる。 

間違いはい

くつかある

が最低限の

説明ができ

ている。 

説明できて

いない。 

課題・レポート 

（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

20% 

(3) 余暇生活に関わる

身近な問題について、

自分の考えや意見を

述べることができる。  

ほぼ完璧に

自分の考え

や意見を述

べている。 

大きな間違

いがなく、

自分の考え

を述べてい

る。 

間違いはい

くつかある

が最低限の

自分の考え

を述べてい

る。 

自分の考え

を述べてい

ない。 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 

（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

20% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

比較文化概説 
Introduction to Comparative 

Culture 

全学科 
（一般学生対象） 22BAHU1004 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択   

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 
日本の文化や風習を知り、自分の出身国（日本人の場合は外国）との違いを認識するととも

に、異なる文化の存在への関心と理解を深める。 

到達目標 
(1)文化、異文化ついて説明することができる。  

(2)周りにいる人の異なるバックグラウンドを理解し、自身の価値観を探求することができる。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 Introduction 、「異文化を理解

する」 
Day 2 の資料を読

む。 2 時間   

2 「文化とは」（その１） Day 3 の資料を読

む。 2 時間 Day 1 の振り返

り。 2 時間 

3 「文化とは」（その２） Day 4 の資料を読

む。  2 時間 
Day 1-3の振り返

り、レポート１に

備える。 
2 時間 

4 「異文化適応」 Day 5 の資料を読

む。  2 時間 Day 4 の振り返

り。 2 時間 

5 「シミュレーション」 Day 6 の資料を読

む。 2 時間 Day 5 の振り返

り。 2 時間 

6 「違いに気づく」 Day 7 の資料を読

む。  2 時間 
Day 6 の振り返

り、レポート２に

備える。  
2 時間 

7 「異文化の認識」 Day 8 の資料を読

む。  2 時間 Day 7 の振り返

り。 2 時間 

8 「差別を考える」  Day 9 の資料を読

む。  2 時間 Day 8 の振り返

り。  2 時間 

9 「世界の価値観」  Day 10 の資料を読

む。 2 時間 
Day 9 の振り返

り、レポート３に

備える。  
2 時間 

10 「異文化トレーニング」 Day 11 の資料を読

む。 2 時間 Day 10 の振り返

り。  2 時間 

11 「異文化受容」 Day 12 の資料を読

む。  2 時間 Day 11 の振り返

り。  2 時間 

12 「自分を知る」 Day 13 の資料を読

む。 2 時間 
Day 12 の振り返

り、レポート４に

備える。  
2 時間 

13 「非言語コミュニケーショ

ン」 
Day 14 の資料を読

む。  2 時間 Day 13 の振り返

り。 2 時間 

14 「アサーティブコミュニケー

ション」 
Day 15 の資料を読

む。  2 時間 Day 14 の振り返

り。  2 時間 
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15 「多文化共生社会の実現に向

けて」 
Day 1-15の資料を読

む。  2 時間 
Day 1-15 の振り

返り、最終レポー

トに備える。  
2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（50%）、グループワーク・グループ討議（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

ポートフォリオと感想文、レポートにはコメントを書いて返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

資料は配布します。【参考文献】「異文化理解入門 原沢伊都夫 研究社」「グ

ローバル社会における異文化コミュニケーション 池田理知子・塙幸枝 三修

社」「よくわかる異文化コミュニケーション 池田理知子 ミネルヴァ書房」 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

クラスメートとの協同学習に積極的に取り組む態度を求めます。内容・予定は変

更する場合があります。楽しい授業を心がけたいと思いますので、学生の皆さん

のご協力をお願いします。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 文化、異文化つい

て説明することがで

きる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る。  

説明できて

いない。 課題・レポート 
（知識・理解） 50% 

(2) 周りにいる人の異

なるバックグラウン

ドを理解し、自身の価

値観を探求すること

ができる。  

周りにいる

人を理解し、

自身の価値

観を探求で

きる。  

ある程度、周

りにいる人

を理解し、自

身の価値観

を探求でき

る。  

ある程度周

りにいる人

を理解し、あ

る程度自身

の価値観を

探求できる。 

周りにいる

人を理解し

ようとせず、

自身の価値

観も探求で

きない。 

グループワー

ク・グループ討

議 
（関心・意欲・

態度・技能・表

現力）  

50% 

 

9



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

比較文化概説 
Introduction to Comparative 

Culture 

全学科 
（留学生対象） 22BAHU2005 ２年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 林 伸一  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 
日本の文化や風習を知り、自分の出身国（日本人の場合は外国）との違いを認識するととも

に、異なる文化の存在への関心と理解を深める。 

到達目標 

(1) 日本の文化について理解することができる。  

(2) 日本の文化について説明することができる。  

(3) 母国の文化と日本の文化の違いについて、テーマを選び、発表することができる。  

(4) 日本式のマナーを実践し、日本事情を理解できる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 おもてなしの心・日本式のマ

ナーと日本事情  オリエンテーション  該当箇所の復

習。 2 時間 

2 山口事情と山口の伝統文化・

歴史 該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

3 日本の若者のファッション：

ダメージジーンズ 該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

4 高齢化社会の日本事情  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

5 健康にいい日本食：栄養バラ

ンス  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

6 日本の映像芸術：フォトコン

テスト  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

7 日本の色形容詞と実際の色彩  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

8 日本の四季：春夏秋冬（雪景

色）  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

9 日本のソフトパワーとなった

アニメ  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

10 山口の温泉と足湯  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

11 ヒューマンライブラリー（人

間図書館）  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

12 朗読に挑戦してみよう！（金

子みすゞ・中原中也） 該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

13 世界に広がるカワイイ  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

14 紙芝居で知る日本の昔話（桃

太郎、一寸法師、かぐや姫） 該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

15 紙芝居で知る世界の昔話（裸

の王様、ジャックと豆の木） 該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（52%）、小テスト（24%）、発表・プレゼンテーション（24%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

小テストを採点し、返却時に間違った箇所を解説する。  
課題の作文などを添削し、返却時に誤用例や模範例を示して解説する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
『おいでませ山口５』PPT 教材、紙芝居教材 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
日本の文化を紙芝居やパワーポイント教材で学びます。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 日本の文化に

ついて理解するこ

とができる。 

日本文化につ

いてほぼ完璧

に理解できる。 

大きな間違い

なく、ほぼ日本

文化を理解で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、基

本的な日本文

化理解ができ

る。 

日本の文化に

ついて理解す

ることができ

ない。 

定期試験 
（知識・理

解）  13% 

日本文化につ

いてほぼ完璧

に理解できる。 

大きな間違い

なく、ほぼ日本

文化を理解で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、基

本的な日本文

化理解ができ

る。 

日本の文化に

ついて理解す

ることができ

ない。 

小テスト 
（知識・理

解）  12% 

(2) 日本の文化に

ついて説明するこ

とができる。 

日本文化につ

いてほぼ完璧

に説明できる。 

大きな間違い

なく、ほぼ日本

文化を説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、基

本的な日本文

化の説明がで

きる。 

日本の文化に

ついて説明す

ることができ

ない。 

定期試験 
（知識・理

解）  13% 

日本文化につ

いてほぼ完璧

に説明できる。 

大きな間違い

なく、ほぼ日本

文化を説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、基

本的な日本文

化の説明がで

きる。 

日本の文化に

ついて説明す

ることができ

ない。 

小テスト 
（知識・理

解）  12% 

(3) 母国の文化と

日本の文化の違い

について、テーマ

を選び、発表する

ことができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

発表すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

説明すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

理解すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

理解すること

ができない。  

定期試験 
（態度・表

現力・判断

力）  
13% 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

発表すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

説明すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

理解すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

理解すること

ができない。  

発表・プレ

ゼンテーシ

ョン 
（態度・表

現力・判断

力）  

12% 

(4) 日本式のマナ

ーを実践し、日本

事情を理解でき

る。 

日本式のマナ

ーを実践し、日

本事情をよく

理解できる。 

日本式のマナ

ーを適切に実

践し、日本事情

をほぼ理解で

きる。 

ある程度、日本

式のマナーを

実践し、日本事

情を理解でき

る。 

日本式のマナ

ーを実践し、日

本事情を理解

できない。 

定期試験 
（態度・表

現力・判断

力）  
13% 

日本式のマナ

ーを実践し、日

本事情をよく

理解できる。 

日本式のマナ

ーを適切に実

践し、日本事情

をほぼ理解で

きる。 

ある程度、日本

式のマナーを

実践し、日本事

情を理解でき

る。 

日本式のマナ

ーを実践し、日

本事情を理解

できない。 

発表・プレ

ゼンテーシ

ョン 
（態度・表

現力・判断

力）  

12% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

日本国憲法 

The Constitution of Japan 
全学科 22BASO1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 福田 達也 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

私たちが暮らしている日本の国の憲法はどのような考え方・理念をもとに制定されているの

か、人権尊重や民主主義の歴史的背景について理解しながら深めていきたいと思います。

「日本国憲法」と聞くと、難しいという印象を持つ人も多いかもしれませんが、質問にも随

時受け付け、映像なども用いて、憲法に関わる様々な社会の問題を身近な事柄として考えて

もらえる授業を目指します。 

到達目標 

(1) 日本国憲法の基本原理である基本的人権の尊重、国民主権、平和主義等の考え方や理念

について理解を深めたうえで、説明できる。  

(2) 憲法制定の背景、近代化の流れを理解しながら、近現代史をあらためて多角的に捉え直

し、現在の社会の出来事についても興味、関心を持ち、説明できる。  

(3) 最高法規である憲法に規定されている内容を理解し、論理的かつ説得力ある説明ができ

る。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoomによる遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 日本国憲法の構成と特徴 日本国憲法の特徴 0.75 時間 
日本奥憲法

の構成 
0.75 時間 

2 大日本帝国憲法と戦前の日本 戦前の憲法 0.75 時間 
大日本帝国

憲法 
0.75 時間 

3 日本国憲法の制定 GHQについて 0.75 時間 憲法の制定 0.75 時間 

4 前文と三大原理 前文について 0.75 時間 
三大原理つ

いて 
0.75 時間 

5 国民主権と民主主義 民主主義とは 0.75 時間 国民主権 0.75 時間 

6 欧米近代化の歴史と人権思想 人権とは 0.75 時間 
近代化と人

権 
0.75 時間 

7 
基本的人権①－個人の尊重・

平等権－ 
基本的人権 0.75 時間 

法の下の平

等 
0.75 時間 

8 基本的人権②－自由権－ 自由権とは 0.75 時間 
自由権の種

類 
0.75 時間 

9 基本的人権③－生存権－ 社会権とは 0.75 時間 
生存権とそ

の施策 
0.75 時間 

10 
基本的人権④－参政権・新し

い人権－ 
選挙権とは 0.75 時間 参政権 0.75 時間 

11 
平和主義－第９条解釈・平和

的生存権－ 
平和主義とは 0.75 時間 9 条の解釈 0.75 時間 

12 統治機構－三権分立－ 三権分立とは 0.75 時間 統治機構 0.75 時間 

13 日本の裁判制度と法律家 裁判制度 0.75 時間 
民事刑事裁

判 
0.75 時間 
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14 裁判員制度 裁判員制度の概要 0.75 時間 
裁判員制度

の内容 
0.75 時間 

15 まとめ 憲法とは 0.75 時間 まとめ 0.75 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、課題・レポート（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

定期試験および課題(レポート)については、模範解答を提示する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：授業で参考資料を配布 

参考文献：必要に応じて紹介 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

難しい言葉や歴史も一つ一つ丁寧に理解を積み重ねていくと、今まで分からなか

った世界が身近になり、広がっていきます。がんばりましょう！ 

幼稚園教諭二種、小学校教諭二種：「必修」 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 日本国憲法の基本

原理である基本的人

権の尊重、国民主権、

平和主義等の考え方

や理念について理解

を深めたうえで、説明

できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 

（知識・理解）  
25% 

課題・レポート 

（知識・理解）  
25% 

(2) 憲法制定の背景、

近代化の流れを理解

しながら、近現代史を

あらためて多角的に

捉え直し、現在の社会

の出来事についても

興味、関心を持ち、説

明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 

（知識・理解）  
10% 

課題・レポート 

（知識・理解）  
10% 

(3) 最高法規である憲

法に規定されている

内容を理解し、論理的

かつ説得力ある説明

ができる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 

（知識・理解）  
15% 

課題・レポート 

（知識・理解） 
15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

現代社会問題 

Issues in Modern Society 
全学科 22BASO1002 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 今川 晋平 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくこ

とができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

子どもはみな、それぞれの「時代性」を背負って生きている。現代の子どもたちは、どのよ

うな問題を抱えているのでしょうか？子どもの生活を激変させた第二次世界大戦終戦から、

現在に至るまで、それぞれの時代の子どもの姿を捉えながら、現代の子どもの問題について

考える。 

到達目標 

(1) 時代背景に合わせた子どもの問題の変化について説明できる。  

(2) 子どもに関わる問題について具体的に述べることができる。  

(3) マスコミ（新聞、テレビ等）のニュース報道に興味が湧き自分の意見を持って協議する。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 オリエンテーション 
配布資料を

読んでおく 
2時間 課題を探す 2時間 

2 終戦前後の子ども文化 
配布資料を

読んでおく  
2時間 課題を探す 2時間 

3 戦後の社会的養護 
配布資料を

読んでおく  
2時間 課題を探す 2時間 

4 教育制度・集団就職 
配布資料を

読んでおく  
2時間 

課題をまと

める 
2時間 

5 
高度経済成長期の子どもた

ち テレビの世界 

配布資料を

読んでおく  
2時間 

課題をまと

める 
2時間 

6 加熱化する進学塾 
配布資料を

読んでおく  
2時間 

課題をまと

める 
2時間 

7 いじめ 
配布資料を

読んでおく 
2時間 

課題をまと

める 
2時間 

8 
平成時代の子どもたち フ

ァミコン・シンドローム 

配布資料を

読んでおく  
2時間 発表準備 2時間 

9 少年Ａ 
配布資料を

読んでおく  
2時間 発表準備 2時間 

10 
学校に行けない子ども、行

かない子ども 

配布資料を

読んでおく 
2時間 発表準備 2時間 

11 
特別な支援の必要な子ども

たち 

配布資料を

読んでおく 
2時間 発表準備 2時間 

12 
「モンスター・ペアレン

ト」の出現 

配布資料を

読んでおく 
2時間 発表準備 2時間 

13 
女性に社会進出と保育ニー

ズ 

配布資料を

読んでおく  
2時間 発表準備 2時間 
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14 ポスター発表 発表準備 2時間 
振り返りシ

ートの記入 
2時間 

15 スマホ世代の子どもたち 
配布資料を

読んでおく 
2時間 

課題レポー

ト 
2時間 

※授業内容を一部変更する場合があります。 

成 績 評 価 
定期試験（40%）、課題・レポート（15%）、授業への取り組み（30%）、発表・プ

レゼンテーション（15%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

試験やレポートは、ルーブリック評価での結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

授業時にプリント配布  

参考文献：深谷和子編 児童心理「子どもの問題７０年」金子書房 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

社会人に求められる教養、技能、品格を授業の中で身につける人生で最後の時間

です。自覚して頑張りましょう。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 時代背景に合わせ

た子どもの問題の変

化について説明でき

る。  

子どもの問

題の変化を

的確に説明

できる。 

子どもの問

題の変化に

ついて大体

のことを説

明できる。 

時代背景に

合わせた子

どもの問題

の変化を間

違いはある

が説明でき

る。  

時代背景に

合わせた子

どもの問題

の変化を説

明できてい

ない。 

定期試験 

（知識・思

考力・表現

力）  40% 

(2) 子どもに関わる問

題について具体的に

述べることができる  

子どもに関

わる問題に

ついて的確

に認識し、ほ

ぼ完璧に自

分の考えを

述べている。 

子どもに関

わる問題に

ついて大体

のことを認

識し、自分の

考えを述べ

ている。 

子どもに関

わる問題に

ついて認識

の間違いは

あるが、最低

限の自分の

考えを述べ

ている。  

子どもに関

わる問題に

ついて認識

できておら

ず、自分の考

えを述べて

いない。 

課題・レポ

ート 

（知識・思

考力・判断

力・表現力）  
30% 

(3) マスコミ（新聞、テ

レビ等）のニュース報

道に興味が湧き自分

の意見を持って協議

する  

的確な問題

意識を持っ

て協議して

いる。 

問題意識を

持ち、協議し

ている。 

間違いはい

くつかある

が、協議に参

加している。 

身近な問題

に触れよう

とせず、協議

していない。  

授業への取

り組み 

（関心・意

欲・思考力・

表現力）  

30% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

行動科学 
Behavioral Science 全学科 22BASO1004 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 田中 光  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 

心理学がどのような学問であるかを紹介し、心理学の研究方法や認知心理学について概説す

る。授業は、スライド資料や動画などを通して解説する。また、授業中に講義内容について

考えたことについて記入する授業課題を課す。 

到達目標 

(1) 行動科学・心理学がどのような学問であるかを理解し、説明できる。  

(2) 心理学の知識に基づいて、自分や他者の行動を説明することができる。  

(3) 心理学の知識を糸口として自己や日常等から課題を見いだし、取り組むことができる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション 行動

科学・心理学とは —  本時の内容をまと

める。 2 時間 

2 心理学の研究法 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

3 心理統計とは キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

4 心理学の歴史 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

5 知覚・注意 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

6 ワーキングメモリ キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

7 記憶 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

8 概念～対象の認識～ キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

9 メタ認知 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

10 記憶と言語 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

11 コミュニケーション キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

12 問題解決 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

13 記憶と脳 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

14 近年の研究 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

15 まとめ テキストや配布資料

を読む。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

16



成 績 評 価 定期試験（55%）、授業の感想・振り返り、授業課題（45%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

授業課題への回答は必要に応じてフィードバックを行う。  
定期試験と授業課題はルーブリック評価に基づき結果を示す。  

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：プリントを配布する  
参考書：太田 信夫・厳島 行雄（編）（2011）現代の認知心理学 2：記憶と日常 

北大路書房  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

授業課題は成績に反映されるため、積極的に記入してください。また、定期試験

では授業課題に関連した記述問題を出題するため授業課題の提出後も、該当のテ

ーマについて日頃から考えておくことをおすすめします。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 行動科学・心理

学がどのような学

問であるかを理解

し、説明できる。 

心理学の基

礎用語を十

分に説明す

ることがで

きる。 

心理学の基

礎用語を概

ね説明する

ことができ

る。 

心理学の基

礎用語につ

いて最低限

の内容を説

明すること

ができる。 

心理学の基

礎用語を説

明すること

ができない。 

定期試験 
（知識・理解） 

35% 

(2) 心理学の知識に

基づいて、自分や他

者の行動を説明す

ることができる。  

授業の内容

と、自分や他

者の行動と

の関連の見

出し、説明し

た上で自分

の考えを述

べることが

できる。 

授業の内容

と、自分や他

者の行動と

の関連を見

出し、説明す

ることがで

きる。 

授業の内容

と、自分や他

者の行動と

の関連の見

出しが不十

分である。 

授業の内容

を通して、自

分や他者の

行動を説明

できない。 

授業の感想・

振り返り、授

業課題 
（関心・意欲・

態度）  45% 

(3) 心理学の知識を

糸口として自己や

日常等から課題を

見いだし、取り組む

ことができる。  

自己や日常

におけるこ

ころの働き

について、心

理学的視点

に立って考

えることが

でき、表現し

たうえで実

際に取り組

むことがで

きる。 

自己や日常

におけるこ

ころの働き

について、心

理学的視点

に立って考

えることが

でき、表現す

ることがで

きる。 

自己や日常

におけるこ

ころの働き

について、心

理学的視点

に立って考

えることが

できるが、表

現が不十分

である。 

自己や日常

におけるこ

ころの働き

について、心

理学的視点

に立って考

えることが

できない。 

定期試験 
（思考力・判

断力・表現力） 

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

物理学 
Physics 全学科 22BANA2002 ２年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 吉村 洋輔  

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 物理学の基礎的・基本的事項を理解し、科学的なものの見方・考え方を養う。 

到達目標 

(1) 力の表し方 合力、分力の求め方２力のつり合いの関係と作用反作用の関係との違いが理

解できる。  
(2) 重さ（Ｎ）と質量（㎏）の定義付けが正しく理解でき、重さは測定する場所によって異

なり、質量は絶対不変の量であることが理解できる。  
(3) 静止摩擦力について、最大静止摩擦力は垂直抗力に比例することが理解できる。圧力、

浮力が正しく理解できる。  
(4) 剛体のつり合いについて正しく理解できる。  
(5) 速度、加速度の概念を理解し、相対速度、等加速度直線運動について理解できる。落体

の運動を等加速度直線運動と結び付けてグラフを活用して、分析する。慣性力、遠心力につ

いて理解する。  
(6) 仕事と仕事率、仕事量と力学的エネルギーについて理解する。  
(7) 熱とエネルギー 熱の本性、セルシウス℃と絶対温度について理解する。仕事による熱の

発生と熱の仕事当量について理解する。  
(8) 比熱と熱容量について理解し、熱量計算ができるようにする。  
(9) 気体の熱的性質について 気体の圧力、ボイルの法則、シャルルの法則、ボイル・シャ

ルルの法則について理解し、熱と仕事、断熱変化について理解する。  
(10) 波の伝わり方、波の速さ、波長、振動数、周期について理解する。横波、縦波の伝わり

方について理解する。ドップラー効果について理解する。  
(11) 電流と電気抵抗について、電気回路、オームの法則、電気抵抗、電圧降下、電流と仕事

ジュールの法則、電力と電力量について理解する。  
(12) 物理学の基礎・基本的事項について、問題形式の課題を提出し、知識・理解、思考力、

判断力の再確認をする。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 力の合成と分解 力の表し方、合力、

分力の求め方。  2 時間 
２力のつりあいと作

用反作用の違いが説

明できる。  
2 時間 

2 重さと質量 

重さは測定する場所

によって異なり質量

は不変の量であるが

わかる。 

2 時間 重さと質量の関係が

正しく理解できる。  2 時間 

3 いろいろな力 
静止摩擦力、圧力、

浮力が正しく図示で

きる。 
2 時間 

静止摩擦力、圧力、

浮力が正しく理解で

きる。 
2 時間 

4 剛体のつりあい 
大きさのある物体に

ついて、力のモーメ

ントが理解できる。 
2 時間 

力のモーメントのつ

りあいを使って大き

さのある物体のつり

2 時間 
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あいを求めることが

できる。  

5 速度と加速度 
速度と加速度の概念

が正しく理解でき

る。  
2 時間 

等速度運動、等加速

度運動についてグラ

フに表し、グラフか

ら速度、加速度、移

動距離を求めること

ができる。 

2 時間 

6 落体の運動 

真上に投げた物体、

水平に投げた物体の

運動が正しく解説で

きる。  

2 時間 

等加速度直線運動の

４つの公式を使って

落体の運動を解説で

きる。  

2 時間 

7 慣性力 

電車内で天井からつ

るした物体にはたら

く力を正しく図示で

き、みかけの力慣性

力を正しく説明でき

る。 

2 時間 

慣性力＝－質量×加速

度 を電車の運動、

等速円運動において

説明できる。 

2 時間 

8 仕事と仕事率 
仕事と仕事率を正し

く理解できる。仕事

の原理がわかる。 
2 時間 

ジュール、ワット単

位次元についても理

解する。 
2 時間 

9 仕事量と力学的エネル

ギー 

運動エネルギー、位

置エネルギー。力学

的エネルギーについ

て理解する。 

2 時間 

保存力だけがはたら

く場合力学的エネル

ギーは保存されるこ

とを使って、真上に

投げた物体の運動、

水平に投げた物体の

運動を解説できる。 

2 時間 

10 熱とエネルギー 

熱の本性について正

しく理解し、様々な

熱現象を原子、分子

の概念を用いて説明

できる。 

2 時間 

セルシウス度、絶対

温度、熱の仕事当量

について理解を深め

る。また熱量計算が

できる。 

2 時間 

11 気体の熱的性質 

気体の圧力、ボイル

の法則、シャルルの

法則、ボイルシャル

ルの法則を正しく理

解する。 

2 時間 

気体の内部エネルギ

ー、熱力学の第一法

則断熱変化について

理解する。 

2 時間 

12 波の伝わり方 
波の伝わり方を媒質

の概念から説明でき

る。  
2 時間 

横波、縦波、ドップ

ラー効果について理

解を深める。 
2 時間 

13 電気と電圧、電流と電

子 

電流回路、抵抗、電

圧降下、抵抗率、オ

ームの法則を理解す

る。 

2 時間 

抵抗を直列、並列接

続した回路で抵抗を

流れる電流を求め

る。 

2 時間 

14 電気エネルギー  
ジュールの法則、電

力、電力量、電力の

単位を理解する。 
2 時間 

電気器具を消費した

時間から消費電力を

求めることができ

る。 

2 時間 

15 問題演習 問題演習課題プリン

ト  2 時間 
プリントの問題が確

実に解けるようにす

る。 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（80%）、課題・レポート（20%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

ルーブリック評価をフィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
作成プリントを使用 
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メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
日常生活でよく出会う物理事象を取り上げ、おもしろく興味ある授業にする。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 力の表し方 合力、分

力の求め方２力のつり合

いの関係と作用反作用の

関係との違いが理解でき

る。  

ベクトル作図

を使ってほぼ

完璧に  説

明できる 

大きな間違い

がなく基礎・

基本的事項は

理解できてい

る 

いくつかの間

違 い は あ る

が、最低限の

基本は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 9% 

(2) 重さ（Ｎ）と質量（㎏）

の定義付けが正しく理解

でき、重さは測定する場

所によって異なり、質量

は絶対不変の量であるこ

とが理解できる。  

ほぼ完璧に理

解 で き て い

る。 

大きな間違い

はなく基礎・

基本的事項は

理解できてい

る 

いくつかの間

違 い は あ る

が、最低限の

基本は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 5% 

(3) 静止摩擦力につい

て、最大静止摩擦力は垂

直抗力に比例することが

理解できる。圧力、浮力

が正しく理解できる。  

力のベクトル

作図を使って

説明でき、ほ

ぼ完璧に理解

できている。 

大きな間違い

はなく基本的

事項は理解で

きている。 

いくつかの間

違 い は あ る

が、最低限の

基本は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 9% 

(4) 剛体のつり合いにつ

いて正しく理解できる。 
ほぼ完璧に理

解 で き て い

る。応用力も

みにつけてい

る。 

大きな間違い

はなく基本的

事項は理解で

きている。 

間違いはある

が最低限の基

本事項は理解

できている。 

理解できてい

ない。 
定期試験 6% 

(5) 速度、加速度の概念

を理解し、相対速度、等

加速度直線運動について

理解できる。落体の運動

を等加速度直線運動と結

び付けてグラフを活用し

て、分析する。慣性力、

遠心力について理解す

る。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ け て い

る。 

大きな間違い

はなく基本的

事項は理解で

きている。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 9% 

(6) 仕事と仕事率、仕事

量と力学的エネルギーに

ついて理解する。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ い て い

る。 

基礎・基本的

事項が大きな

間 違 い が な

く、ほぼ理解

している。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 8% 

(7) 熱とエネルギー  熱
の本性、セルシウス℃と
絶対温度について理解す

る。仕事による熱の発生

と熱の仕事当量について

理解する。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、応用

力も身につい

ている。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 5% 

(8) 比熱と熱容量につい

て理解し、熱量計算がで

きるようにする。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、応用

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 
定期試験 7% 
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力も身につい

ている。 

(9) 気体の熱的性質につ

いて 気体の圧力、ボイ

ルの法則、シャルルの法

則、ボイル・シャルルの

法則について理解し、熱

と仕事、断熱変化につい

て理解する。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ け て い

る。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 6% 

(10) 波の伝わり方、波の

速さ、波長、振動数、周

期について理解する。横

波、縦波の伝わり方につ

いて理解する。ドップラ

ー効果について理解す

る。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ け て い

る。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 6% 

(11) 電流と電気抵抗に

ついて、電気回路、オー

ムの法則、電気抵抗、電

圧降下、電流と仕事ジュ

ールの法則、電力と電力

量について理解する。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ け て い

る。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 10% 

(12) 物理学の基礎・基本

的事項について、問題形

式の課題を提出し、知識・

理解、思考力、判断力の

再確認をする。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ け て い

る。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

課題・レポ

ート 20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生物学 
Biology 全学科 22BANA2004 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 安藤 稔朗  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとることができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくこ

とができる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 

生物学への興味と関心が遠ざかった学生や、高校で生物を履修してこなかった学生も考慮に

入れながら、生物学の基礎的・基本的事項について学習し、生物学的思考力を養う。  
生物学の基礎となる理論、現象について学習する。 

到達目標 

(1) 生物分野において、科学的なものの見方、考え方を培うための内容について、具体的な

資料を活用しながら説明できる。  
(2) 生物学で取り扱う教材の特性や着眼点などについて、レポートにまとめ説明できる。  

(3) テキストの生物教材をとおして、自然現象の解明の仕方を説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション 
テキスト１～

５ページを読

んでおく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

2 生物学のあゆみ 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

3 生命とは何か －生命とそ

の特徴－ 

用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

4 生命の基本単位 －細胞－ 
テキスト６～

１１ページを

調べておく 
2 時間 

単細胞生物と

多細胞生物を

まとめる 
2 時間 

5 植物の構成と機能 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

6 植物の成長 
テキスト１２

～１３P を調

べておく 
2 時間 

植物の成長に

ついて特色を

整理する 
2 時間 

7 環境と植物 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

環境と植物の

かかわりをま

とめる 
2 時間 

8 動物の働き －生理作用－ 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

9 動物の行動  
テキスト２０

～２５P を調

べておく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容を復

習する 
2 時間 
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10 生殖と発生 
テキスト１４

～１６P を調

べておく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

11 遺伝 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

12 生物の多様性と進化 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

13 生物の生活と生産 
テキスト２６

～３０P を調

べておく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

14 生物界のつりあいと自然環

境保全 

テキスト３１

～３２P を調

べておく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

15 地球環境と生命 
テキスト３３

～３４P を調

べておく 
2 時間 

授業を振り返

り、要点をま

とめる 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（30%）、課題・レポート（30%）、教材作成（40%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。レポートや試

験は、ル－ブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：安藤稔朗「生物学」山口短期大学  
資料・プリント：その都度配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

講義で学び取る学習から、講義を契機に自分の頭で思考する学習への転換をはか

ることが肝要である。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 生物分野におい

て、科学的なものの見

方、考え方を培うため

の内容について、具体

的な資料を活用しな

がら説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

内容を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明で

きる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理

解）  30% 

(2) 生物学で取り扱う

教材の特性や着眼点

などについて、レポー

トにまとめ説明でき

る。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、説明で

きる。  

説明できて

いない。 
課題・レポ

ート 
（関心・意

欲）  
30% 

(3) テキストの生物教

材をとおして、自然現

象の解明の仕方を説

明できる。  

ほぼ完璧に

授業を工夫

できる。 

大きな問違

いがなく、

授業を工夫

できる。  

間違いはい

くつかある

が、授業を

工 夫 で き

る。  

工夫できて

いない。 
教材作成 
（思考力・

判断力・表

現力）  
40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

データサイエンス入門 
Introduction to Data Science 全学科 22BANA1001 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 日置 智子  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 〇 

(2) 専門的職業人の資質と能力を持ち合わせて、地域とともに成長していくこと

ができる者に短期大学士の学位を授与する。 〇 

概 要 

数理・データサイエンス・AI は、私たちの日常生活や社会の諸問題を解決する有力なツール

である。この講義では、数理・データサイエンス・AI がどのような領域でどのように利活用

されているのかを現場での事例を挙げて説明する。また、数理・データサイエンス・AI の利

活用に当たり、留意すべき事項についても解説する。さらに、データを適切に処理・分析す

る力を養うため、実データを用いた演習を行う。 

到達目標 

(1) 数理・データサイエンス・AI が社会にもたらした変化およびデータ・AI の利活用の最新

動向について説明できる。  
(2) 社会で利活用されているデータやその活用法およびデータ・AI の活用領域について説明

することができる。  
(3) データ・AI の利活用により現場においてどのような価値が生み出されているか、また、

その際に利用されている技術について事例を挙げて説明できる。  
(4) 数理・データサイエンス・AI の利活用に当たり留意すべき事項（ELSI、データ倫理、情

報セキュリティ等）を説明できる。  
(5) データを適切に処理・分析し、データが持つ意味を説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
オリエンテーション ―数理・デー

タサイエンス・AI が社会にもたら

した変化― 

シラバスを読み、

科目の内容を把握

する 
1 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

2 社会で利活用されているデータとそ

の活用法および活用領域 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

3 データ・AI の利活用のための技術 
授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

4 現場におけるデータ・AI 利活用の

事例紹介 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

5 データ・AI 利活用の最新動向 
授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

6 情報セキュリティ、データ・AI 利

活用における法と倫理 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

7 データを読む① ―量的データと質

的データ、データの分布と代表値― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

8 データを読む②  

―データのばらつき― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

9 
データを読む③  

―誤差、打ち切り、脱落を含むデー

タの取り扱い― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

10 データを読む④  

―データの相関― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 
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11 データを読む⑤  

―クロス集計― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

12 データを読む⑥  

―母集団と標本― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

13 データを説明する  

―データのグラフ・チャート化― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

14 データを扱う①  

―データ解析ツールの使用方法― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

15 
データを扱う②  

―データの集計・並べ替え・ランキ

ング― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（80%）、授業への取り組み（20%）  

課題（試験・レポー

ト等）に対する 

フィードバックの

方法 

定期試験とレポートはルーブリック評価に基づき結果を示す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：なし 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
小学校教諭二種免許状、幼稚園教諭二種免許状：必修、情報メディア学科：卒業必修 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 数理・データサイ

エンス・AIが社会にも

たらした変化および

データ・AIの利活用の

最新動向について説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の説明は

できる。 

説明できてい

ない。 
課題・レポ

ート 
（知識・理

解・思考力・

判断力）  

20% 

(2) 社会で利活用さ

れているデータやそ

の活用法およびデー

タ・AIの活用領域につ

いて説明することが

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の説明は

できる。 

説明できてい

ない。 
課題・レポ

ート 
（知識・理

解・思考力・

判断力） 

10% 

(3) データ・AI の利活

用により現場におい

てどのような価値が

生み出されているか、

また、その際に利用さ

れている技術につい

て事例を挙げて説明

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の説明は

できる。 

説明できてい

ない。 
課題・レポ

ート 
（知識・理

解・思考力・

判断力） 10% 

(4) 数理・データサイ

エンス・AIの利活用に

当たり留意すべき事

項（ELSI、データ倫

理、情報セキュリティ

等）を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の説明は

できる。 

説明できてい

ない。 
課題・レポ

ート 
（知識・理

解・思考力・

判断力） 

10% 
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(5) データを適切に

処理・分析し、データ

が持つ意味を説明で

きる。 

ほぼ完璧に、デ

ータ処理・分析

ができ、データ

が持つ意味を

説明できる。 

大きな間違い

がなく、データ

処理・分析がで

き、データが持

つ意味を説明

できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限のデータ

処理・分析がで

き、データが持

つ意味を説明

できる。 

データの処理・

分析ができな

い。 

授業への取

り組み 
（知識・理

解・技能・思

考力・判断

力） 

20% 

ほぼ完璧に、デ

ータ処理・分析

ができ、データ

が持つ意味を

説明できる。 

大きな間違い

がなく、データ

処理・分析がで

き、データが持

つ意味を説明

できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限のデータ

処理・分析がで

き、データが持

つ意味を説明

できる。 

データの処理・

分析ができな

い。 

課題・レポ

ート 
（知識・理

解・思考力・

判断力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

学問と人間の探求 

Study on Academics and 
Human Beings 

全学科 22BAGE1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業  

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 必修 柴田 道信・佐藤 嘉倫 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 
新入生が大学生活に円滑に適応し、学友とともに有意義な学生生活を送れることを目的とす

る。本学の理念と方針、学生生活の心得、大学での学びへの理解を深めるとともに、これか

らの人生を見据えた学生生活のあり方を学生自ら考える時間とする。 

到達目標 

(1) 大学での学びの意義を理解し、自らの将来と関連付けながら、主体的に学ぶことができる。  

(2) 大学生としての基本的なアカデミック・スキルが身に付いている。  

(3) 異なる考え方や知識を持つ人々と積極的にコミュニケーションを図り、自らの知識や考え

方を広げることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション 
シラバスを読み、科

目の内容を把握する 
1時間 

授業内容を振り返

り、考えをまとめ

る 

2時間 

2 
本学を知る ～建学の精

神と３つのポリシー～ 

学生便覧の該当箇所

を読む 
2時間 

授業内容を振り返

り、考えをまとめ

る 

2時間 

3 
学生生活について①学生

生活の心得 

学生便覧の該当箇所

を読む 
2時間 

授業内容を振り返

る 
2時間 

4 
学生生活について②安

全・安心な生活 

消費者問題について

調査する 
2時間 

授業内容を振り返

る 
2時間 

5 
大学での学びとキャリア

デザイン 

大学での学びの意義

を考え、まとめる 
2時間 

授業内容を振り返

り、自己分析を行

う 

2時間 

6 
Google Classroom の利

用①基本的な使用方法 

Google Classroom

について調べておく 
2時間 

授業内容を振り返

り、課題に取り組

む 

2時間 

7 
Google Classroom の利

用②課題等の提出方法 

どのような提出方法

があるか調べておく 
2時間 

授業内容を振り返

り、課題に取り組

む 

2時間 

8 
レポートの書き方①レポ

ートとは？ 

レポートとは何かを

調べる 
2時間 

授業内容を振り返

る 
2時間 

9 
レポートの書き方②原稿

用紙の使い方 

原稿用紙の使い方を

調べる 
2時間 

授業内容を振り返

る 
2時間 

10 
レポートの書き方③論理

的な書き方 

論理的な書き方とは

何か考える 
2時間 

授業内容を振り返

る 
2時間 

11 
レポートの書き方④引用

のルール 

引用のルールについ

て調べる 
2時間 

課題レポートを作

成する 
2時間 

12 グループ討議について 

グループ討議の発

散・収束手法を調べ

る 

2時間 
授業内容を振り返

る 
2時間 
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13 グループ討議①選択型 
選択型グループ討議

について調べる 
2時間 

授業内容を振り返

り、グループ討議

の意義を考える 

2時間 

14 
グループ討議②課題解決

型 

課題解決型グループ

討議について調べる 
2時間 

授業内容を振り返

り、グループ討議

の意義を考える 

2時間 

15 まとめ 授業全体を振り返る 2時間 

授業内容を振り返

り、考えをまとめ

る 

2時間 

成 績 評 価 
課題・レポート（30%）、授業への取り組み（40%）、グループワーク・グループ討

議（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

授業において提示した課題については、授業内で個人あるいは全体に対してフィ

ードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
必要に応じてプリント配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 大学での学びの意

義を理解し、自らの将

来と関連付けながら、

主体的に学ぶことがで

きる。  

大学での学

びと自らの

将来を十分

に 関 連 付

け、主体的

に学ぶこと

ができる。 

大学での学

びと自らの

将来をある

程度関連付

け、主体的

に学ぶこと

ができる。 

最低限では

あるが、主

体的な学び

の姿勢が見

られる。 

主体的な学

びの姿勢が

見 ら れ な

い。 

授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度）  40% 

(2) 大学生としての基

本的なアカデミック・

スキルが身に付いてい

る。  

ほぼ完璧に

アカデミッ

ク・スキル

が身に付い

ている。 

大きな間違

いもなく、

アカデミッ

ク・スキル

が身に付い

ている。 

最低限のア

カ デ ミ ッ

ク・スキル

は身に付い

ている。 

アカデミッ

ク・スキル

が身に付い

ていない。 

課題・レポー

ト 

（思考力・判

断力・表現力）  
30% 

(3) 異なる考え方や知

識を持つ人々と積極的

にコミュニケーション

を図り、自らの知識や

考え方を広げることが

できる。  

積極的にコ

ミュニケー

ションを図

り、自らの

知識や考え

を大きく発

展させるこ

と が で き

る。  

コミュニケ

ーションを

図り、自ら

の知識や考

え方をある

程度広げる

ことができ

る。 

最低限のコ

ミュニケー

ションは図

ることがで

きる。 

コミュニケ

ーションを

図ることが

できない。 

グループワー

ク・グループ

討議 

（態度・思考

力・表現力・協

働性）  

30% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

国際交流 
International Activities 全学科 22BAGE2002 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 必修 中津 愛子・福屋 いずみ・田中 光  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 文化的背景の異なる人々との交流を通じて、様々な文化・風習・考え方に触れ、異文化への

理解を深める。また、実際の体験に基づき異文化理解を深めることを目的とする。 

到達目標 

(1) 外国事情や異文化に興味・関心を持ち、意欲的に学ぶことができる。  

(2) 異なる文化を持つ人々とコミュニケーションを図るための態度と能力を身に付けている。 

(3) 複眼的な視点で異文化を捉え、異文化に理解を示すことができる。  

授業内容 
と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 オリエンテーション 
私と国際交流 1（まとめる） シラバスを読む 1 時間  

自分の人生に

おける国際交

流をまとめる 
1 時間  

2 私と国際交流 2（共有する） 
自分の人生にお

ける国際交流を

まとめる 
1 時間  

グループ活動

の結果をまと

める 
1 時間  

3 私の国際交流体験記 1 
（日常生活） 

日常生活におけ

る常識と非常識

を考える 
1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

4 私の国際交流体験記 2 
（食文化） 

自国の食文化の

特徴をまとめる 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

5 私の国際交流体験記 3 
（コミュニケーション） 

日常使うジェス

チャーを考える 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

6 私の国際交流体験記 4 
（価値観） 

自身の価値観を

考える 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

7 海外の生活文化や習慣を知る 1 指示された国に

ついて調べる 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

8 海外の生活文化や習慣を知る 2 指示された国に

ついて調べる 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

9 海外の生活文化や習慣を知る 3 指示された国に

ついて調べる 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

10 まとめ 
前期の授業内容

を振り返りまと

める 
2 時間    

 

回 授業内容 予習内容 予習

時間 復習内容 復習

時間 

11 
オリエンテーション 
海外旅行計画を立てよう 1 
（旅行先を決める） 

 1 時間  

外務省の HP
で海外渡航の

危険情報を調

べる 

1 時間  
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12 海外旅行計画を立てよう 2 
（渡航先について調べる） 

旅行計画書を作

成する 1 時間  旅行計画書を

作成する 1 時間  

13 海外旅行計画を立てよう 3 
（渡航先について共有する） 

旅行計画書を作

成する 1 時間  旅行計画書を

作成する 1 時間  

14 海外で活躍する人々 指示された国に

ついて調べる 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

15 異文化理解講座 1  1 時間   1 時間  

16 異文化理解講座 2  1 時間  1 時間 

17 異文化理解講座 3  1 時間  1 時間 

18 異文化理解講座 4  1 時間  1 時間 

19 異文化理解講座 5  1 時間  1 時間 

20 まとめ 全授業内容を振

り返りまとめる 1 時間   

成 績 評 価 課題・レポート（30%）、授業への取り組み（70%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業において提示した課題については、授業内で全体に対してフィードバックす

る。 

テキストおよび 
参 考 文 献 適宜プリントを配布 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

海外を訪れ、異文化を体験するということは、何事にも代え難い経験であり、そ

の後の人生の大きな糧となります。これをきっかけに皆さんが海外の文化に関心

をもち、海外を視野に活躍する人材となることを期待しています。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 外国事情や異文化

に興味・関心を持ち、

意欲的に学ぶことが

できる。 

外国文化へ高

い興味・関心を

示し、意欲的に

学ぶ姿勢が見

られる。 

外国文化へ興

味・関心を持

ち、学ぶ姿勢も

十分見られる。 

外国文化への

興味・関心は低

いが、最低限の

学ぶ姿勢は見

られる。 

外国文化への

興味・関心が低

く、学ぶ姿勢が

見られない。 

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
50% 

(2) 異なる文化を持つ

人々とコミュニケー

ションを図るための

態度と能力を身に付

けている。 

完璧に身に付

いている。 
十分に身に付

いている。 
最低限である

が身に付いて

いる。 

身に付いてい

ない。 
授業への取

り組み 
（態度・表

現力・協働

性）  

20% 

(3) 複眼的な視点で異

文化を捉え、異文化に

理解を示すことがで

きる。 

自身の世界観

およびこれと

異なる世界観

の見方から異

文化を観察し、

異文化経験を

解釈できる。  

自身の世界観

およびこれと

異なる世界観

の見方から異

文化を観察す

ることができ

る。 

自分の世界観

を中心に異文

化を見ている

が、異文化を理

解しようとす

る姿勢は見受

けられる。 

自分の世界観

のみを通して

異文化を見て

おり、異文化へ

の理解・も低

い。 

課題・レポ

ート 
（思考力・

判断力・表

現力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

言葉とコミュニケーション 
Language and Communication 

全学科 
（一般学生対象） 22BAGE1004 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 小河原 香代子  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくこと

ができる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 
英語でコミュニケーションを図る際に大切なことは何だろうか？英語と日本語の言語文化の

違いをポライトネス（人間関係関係を円滑にするための表現）に焦点を当て、会話を円滑に

続けられる能力を身につけるためのストラテジー（方略）について学ぶ。  

到達目標 

(1) 英語と日本語の言語表現のストラテジーの違いについて説明できる。  
(2) 英語コミュニケーション方略について主体的に考え、場面や状況に応じて実践すること

ができる。  
(3) 言語文化の違いについての気付き、考え方を述べることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
イントロダクション、Small 
Talk、Chapter1 自己紹介・

スモールトーク 
  

Chapter 1:テキスト

の内容、英語表現を

復習する。 
2 時間 

2 Chapter 2 オフィスの案内 

Chapter 2: テキス

トを読んで内容を

理解する。わから

ない単語は調べて

おく。Exercises
をする。 

2 時間 

Chapter 2:テキスト

の内容、英語表現を

復習する。音声が聞

けるところは音声を

聞いて練習する。 

2 時間 

3 Chapter 1、2 の復習 
ポライトネスについて 

Unit 1、2：練習問

題のやっていない

箇所 
2 時間 

Chapter 1、2:テキ

ストの内容、英語表

現を復習する。音声

が聞けるところは音

声を聞いて練習す

る。 

2 時間 

4 Chapter 3 電話表現 1（基

本表現・メモの取り方） 

Chapter 3：テキ

ストを読んで内容

を理解する。わか

らない単語は調べ

ておく。 
Exercises をす

る。 

2 時間 

Chapter 3:テキスト

の内容、英語表現を

復習する。音声が聞

けるところは音声を

聞いて練習する。 

2 時間 

5 Chapter 4 電話表現 2 予定

を決める・予定変更をする） Chapter 4：同上 2 時間 Chapter 4:同上 2 時間 

6 
Chapter 5 簡単なスピー

チ・プレゼンテーション 1 
スピーチの構成 

Chapter 5：同上 2 時間 Chapter 5:同上 2 時間 
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7 Chapter 6 ビジターの来

日・旅程の確認 Chapter 6：同上 2 時間 Chapter 6:同上 2 時間 

8 Chapter 7 観光のアドバイ

ス Chapter 7：同上 2 時間 Chapter 7:プレゼン

テーションの準備 2 時間 

9 Chapter 7 プレゼンテーシ

ョン 

Chapter 7：プレ

ゼンテーションの

準備 
2 時間 

Chapter 7:プレゼン

テーションの振り返

り 
2 時間 

10 Chapter 8、9 採用 

Chapter 8、9：テ

キストを読んで内

容を理解する。わ

からない単語は調

べておく。 
Exercises をす

る。 

2 時間 

Chapter 8、9:テキ

ストの内容、英語表

現を復習する。音声

が聞けるところは音

声を聞いて練習す

る。 

2 時間 

11 Chapter 10 会議 1（賛成の

仕方・司会の表現） Chapter 10: 同上  2 時間 Chapter 10: 同上  2 時間 

12 Chapter 11 会議 2（反対の

仕方・司会の表現） Chapter 11: 同上  2 時間 Chapter 11: 同上  2 時間 

13 Chapter 12 苦情への対応 Chapter 12: 同上  2 時間 Chapter 12: 同上  2 時間 

14 Chapter 13 謝罪 Chapter 13: 同上  2 時間 Chapter 13: 同上  2 時間 

15 Chapter 14 様々な挨拶、復

習 Chapter 14: 同上  2 時間 Chapter 14: 同上  2 時間 

成 績 評 価 定期試験（70%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートを評価し、次の授業時に返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
Politeness in Business Context—ポライトネスを考えるビジネス英語 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

実際にペアワークやグループワークでコミュニケーションを取りながら行うアク

ティブラーニング型の授業です。互いに学び合う、積極的な授業参加を望みま

す。予習、復習が必要です。ビジネス英語となってはいますが、フォーマルな表

現とカジュアルな表現の違いを理解し、状況に応じた発話様式を学びます。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 英語と日本語の言

語表現のストラテジ

ーの違いについて説

明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いなく、基本

的概念を説

明できる。  

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本的概念

を説明でき

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
30% 
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(2) 英語コミュニケー

ション方略について

主体的に考え、場面や

状況に応じて実践す

ることができる。  

課題を正し

く認識し、ほ

ぼ完璧に場

面や状況に

応じた表現

を実践する

ことができ

る。 

課題に対す

る認識に誤

りや大きな

論理的問題

もなく、場面

や状況に応

じた表現を

実践するこ

とができる。 

課題に対す

る認識に間

違いがいく

つかあるが、

場面や状況

に応じた表

現を最低限

実践するこ

とができる。 

課題に対す

る認識に間

違いがあり、

場面や状況

に応じた表

現ができて

いない。 

定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
40% 

(3) 言語文化の違いに

ついての気付き、考え

方を述べることがで

きる。  

言語文化の

違いについ

て理解し、自

分の気付き、

考え方を明

確に述べて

いる。 

言語文化の

違いについ

て、認識に誤

りや大きな

論理的問題

もなく、最低

限の自分の

気付き、考え

方を述べて

いる。  

言語文化の

違いについ

て、認識に間

違いがいく

つかあるが、

最低限の自

分の気付き、

考え方を述

べている。  

言語文化の

違いについ

て、認識に間

違いがあり、

自分の考え

を述べてい

ない。 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

言葉とコミュニケーション 

Language and Communication 

全学科 

（留学生対象） 
22BAGE2005 ２年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 林 伸一 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 
日本語でコミュニケーションを図る際に大切なことは何だろうか？母語と日本語の言語文化

の違いから日本語学習者が陥りやすい問題点に焦点を当て、読解力と会話を円滑に続けられ

る能力を身につけるためのストラテジー（方略）について学ぶ。  

到達目標 

(1) わからない言葉の意味を聞いて、どうすればいいのか確認することができる。  

(2) 頼みにくいことを丁寧に頼むことができる・感謝の気持ちを表すことができる。  

(3) 事情を説明して丁寧に謝ることができる・変更をお願いすることができる。  

(4) 人や物の様子を詳しく説明することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 

お願いがあるんですが（頼みに

くいことを丁寧に頼む・感謝の

気持ちを表す）／畳 

オリエンテーショ

ン 
 

該当箇所の復

習。 
2 時間 

2 

何のことですか（わからない言

葉の意味を聞いて、どうすれば

いいのか確認する）／外来語 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

3 

遅れそうなんです（事情を説明

して丁寧に謝る・変更をお願い

する）／時間よ、止まれ！ 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

4 

伝言お願いできますか（伝言を

頼む・受ける・留守番電話に伝

言を残す）／電話嫌い 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

5 

どう行ったらいいでしょうか

（行き方を尋ねる・教える・道

順を尋ねる・教える）／地図 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

6 

行かせていただきたいんですが

（許可を得たいと申し出る）／

メンタルトレーニング 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

7 

楽しみにしています・遠慮させ

てください（誘いを受ける・断

る）／まんじゅう、怖い 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

8 

迷子になっちゃったんです（人

や物の様子を詳しく説明する）

／科学者ってどう見える？ 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

9 

どこが違うんですか（希望や条

件を伝える・比較し選択する）

／カラオケ 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

10 

そんなはずはありません（誤解

されたことに冷静に反応する）

／記憶型と注意型 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 
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11 

お勧めのところ、ありませんか

（提案する・提案を受け入れ

る）／白川郷の黄金伝説 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

12 

ご迷惑をかけてすみませんでし

た（謝る・事情を説明する）／

日本で暮らす（座談会） 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

13 まとめと復習（弱点補強）１ 既習事項まとめ。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

14 まとめと復習（弱点補強）２ 既習事項まとめ。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

15 まとめと復習（弱点補強）３ 既習事項まとめ。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

＊１レッスン１課を目安としていますので予習、復習をしっかりとして授業に臨むこと。 

成 績 評 価 定期試験（52%）、小テスト（48%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

小テストを採点し、返却時に間違った箇所を解説する。  

課題の作文などを添削し、返却時に誤用例や模範例を示して解説する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

『みんなの日本語 中級Ⅰ本冊』『おいでませ山口４』  

小テストとして、日本語能力試験問題集などを用いる 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

日本語と日本文化に興味を持って、会話練習などの活動に積極に授業参加される

ことを望みます。予習、復習が必要です。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) わからない言葉の

意味を聞いて、どうす

ればいいのか確認す

ることができる。  

ほぼ完璧に確

認できる。 

大きな間違い

なく、確認で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の確認

はできる。  

確認すること

ができない。 

定期試験 

（知識・理解）  
13% 

小テスト 

（知識・理解）  
12% 

(2) 頼みにくいことを

丁寧に頼むことがで

きる・感謝の気持ちを

表すことができる。  

ほぼ完璧に依

頼し、感謝す

ることができ

る。 

大きく礼を失

することなく

依頼し、感謝

できる。 

表現上の間違

いはいつくか

あるが、おお

よそ依頼し、

感謝できる。  

依頼し、感謝

することがで

きない。 

定期試験 

（知識・理解）  
13% 

小テスト 

（知識・理解）  
12% 

(3) 事情を説明して丁

寧に謝ることができ

る・変更をお願いする

ことができる。  

ほぼ完璧に事

情説明し謝れ

る。変更依頼

ができる。 

大きな間違い

なく事情説明

し謝れる。変

更依頼ができ

る。 

表現上の間違

いはいつくか

あるが、おお

よそ事情を説

明し、変更で

きる。  

事情を説明し

て丁寧に謝る

ことができな

い。変更を願

い出ることが

できない。 

定期試験 

（態度・表現

力・判断力）  

13% 

小テスト 

（態度・表現

力・判断力）  

12% 

(4) 人や物の様子を詳

しく説明することが

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

なく説明でき

る。 

表現上の間違

いはいくつか

あるが、ほぼ

説明できる。 

人や物の様子

を詳しく説明

することがで

きない。  

定期試験 

（態度・表現

力・判断力）  

13% 

小テスト 

（態度・表現

力・判断力）  

12% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

英語会話 
English Conversation 全学科 22BAFL1001 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 必修 Inkster Ryan  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 

(概要)様々な状況における実用的な英語会話能力を養成する。正確な発音や文法よりも、コ

ミュニケーション能力の養成を重視する。読む・書く作業も若干含む。  
(目標) 自己紹介、人物や服装の描写ができる、事物の比較ができる、好みについて表現でき

る、能力について述べられる、自由時間の使い方・好き嫌いについて表現できる、道順を教

えたり理解したりできる、過去の出来事について話せる、指示を与えたり、規則について話

したり、助言を与えたりできる。 

到達目標 

(1) 英会話に役に立つ語彙や文法を学ぶ  

(2) 英語を聞く力を養う。  

(3) さまざまなトピックで英会話を練習する  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 (Assessment & Placement)   
英会話レベル判定 

中高英語内容の復

習  2 時間  中高英語内容の復

習 2 時間  

2 Japanese Sports and clubs  
（スポーツ） Pg. 5 読む   2 時間  Pg.6 読む   2 時間  

3 Japanese Sports and clubs  
(スポーツ) Pg. 7 読む   2 時間  Pg8-9 読む   2 時間  

4 Japanese Music (音楽) Pg 11 読む   2 時間  Pg12 読む   2 時間  

5 Japanese Music (音楽) Pg. 13 読む   2 時間  Pg. 14-15 読む  2 時間  

6 Japanese Food (食べ物) Pg. 17 読む   2 時間  Pg. 18 読む   2 時間  

7 Japanese Food (食べ物) Pg. 19 読む   2 時間  Pg 20-21 読む  2 時間  

8 Japanese Holidays (祝日)  Pg 29 読む   2 時間  Pg. 30 読む   2 時間  

9 Japanese Holidays (祝日) Pg 31 読む   2 時間  Pg. 32-33 読む  2 時間  

10 Japanese Games Pg. 35 読む   2 時間  Pg. 36 読む   2 時間  

11 Japanese Games Pg. 37 読む   2 時間  Pg. 38-39 読む  2 時間  

12 Famous Cities (観光)  Pg. 41 読む  2 時間  Pg. 42 読む   2 時間  

13 Famous Places (観光) Pg. 43 読む   2 時間  Pg. 44-45 読む  2 時間  

14 REVIEW (復習) コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  

36



15 REVIEW (復習) コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  

TEST(復習)  

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 (Assessment & Placement)   
英会話レベル判定 

中高英語内容の復

習  2 時間  中高英語内容の復

習 2 時間  

17 Japanese Sports and clubs  
（スポーツ） Pg. 5 読む   2 時間  Pg.6 読む   2 時間  

18 Japanese Sports and clubs  
(スポーツ) Pg. 7 読む   2 時間  Pg8-9 読む   2 時間  

19 Japanese Music (音楽) Pg 11 読む   2 時間  Pg12 読む   2 時間  

20 Japanese Music (音楽) Pg. 13 読む   2 時間  Pg. 14-15 読む  2 時間  

21 Japanese Food (食べ物) Pg. 17 読む   2 時間  Pg. 18 読む   2 時間  

22 Japanese Food (食べ物) Pg. 19 読む   2 時間  Pg 20-21 読む  2 時間  

23 Japanese Holidays (祝日)  Pg 29 読む   2 時間  Pg. 30 読む   2 時間  

24 Japanese Holidays (祝日) Pg 31 読む   2 時間  Pg. 32-33 読む  2 時間  

25 Japanese Games Pg. 35 読む   2 時間  Pg. 36 読む   2 時間  

26 Japanese Games Pg. 37 読む   2 時間  Pg. 38-39 読む  2 時間  

27 Famous Cities (観光)  Pg. 41 読む  2 時間  Pg. 42 読む   2 時間  

28 Famous Places (観光) Pg. 43 読む   2 時間  Pg. 44-45 読む  2 時間  

29 REVIEW (復習) コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  

30 REVIEW (復習) コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  

TEST(復習)  

成 績 評 価 その他（100%）  

課題（試験・レポー

ト等）に対する 

フィードバックの

方法 

マンツーマンインタビュー 

テキストおよび 

参 考 文 献 
Explain It: Talking about Japanese Culture in English.  
Robert Long. Perceptia Press, Nagoya. ISBN: 9784939130793 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
ネイティブ講師による基礎的な日常会話（コミュニケーション）授業 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 英会話に役に立つ

語彙や文法を学ぶ  
ほぼ完璧に学

ぶことができ

る。 

あまり問題な

くできる。 
少しは問題が

あるが、最低限

はできる。 

語彙や文法を

学ぶことがで

きない。 

その他 
34% 

(2) 英語を聞く力を養

う。  
ほぼ完璧に学

ぶことができ

る 

あまり問題な

くできる。 
少しは問題が

あるが、最低限

はできる。 

聞く力を養う

ことができな

い。 

その他 
33% 

(3) さまざまなトピッ

クで英会話を練習す

る  

ほぼ完璧に学

ぶことができ

る 

あまり問題な

くできる。 
少しは問題が

あるが、最低限

はできる。 

英会話ができ

ない。 
その他 

33% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

英語会話 

English Conversation 
全学科 22BAFL1001 １年次 通年 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 必修 大野 厚子  

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 英語学習初心者を対象とする。英語の基礎から紹介していく。 

到達目標 

(1) 学習者が英語に抵抗がなくなり、慣れ親しむことができる。  

(2) 会話に必要な語彙を楽しく学んで、身につけることができる。  

(3) 文法を会話の中で自然に使うことができる  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 (Assessment 1 & Placement) P10,11 をやる。 1 時間 NA  

2 Daily Life P16,17 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

3 Weekend Events- P22,23 をやる。 1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

4 Small Talk P30,31 をやる。 1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

5 Likes and Dislikes P36,37 をやる。 1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

6 Student Life P42,43 をやる。 1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

7 Family P52,53 をやる。 1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

8 Friends  P60,61 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

9 Going Out  P66,67 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

10 Restaurants P74,75 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

11 Shopping P80,81 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

12 Strengths and Weaknesses P86,87 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

13 Places P94,95 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

14 Vacations P100,101 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

15 Experiences P106,107 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 
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回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 

時間 

16 Hi, is this seat taken? 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 NA  

17 That’s a lovely T-shirt. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

18 Pardon? 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

19 I really enjoyed it. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

20 Is that right? 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

21 How about you? 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

22 Thank you so much. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

23 Excuse me, but… 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

24 This is my fault. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

25 I’d rather not say. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

26 
Could you tell me the way to 
the station? 

日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

27 How about next Sunday? 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

28 I’ll think about it. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

29 That’s a good idea, but… 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

30 I’d better be going. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

発表させてその時にコメントを言う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

Free Talking: Basic Strategies for Building Communication 

Keep Talking  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 学習者が英語に抵

抗がなくなり、慣れ親

しむことができる。  

ほぼ完璧に

できる。 

あまり躊躇

なく、でき

る。 

少しは抵抗

があるが、最

低限はでき

る。  

慣れ親しむ

ことはでき

ない。 

定期試験 

（知識・理

解・技能）  
30% 

(2) 会話に必要な語彙

を楽しく学んで、身に

つけることができる。  

ほぼ完璧に

できる。 

大きな間違

いがなく、身

に付けるこ

とができる。 

間違いはあ

るが、最低限

を身に付け

ることはで

きる。  

身に付ける

ことができ

ない。 

定期試験 

（知識・理

解・技能）  30% 

(3) 文法を会話の中で

自然に使うことがで

きる  

ほぼ完璧に

できる。 

大きな間違

いなく、使う

ことができ

る。 

間違いはあ

るが、最低限

を使うこと

はできる。  

文法を会話

で使うこと

はできない。 

定期試験 

（知識・理

解・技能）  
40% 

 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ハングル 
Korean Language 全学科 22BAFL1002 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 朴 賢珠  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくこと

ができる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 
ハングルの文字や基礎文法を学びながら日韓の文化について考えるようになる。韓国人留学

生と一緒に勉強することで異文化コミュニケーションを図る授業になる。 

到達目標 

(1) ハングル文字の書き方や読み方を学び、単語や表現の読み書きができる。  

(2) 韓国人留学生との交流を通して日韓の文化理解を深める。  

(3) ハングルの基本的な文法を学び、応用できる。  

(4) 学習した単語や表現を使って簡単な韓国語会話ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 ハングルの仕組み①   文字

の組み合わせパターン 

テキスト 2～3ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 2～3ペ

ージを復習す

る。 

2 時間 

2 ハングルの仕組み②   基本

母音 

テキスト 4～5ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 4～5ペ

ージを復習す

る。 

2 時間 

3 ハングルの仕組み③   基本

子音 

テキスト 6～7ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 6～7ペ

ージを復習す

る。 

2 時間 

4 ハングルの仕組み④   濃音 
テキスト 8～10 ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 8～10

ページを復習す

る。 

2 時間 

5 ハングルの仕組み⑤   複合

母音 

テキスト 13～14 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 13～14

ページを復習す

る。 

2 時間 

6 ハングルの仕組み⑥   パッ

チム（1） 

テキスト 15～17 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 15～17

ページを復習す

る。 

2 時間 

7 ハングルの仕組み⑦  

パッチム（2） 

テキスト 15～17 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 15～17

ページを復習す

る。 

2 時間 

8 日本語のハングル表記 
テキスト 18～20 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 18～20

ページを復習す

る。 

2 時間 

9 ハングルの仕組みのまとめ 
テキスト 19～20 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 19～20

ページを復習す

る。 

2 時間 

10 中間テスト 
テスト範囲を勉強し

ておく。 
2 時間 テスト範囲をま

とめる。 
2 時間 
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11 視聴覚教育・映画観賞① －前

半－ 

テーマに沿って事前

調査をしておく 
2 時間 

テーマに沿って

事前調査をす

る。 

2 時間 

12 視聴覚教育・映画観賞② －後

半－ 

テーマに沿って事前

調査をしておく 
2 時間 

テーマに沿って

事前調査をす

る。 

2 時間 

13 「名詞＋です」文の作り方 
テキスト 36～37 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 36～37

ページを復習す

る。 

2 時間 

14 「名詞＋ですか」文の作り方 
テキスト 38～39 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 38～39

ページを復習す

る。 

2 時間 

15 まとめ 
テキスト 23～42 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 23～42

ページを復習す

る。 

2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 

時間 
復習内容 

復習 

時間 

16 前期の復習①  

１回目 

テキスト 4～21 ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 前期の復習① －

１回目－ 
2 時間 

17 前期の復習②  

２回目 

テキスト 23～42 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 前期の復習② －

２回目－ 
2 時間 

18 動詞・形容詞の丁寧形① 

「です/ます形」 

テキスト 46～47 ペ

ージを読んでおく。 2 時間 
動詞・形容詞の

丁寧形① －で

す/ます形－ 

2 時間 

19 動詞・形容詞の丁寧形② 「で

すか/ますか形」 

テキスト 54～57 ペ

ージを読んでおく。 2 時間 
動詞・形容詞の

丁寧形② －です

か/ますか形－ 

2 時間 

20 視聴覚教育 
テーマに沿って事前

調査をしておく。 
2 時間 視聴覚教育 2 時間 

21 助詞のまとめ 
テキスト 48～49 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 助詞のまとめ 2 時間 

22 中間テスト 
テスト範囲を勉強し

ておく 
2 時間 中間テスト 2 時間 

23 指示代名詞を使った表現 
テキスト 58～59 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 指示代名詞を使

った表現 
2 時間 

24 人称代名詞を使った表現 
テキスト 60～61 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 人称代名詞を使

った表現 
2 時間 

25 「イダ」否定形 
テキスト 62～63 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 「イダ」否定形 2 時間 

26 動詞・形容詞の前置否定形 
テキスト 66～69 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間  動詞・形容詞の

前置否定形 
2 時間 

27 動詞・形容詞の後置否定形 
テキスト 66～69 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間  動詞・形容詞の

後置否定形 
2 時間 

28 否定形のまとめ 
テキスト 70～71 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間  否定形のまとめ 2 時間 

29 尊敬形 
テキスト 72～77 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間  尊敬形 2 時間 

30 まとめ 

テキスト 46～77 ペ

ージを読んでおく。

2時間 

2 時間  まとめ 2 時間 

成 績 評 価 
定期試験（25%）、課題・レポート（35%）、授業への取り組み（25%）、発表・プレゼ

ンテーション（15%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

試験や課題及びレポートは、チェックして次の授業時に渡す。 
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テキストおよび 

参 考 文 献 
朴 賢珠 他「サランヘヨ！ハングル－初級から中級へ－」白帝社、2015 年 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

山口は韓国と深いつながりがある場所です。  
韓国の留学生と一緒にハングルを勉強しましょう。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) ハングル文字の書き

方や読み方を学び、単語

や表現の読み書きができ

る。 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、読

み書きがで

きる 

最低限の読

み書きがで

きる 

読み書きが

できない。 定期試験 
（関心・意欲・

知識）  
10% 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、読

み書きがで

きる 

最低限の読

み書きがで

きる 

読み書きが

できない。 
課題・レポー

ト 
（関心・意欲・

知識）  

10% 

(2) 韓国人留学生との交

流を通して日韓の文化理

解を深める。 

発表や発言

など積極的

に参加する 

発表や発言

などに積極

的ではない

が参加する 

発表や発言

など部分的

に参加する 

発表や発言

などに参加

しない 

課題・レポー

ト 
（意欲・理解・

表現力）  

10% 

発表や発言

など積極的

に参加する 

発表や発言

などに積極

的ではない

が参加する 

発表や発言

など部分的

に参加する 

発表や発言

などに参加

しない 

授業への取り

組み 
（意欲・理解・

思考力） 

10% 

(3) ハングルの基本的な

文法を学び、応用できる。 
ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、応

用できる 

最低限の文

法の応用が

できる 

文法の応用

ができない。 定期試験 
（知識・理解・

表現力）  
15% 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、応

用できる 

最低限の文

法の応用が

できる 

文法の応用

ができない。 
課題・レポー

ト課題・レポ

ート 
（意欲・理解・

表現力） 

15% 

(4) 学習した単語や表現

を使って簡単な韓国語会

話ができる。 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、韓

国語会話が

できる 

最低限の会

話ができる 
簡単な韓国

語会話がで

きない。 

授業への取り

組み 
（意欲・理解・

思考力）  

15% 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、韓

国語会話が

できる 

最低限の会

話ができる 
簡単な韓国

語会話がで

きない。 

発表・プレゼ

ンテーション

（知識・理解・

表現力） 

15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

日本語（留学生対象） 
Japanese Language 全学科 22BAFL1003 １年次 通年 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 林 伸一  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 

基本的な日常会話力、コミュニケーション能力を身につける。  
日本語の特色を理解する。  
日本語能力試験等の資格を取得する。  
日本の生活習慣・ものの考え方・風習・文化の違いを知ることによって、自国と日本の関係

への理解を深め、国際社会を生きる力を培う。 

到達目標 

(1) 基本文型を理解し、留学生活を支える基礎的な日常会話ができる。  

(2) カタカナ・ひらがな・教育漢字をマスターし、平易な文章の読み書きができる。  

(3) 敬語・オノマトペ・慣用句など、日本語の特色を知り、会話の中で使うことができる。  

(4) 最低２級の日本語能力試験の資格を取得する。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション、学習

のすすめ方 
  

「テキスト日常会話

１課の和訳暗誦」

「自己紹介文」 

2 時間 

2 日常会話の基礎①－自己紹

介、挨拶、基本会話 

「日常会話 1課和

訳」「自己紹介」

「目的別の自己紹介

文下書」         

2 時間 

「会話１課暗誦」

「自己紹介文清書」

「日常生活基本語①

を覚える」      

2 時間 

3 日常会話の基礎②－日常生

活の基本語彙 

「会話２課」「基本

語 ①のテスト」  
2 時間 「会話２課」「基本

語①誤答再学習」 
2 時間 

4 日本語の文字－ひらかな、

カタカナ、漢字、 

「50 音図」「会話

３課」「基本語②」  
2 時間 

「50 音図再学習プ

リント「会話３課」

「基本語②」   

2 時間 

5 日本語の発音・イントネー

ション 

「会話４課」「基本

語③」「漢字 1026

字への挑戦テスト

①」 

2 時間 
「会話４課」「基本

語③」「漢字再問題

①」  

2 時間 

6 日常会話の基本単語①－発

音練習― 

「会話５課」「基本

語④」「漢字②」 
2 時間 「会話５課」「基本

語④」「漢字②」 
2 時間 

7 日本語能力試験への対応の

仕方① 

「会話６課」「基本

語⑤」「漢字③」

「日本語能力試験２

級練習問題」    

2 時間 

「会話６課」「基本

語⑤」「漢字③」

「日本語能力試験２

級復習①」      

2 時間 

8 日常会話の基本文形①－５

Ｗ１Ｈ 

「会話７課」「基本

語⑥」「漢字④」

「日本語能力試験

②」  

2 時間 

「会話７課」「基本

語⑥」「漢字④」

「日本語能力試験

②」  

2 時間 

9 日常会話の基本文形②－動

詞の活用－ 

「会話８課」「基本

語⑦「漢字⑤」「日

本語能力試験③」  

2 時間 
「会話８課」「基本

語⑦「漢字⑤」「日

本語能力試験③」  

2 時間 
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10 日常会話の基本文形③－過

去、現在、未来－ 

「会話９課」「基本

語⑧」「漢字⑥」

「日本語能力試験

④」  

2 時間 

「会話９課」「基本

語⑧」「漢字⑥」

「日本語能力試験

④」  

2 時間 

11 日常会話の基本文形④－希

望、意思・推量の言い方－ 

「会話 10 課」「基

本語⑨」「漢字⑦」

「日本語能力試験

⑤」  

2 時間 

「会話 10 課」「基

本語⑨」「漢字⑦」

「日本語能力試験

⑤」  

2 時間 

12 日常会話の基本文形⑤－否

定、疑問 

「会話 11 課」「基

本語⑩」「漢字⑧」

「日本語能力試験

⑥」  

2 時間 

「会話 11 課」「基

本語⑩」「漢字⑧」

「日本語能力試験

⑥」  

2 時間 

13 
日常会話の基本文形⑥－使

役・可能・受身・自発、経

験 

「会話 12 課」「基

本語⑪」「漢字⑨」

「日本語能力試験

⑦」  

2 時間 

「会話 12 課」「基

本語⑪」「漢字⑨」

「日本語能力試験

⑦」  

2 時間 

14 日本語の特色①－補助用

語・複合語－ 

「会話 13 課」「基

本語⑫」「漢字⑩」

「日本語能力試験

⑧」  

2 時間 

「会話 13 課」「基

本語⑫」「漢字⑩」

「日本語能力試験

⑧」  

2 時間 

15 日本語の特色②－敬語－ 

「会話 14 課」「基

本語⑬」「漢字⑪」

「日本語能力試験

⑨」  

2 時間 

「会話 14 課」「基

本語⑬」「漢字⑪」

「日本語能力試験

⑨」  

2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

16 学習のすすめ方、前期の学

習の復習 

「会話 15 課」「基

本語⑭」「漢字⑫」

「日本語能力試験

⑩」  

 

「会話 15 課」「基

本語⑭」「漢字⑫」

「日本語能力試験

⑩」  

2 時間 

17 日本語能力試験への対応②

－語彙・文字－ 

「会話 16 課」「基

本語⑮」「漢字⑬」

「日本語能力試験

⑪」  

2 時間 

「会話 16 課」「基

本語⑮」「漢字⑬」

「日本語能力試験

⑪」  

2 時間 

18 日本語能力試験への対応③

－聴解－ 

「会話 17 課」「基

本語⑯」「漢字⑭」

「日本語能力試験

⑫」  

2 時間 

「会話 17 課」「基

本語⑯」「漢字⑭」

「日本語能力試験

⑫」  

2 時間 

19 日本語能力試験への対応④

－文法－ 

「会話 18 課」「基

本語⑰」「漢字⑮」

「日本語能力試験

⑬」  

2 時間 

「会話 18 課」「基

本語⑰」「漢字⑮」

「日本語能力試験

⑬」  

2 時間 

20 日本語能力試験への対応⑤

－読解－ 

「会話 19 課」「基

本語⑱」「漢字⑯」

「日本語能力試験

⑭」  

2 時間 

「会話 19 課」「基

本語⑱」「漢字⑯」

「日本語能力試験

⑭」  

2 時間 

21 日本語の特色③－慣用語、

ことわざ－ 

「会話 20 課」「基

本語⑲」「漢字⑰」

「日本語能力試験

⑮」  

2 時間 

「会話 20 課」「基

本語⑲」「漢字⑰」

「日本語能力試験

⑮」  

2 時間 

22 日本語の特色④－部首・同

音異義語－ 

「会話 21 課」「基

本語⑳」「漢字⑱」

「日本語能力試験

⑯」  

2 時間 

「会話 21 課」「基

本語⑳」「漢字⑱」

「日本語能力試験

⑯」  

2 時間 

23 日本語の特色⑤－オノマト

ペ・ことわざ・慣用句－ 

「会話 22 課」「漢

字⑲」「日本語能力

試験⑰」      

2 時間 
「会話 22 課」「漢

字⑲」「日本語能力

試験⑰」      

2 時間 

24 日本語の特色⑥－方言と共

通語－  

「会話 23 課」「漢

字⑳」「日本語能力

試験⑱」      

2 時間 
「会話 23 課」「漢

字⑳」「日本語能力

試験⑱」      

2 時間 
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25 日本の国語教科書①－教科

書概観・音読－ 

「会話 24 課」「漢

字㉑」「日本語能力

試験⑲」      

2 時間 
「会話 24 課」「漢

字㉑」「日本語能力

試験⑲」      

2 時間 

26 日本の国語教科書②－教科

書輪読－  

「会話 25 課」「漢

字㉒」「日本語能力

試験⑳」      

2 時間 
「会話 25 課」「漢

字㉒」「日本語能力

試験⑳」      

2 時間 

27 日本の国語教科書③－教科

書発表－ 

「漢字㉓」「教科書

音読」「日本語能力

試験㉑」      

2 時間 
「漢字㉓」「教科書

音読」「日本語能力

試験㉑」      

2 時間 

28 日本語によるスピーチ①－

スピーチ原稿作成－ 

「漢字㉔」「教科書

音読・練習」「日本

語能力試験㉒」   

2 時間 
「漢字㉔」「教科書

視写」「日本語能力

試験㉒」      

2 時間 

29 日本語によるスピーチ②－

発表－ 

「漢字㉕」「スピー

チ原稿下書」「日本

語能力試験㉓」   

2 時間 
「漢字㉕」「スピー

チ原稿暗誦」「日本

語能力試験㉓」   

2 時間 

30 日本語によるスピーチ③－

発表－ 

「スピーチ練習」

（「日本語能力試験

㉔」   

2 時間 
「スピーチ原稿清

書」「日本語能力試

験㉔」  

2 時間  

成 績 評 価 定期試験、発表・プレゼンテーション（70%）、小テスト（30%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

毎回の授業の小テストを自己採点し、結果を記録表に記録。誤答を再試験する。

ルーブリック評価に基づいて、再指導・再テストを行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：テキスト・プリントをその都度配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

日本での生活を充実したものにするためには、日本語の習得がなにより大事で

す。日常会話力を身につける中で、日本の文化や風習、日本人の国民性などへの

理解を深め、国際交流を楽しんでほしいと願っています。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 基本文型を理解

し、留学生活を支える

基礎的な日常会話が

できる。  

ほぼ完璧に  
できる。 

聞き取ること

が 完 璧 に で

き、話すこと

も ほ ぼ で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

会 話 は で き

る。  

日常会話がで

きない。 
定期試験 
（態度・創造

性・判断力）  
30% 発表・プレゼ

ンテーション 
（態度・創造

性・判断力）  
(2) カタカナ・ひらが

な・教育漢字をマスタ

ーし、平易な文章の読

み書きができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
間違いはある

が ほ ぼ で き

る。 

間違いは多い

が、最低限の

基本的なこと

はできる。 

平易な文章の

取の読み書き

も難しい。 

小テスト 
（知識・理解） 30% 

(3) 敬語・オノマト

ペ・慣用句など、日本

語の特色を知り、会話

の中で使うことがで

きる。  

意 味 を 理 解

し、積極的に

会話の中で使

うことができ

る。 

基本的なこと

は理解してい

るが、使いこ

なすことはで

きない。  

聞き取ること

はできるが使

うことはでき

ない。 

会話の中で使

うことはでき

ない。 

定期試験 
（知識・理解） 

20% 

(4) 最低２級の日本

語能力試験の資格を

取得する。  

能力試験 2 級

に合格してい

る。 

校内 2 級試験

に合格してい

る。 

3 級レベルに

は到達してい

る。 

3 級レベルに

も到達してい

ない。 

定期試験 
（知識・理解） 20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

健康科学 
Health Science 全学科 22BAHP1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 1 必修 上地 広昭  

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 
運動、睡眠、および食行動などの健康行動が生活習慣病に及ぼす影響を説明し、健康行動変

容に関する理論・モデルを紹介する。また、健康増進のためのプログラム作りなども行い理

解を深める。 

到達目標 

(1) わが国における健康行動（運動、睡眠、食行動）の実施状況についての説明  
(2) 健康行動（運動、睡眠、食行動）の重要性とそのメカニズムについての説明  
(3) 健康行動変容の理論と実際についての説明  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 イントロダクション（健康に

関する用語の整理） 
健康に関する身近

な情報の収集  1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

2 運動と疾病予防 
運動実施状況につ

いてのセルフモニ

タリング 
1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

3 運動とメンタルヘルス 
ストレス解消のた

めの運動について

レポート 
1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

4 食行動と疾病予防 
日常の食事につい

てのセルフモニタ

リング  
1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

5 睡眠と疾病予防 
睡眠習慣について

のセルフモニタリ

ング  
1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

6 ダイエット行動と健康 
自分のダイエット

経験についてレポ

ート  
1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

7 行動変容に関する理論 行動変容理論につ

いての事前調べ  1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理 1 時間 

8 まとめ 試験準備  1 時間 試験の問題の振り

返り 1 時間 

成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

事前学習で行わせる課題については，授業中に実施状況を確認し，授業の中で活

用する．また，試験については，合格基準に達していない場合，再度，同様の範

囲から試験を行う． 
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テキストおよび 

参 考 文 献 
テキストの購入は必要ない 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
生涯を通して健康管理を行うための知識を身につけてもらいたい． 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) わが国における健

康行動（運動、睡眠、

食行動）の実施状況に

ついての説明  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いなく説明

できる。 

最低限の基

本を説明で

きる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 30% 

(2) 健康行動（運動、睡

眠、食行動）の重要性

とそのメカニズムに

ついての説明  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いなく説明

できる。 

最低限の基

本を説明で

きる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 30% 

(3) 健康行動変容の理

論と実際についての

説明  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いなく説明

できる。 

最低限の基

本を説明で

きる。  

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

スポーツ教育 
Sport Education 全学科 22BAHP1002 １年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

実技 1 必修 青山 翔  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 
現代社会は生涯を通じてスポーツに参加することが国民の教養の一つになっている。そのよ

うな状況をふまえて、本授業では、仲間と協力してスポーツに取り組むことを通して、生涯

に渡ってスポーツに参加する意識を高めスポーツに関する基本的な知識や技能を修得する。 

到達目標 

(1) 自らの技量に応じて積極的にスポーツを楽しむことができる。  

(2) 生涯を通じてスポーツを楽しむことのできる基本的知識を修得する。  

(3) スポーツを楽しむための基礎的な知識や技能を修得する。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション   
バレーボール

について調べ

る。 
2 時間 

2 バレーボール①（基本技能やルール

の確認をして試しのゲームを行う） 
バレーボールの

基本の確認。 2 時間 
バレーボール

について調べ

る。 
2 時間 

3 
バレーボール②（パスに関する基本

技能の練習を中心に取り組み、ゲー

ムを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 学習内容の復

習。 2 時間 

4 
バレーボール③（サーブに関する基

本技能の練習を中心に取り組み、ゲ

ームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 学習内容の復

習。 2 時間 

5 
バレーボール④（アタックに関する

基本技能の練習を中心に取り組み、

ゲームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 学習内容の復

習。 2 時間 

6 バレーボール⑤（練習方法を考えて

ゲームを行う） 
次時の学習内容

の確認。 2 時間 学習内容の復

習。 2 時間 

7 
バレーボール⑥（前回のゲームの振

り返りをもとに練習方法や作戦を工

夫してゲームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 学習内容の復

習。 2 時間 

8 バレーボール⑦（バレーボールの学

習について振り返りを行う） 
次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

9 
バスケットボール①（基本技能やル

ールの確認をして試しのゲームを行

う） 

バスケットボー

ルの基本の確

認。 
2 時間 

学習内容の復

習。 2 時間 

10 
バスケットボール②（ドリブルに関

する基本技能の練習を中心に取り組

み、ゲームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

11 
バスケットボール③（シュートに関

する基本技能の練習を中心に取り組

み、ゲームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

12 バスケットボール④（練習方法を考

えてゲームを行う） 
次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 
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13 
バスケットボール⑤（前回のゲーム

の振り返りをもとに練習方法や作戦

を工夫してゲームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

14 バスケットボール⑥（対戦相手に合

わせた作成を考えてゲームを行う） 
次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

15 
バスケットボール⑦（バスケットボ

ールの学習について振り返りを行

う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

成 績 評 価 
授業への取り組み（20%）、授業内レポート（30%）、ゲーム中におけるパフォーマン

ス評価（50%）  
課題（試験・レポー

ト等）に対する 

フィードバックの

方法 

基本的には実技であるため、活動中に振り返りの時間を設け、フィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
必要があれば、適宜プリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

自分たち自らスポーツを楽しむために必要な言動を意識的に身につけるように努力

してほしい。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 自らの技量に応じ

て積極的にスポーツ

を楽しむことができ

る。  

自らの技量

に応じてス

ポーツを楽

しむことが

できる 

自らの技量

に応じてあ

る程度スポ

ーツを楽し

むことがで

きる 

自らの技量

に応じて最

低限スポー

ツを楽しむ

ことができ

る  

自らの技量

に応じてス

ポーツを楽

しむことが

できない 

授業への取り

組み（関心・意

欲・思考力・創

造性）  20% 

(2) 生涯を通じてスポ

ーツを楽しむことの

できる基本的知識を

修得する。  

ほぼ完璧に

修得してい

る 

大きな間違

いがなく修

得している 

最低限のこ

とは修得し

ている 

修得してい

ない 
授業内レポー

ト（知識・理

解・思考力・判

断力・表現力） 

30% 

(3) スポーツを楽しむ

ための基礎的な知識

や技能を修得する。  

ほぼ完璧に

修得してい

る 

大きな間違

いがなく修

得している 

最低限のこ

とは修得し

ている 

修得してい

ない 
ゲーム中にお

けるパフォー

マ ン ス 評 価

（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  

50% 
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専門教育科目 

  



 



 

 

授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

情報科学概論 
Introduction to Information 

Science 
情報メディア学科 22IMCO1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 必修 和西 聡  

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 情報社会を構築するコンピュータや情報通信に関する幅広い知識を習得する。 

到達目標 

(1) コンピュータの基本構成や動作原理を説明できる。  

(2) コンピュータ内での情報の表現方法について説明できる。  

(3) インターネットや暗号化など情報通信技術の基本的な事項について説明できる。  

(4) IoT や AI に関する基本的な事項について説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型デ

ィスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習 
時間 

１ 
オリエンテーション －情報科
学とは何か－ 

情報とは何かを学習して
おく。 2 時間 

情報と情報科学の位置づ
けを確認しておく。 2 時間 

２ 情報とは…情報量と単位 
ビット、バイトについて
学習しておく。 2 時間 

情報量の単位キロ、メガ、
ギガ、テラバイトについ
て再度学習しておく。 

2 時間 

３ 情報の表現 －文字の符号化－  
JIS コード等について学
習しておく。 2 時間 

文字コードが読み取れる
ようにしておく。 2 時間 

４ 情報の表現 －数値の表現－ 
2 進数について学習して
おく。 2 時間 

2 進数、10 進数、16 進数
の相互変換を確認してお
く。 

2 時間 

５ 論理演算と論理関数、論理回路  
基本論理演算について学
習しておく。 2 時間 

真理値表から主加法標準
形が求められるように学
習しておく。 

2 時間 

６ コンピュータの種類と歴史 
コンピュータの種類につ
いて学習しておく。  2 時間 

ノイマン方式のコンピュ
ータについてまとめてお
く。 

2 時間 

７ コンピュータの構成要素  
5 大機能について学習し
ておく。 2 時間 

K-COM マイコンを用いて
CPU の動作を確認してお
く。 

2 時間 

８ オペレーティングシステム  
OSの種類について学習し
ておく。 2 時間 

なぜ OS が必要なのか再
度まとめておく。 2 時間 

９ システム構築とデータベース  
データベースとは何か調
査をしておく。 2 時間 

情報システム開発プロセ
スについて再度学習して
おく。 

2 時間 

10 プログラムとアルゴリズム 
プログラム開発言語には
どのようなものがあるか
調査する。 

2 時間 
アルゴリズムの種類をま
とめる。 2 時間 

11 コンピュータネットワーク 
プロトコルとは何か調査
しておく。 2 時間 

IPアドレスとドメインの
関係を再度学習してお
く。 

2 時間 

12 インターネットとセキュリティ  
ファイアーウォールにつ
いて調査しておく。  2 時間 

暗号方式や電子認証につ
いて再度学習する。 2 時間 

13 IoT について 
IoT の現状について学習
しておく。 2 時間 

IoT の将来展望について
まとめておく。 2 時間 

14 AI について 

AIの現状について学習し
ておく。 

2 時間 

機械学習の教師有り学
習、教師無し学習、強化学
習について違いをまとめ
ておく。 

2 時間 

15 まとめ 
定期試験に向けて学習し
た内容をまとめておく。 2 時間 

定期試験に向けて各自で
まとめる。 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（80%）、課題・レポート（20%）  

課題（試験・レポート等）
に対する 

フィードバックの方法 

確認テストを数回実施し、その結果をフィードバックします。また、試験はルーブリッ
ク評価の結果を渡します。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：なし  
参考文献：「情報科学の基礎」実教出版 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

情報に関する技術革新はとどまることがありません。コンピュータの仕組みや動作原理
を理解し、幅広い知識を習得することは「IT 革命」の時代を生きるわれわれに取って非
常に重要なことです。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)コンピュータの基本
構成や動作原理を説
明できる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、基
本を説明で
きる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

説明できて
いない。 定期試験 

（知識・理解・思考
力・判断力） 

20% 

(2)コンピュータ内での
情報の表現方法につ
いて説明できる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、基
本を説明で
きる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

説明できて
いない。 定期試験 

（知識・理解・思考
力・判断力） 

30% 

(3)インターネットや暗
号化など情報通信技
術の基本的な事項に
ついて説明できる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、基
本を説明で
きる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

説明できて
いない。 定期試験 

（知識・理解・思考
力・判断力） 

30% 

 

53



 

 

授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

情報モラルとセキュリティ 
Information Ethics and 

Security 
情報メディア学科 22IMCO1002 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 必修 林 孝哉 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを効
果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。  

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 
情報やネットワークを利用する上で必要とされる事柄は、「情報リテラシー」、「情報モラル」、「情

報セキュリティ」である。本講義では、「情報モラル」および「情報セキュリティ」について説明する。 

到達目標 
(1) 情報モラルとは何か、またその必要性を説明できる。  

(2) 情報セキュリティ対策とその必要性について説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディ
スプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
情報化社会のモラルとセ
キュリティ 

テキスト「情報モラル」の第
1章を読んでおく。 2 時間 

情報化社会のモラルとセキ
ュリティについて復習す
る。 

2 時間 

２ 個人情報の取り扱い 
テキスト「情報モラル」の第
2章を読んでおく。 2 時間 

個人情報の取り扱いについ
て復習する。 2 時間 

３ デジタル時代の著作権 
テキスト「情報モラル」の第
3章を読んでおく。 2 時間 

デジタル時代の著作権につ
いて復習する。 2 時間 

４ ネット社会の危険と対策 
テキスト「情報モラル」の第
4章を読んでおく。 2 時間 

ネット社会の危険と対策に
ついて復習する。 2 時間 

５ 
メールコミュニケーショ
ン 

テキスト「情報モラル」の第
5章を読んでおく。 2 時間 

メールコミュニケーション
について復習する。 2 時間 

６ Web コミュニケーション 
テキスト「情報モラル」の第
6章を読んでおく。 2 時間 

Web コミュニケーションに
ついて復習する。 2 時間 

７ 
モバイル機器の活用と管
理 

テキスト「情報モラル」の第
7章を読んでおく。 2 時間 

モバイル機器の活用につい
て復習する。 2 時間 

８ 情報セキュリティの基礎 
テキスト「情報セキュリティ」
の第 2章を読んでおく。 2 時間 

情報セキュリティの基礎に
ついて復習する。 2 時間 

９ 
脅威とその対策① –マル
ウェア- 

テキスト「情報セキュリティ」
の第 3章の 1を読んでおく。 2 時間 

マルウェアについて復習す
る。 2 時間 

10 
脅威とその対策② –共通
の対策- 

テキスト「情報セキュリティ」
の第 3章の 2を読んでおく。 2 時間 

セキュリティの共通の対策
について復習する。 2 時間 

11 
脅威とその対策③ –暗号
とデジタル署名- 

テキスト「情報セキュリティ」
の第 5章の 5を読んでおく。 2 時間 

暗号とデジタル署名につい
て復習する。 2 時間 

12 
脅威とその対策④ –フィ
ッシング詐欺- 

テキスト「情報セキュリティ」
の第 3章の 4を読んでおく。 2 時間 

フィッシング詐欺について
復習する。 2 時間 

13 
脅威とその対策⑤ –ワン
クリック請求- 

テキスト「情報セキュリティ」
の第 3章の 5を読んでおく。 2 時間 

ワンクリック請求について
復習する。 2 時間 

14 
脅威とその対策⑥ –標的
型攻撃と誘導型攻撃- 

テキスト「情報セキュリティ」
の第 3章の 3を読んでおく。 2 時間 

標的型攻撃と誘導型攻撃に
ついて復習する。 2 時間 

15 
脅威とその対策⑦ –さま
ざまな攻撃や対策- 

セキュリティのさまざまな攻
撃や対策について、Web 等で
予備学習を行う。 

2 時間 
テキストや配布資料をよく
読み、受講内容を復習する。 2 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

レポートは、ルーブリック評価の結果を返す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：  

・富士通ラーニングメディア、「改訂 4版 情報モラル&情報セキュリティ」、FOM 出版(富士

通ラーニングメディア)、2021.  

（ISBN-13: 978-4938927523） 

・情報処理推進機構、「情報セキュリティ読本 五訂版」、実教出版、2018.  

（ISBN-13: 978-4844336389） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

上級情報処理士：選択科目(I 群)  

ウェブデザイン実務士：選択科目 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)情報モラルとは何

か、またその必要性

を説明できる。  

ほぼ完璧に

情報モラル

について説

明できる。 

大きな間違

いが無く、基

本的な情報

モラルにつ

いて説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

情報モラル

について説

明できる。  

情報モラル

について説

明できてい

ない。 

課題・レポート 

（知識・理解・思考

力・判断力） 

50% 

(2)情報セキュリティ対

策とその必要性につ

いて説明できる。  

ほぼ完璧に

情報セキュ

リティにつ

いて説明で

きる。 

大きな間違

いが無く、基

本的な情報

セキュリテ

ィについて

説明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

情報セキュ

リティにつ

いて説明で

きる。  

情報セキュ

リティにつ

いて説明で

きていない。 
課題・レポート 

（知識・理解・思考

力・判断力） 

50% 

 

 

 

 

55



 

 

授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

情報数学 

Information Mathematics 
情報メディア学科 22IMCO1003 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 必修 大﨑 堅 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 ○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
情報科学を学ぶための基礎となる離散数学の中から集合、写像、関係、順列と組合せ、論理等に関する

基本的な事項について講述する。 

到達目標 

(1) 各種専門用語について的確に説明できる。  

(2) 与えられた命題や推論の真理表が作成できる。  

(3) ブール代数の公理・定理を理解し、論理回路との対応関係が説明・解析できる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型デ
ィスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 

「情報数学」のシラバス

をよく読み、科目の内容

を把握する。 

1 時間 

「情報数学」の目的と意

義を理解する。 2 時間 

２ 集合、写像 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

３ 写像、関係 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

４ 集合、写像、関係演習 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

５ 順列、組合せ 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

６ 組合せ、確立 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

７ 順列、組合せ、確立演習 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

８ 行列 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

９ 行列の演算 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

10 論理代数① －命題と真理値－ 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

11 
論理代数② －論理和、論理積、

否定－ 

プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

12 論理代数③ －同値命題－ 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

13 
論理代数④ －条件文と双条件

文－ 

プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

14 論理代数⑤ －推論と含意－ 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

15 ブール代数の基礎 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（80%）、課題・レポート（20%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業時に課した演習・レポートは理解・意欲・思考力等の程度をチェックし、次の授業

時に解説を行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：使用しない。  

適宜プリントを配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)各種専門用語につい

て的確に説明でき

る。  

専門用語（集

合、写像、関

係、順列と組

合せ、論理

等）について

80%以上的確

に説明でき

ている。 

専門用語（集

合、写像、関

係、順列と組

合せ、論理

等）について

79～70%的確

に説明でき

ている。 

専門用語（集

合、写像、関

係、順列と組

合せ、論理

等）について

69～60%的確

に説明でき

ている。 

的確な説明

が 60％未満

である。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力） 

20% 

(2)与えられた命題や推

論の真理表が作成で

きる。  

論理演算の

プロセスと

結果の意味

を 80%以上的

確に説明で

きている。 

論理演算の

プロセスと

結果の意味

を 79～70%的

確に説明で

きている。 

論理演算の

プロセスと

結果の意味

を 69～60%的

確に説明で

きている。 

的確な説明

が 60％未満

である。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力） 

30% 

課題・レポート 

（理解・意欲・思

考力） 

10% 

(3)ブール代数の公理・

定理を理解し、論理

回路との対応関係が

説明・解析できる。  

ブール表現

と論理回路

の関係を 80%

以上的確に

説明・解析で

きている。 

ブール表現

と論理回路

の関係を 79

～70%的確に

説明・解析で

きている。 

ブール表現

と論理回路

の関係を 69

～60%的確に

説明・解析で

きている。 

的確な説明・

解析が 60％

未満である。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力） 

30% 

課題・レポート 

（理解・意欲・思

考力） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

オペレーティングシステム 

Operating System 
情報メディア学科 22IMCO1004 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 必修 柴田 道信 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 
コンピュータシステムにおけるオペレーティングシステム(OS)の基本的な概念および個々の機能の実現

手法を解説する。 

到達目標 

(1) OS の種類、役割、機能について説明することができる。  

(2) プロセス管理の基本的な考え方と実現手法を理解し、実際に適用することができる。  

(3) 記憶管理の基本的な考え方と実現手法を理解し、実際に適用することができる。  

(4) ファイル管理の基本的な考え方と実現手法を理解し、実際に適用することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディ

スプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習 
時間 

１ オリエンテーション 

シラバスを読み、科

目の内容を把握す

る 

1 時間 

配布プリントの内

容を復習する 2 時間 

２ 
コンピュータとオペレーティングシス

テム 

授業テーマを参照

し、予習する 2 時間 
配布プリントを復

習する 2 時間 

３ プロセス管理について 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントを復

習する 
2 時間 

４ スケジューリングの基本 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントを復

習する 
2 時間 

５ 横取りのないスケジューリング方式 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントの内

容を復習する 
2 時間 

６ 横取りのあるスケジューリング方式 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントの内

容を復習する 
2 時間 

７ スケジューリング実例 
スケジューリング

の問題を解く 
2 時間 

配布プリントの内

容を復習する 
2 時間 

８ 主記憶管理について 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントの内

容を復習する 
2 時間 

９ 主記憶の割当て方法 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントの内

容を復習する 
2 時間 

10 空き領域（主記憶）の管理 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントの内

容を復習する 
2 時間 

11 仮想記憶 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントの内

容を復習する 
2 時間 

12 ファイル管理について 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントの内

容を復習する 
2 時間 

13 ファイルとアクセス法 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントの内

容を復習する 
2 時間 

14 ディレクトリと領域割当て方式 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントの内

容を復習する 
2 時間 

15 空き領域（補助記憶）の管理 
授業テーマを参照

し、予習する 
2 時間 

配布プリントの内

容を復習する 
2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（75%）、課題・レポート（25%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業において提示した課題については、解説も含め授業内で全体に対してフィードバッ

クする。試験については、ルーブリック評価の結果で提示する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
授業時に資料を配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

PC やスマートフォンをはじめとして様々な情報機器に OS が搭載される時代である。情

報分野を専門とする学生には、OS の役割としくみをしっかりと理解してもらいたい。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)OS の種類、役割、機

能について説明する

ことができる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、説

明できる 

間違いはあ

るが、最低限

の説明はで

きる。 

説明できて

いない。 
課題・レポート 

（知識・理解） 
25% 

(2)プロセス管理の基本

的な考え方と実現手

法を理解し、実際に

適用することができ

る。  

ほぼ完璧に

適用できる。 

大きな間違

いがなく、適

用できる 

間違いはあ

るが、最低限

の適用はで

きる。 

適用できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解・

思考力） 

25% 

(3)記憶管理の基本的な

考え方と実現手法を

理解し、実際に適用

することができる。  

ほぼ完璧に

適用できる。 

大きな間違

いがなく、適

用できる 

間違いはあ

るが、最低限

の適用はで

きる。 

適用できて

いない。 定期試験 

（知識・理解・

思考力） 

25% 

(4)ファイル管理の基本

的な考え方と実現手

法を理解し、実際に

適用することができ

る。  

ほぼ完璧に

適用できる。 

大きな間違

いがなく、適

用できる 

間違いはあ

るが、最低限

の適用はで

きる。 

適用できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解・

思考力） 

25% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

コンピュータの仕組み 

Mechanism of Computers 
情報メディア学科 22IMCO1005 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 必修 寺本 公思 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

コンピュータは現代社会では欠かせないものとなっている。コンピュータといってもスーパーコン 
ピュータから家電製品に使われる制御用マイクロコンピュータまで様々である。  
 また、コンピュータに関する勉強では例えばワープロや表計算、プログラミング言語などどちらかと
いうとソフトウェアの比率が高い傾向にある。しかし、コンピュータ本体に関するハードウェアの学習
なくしてはコンピュータに関する知識を深めることはできない。ここではパソコンやマイクロコンピュ
ータの仕組みなど、ハードウェアに関する基礎知識を学習する 

到達目標 

(1) コンピュータの構成について理解し説明できる。  

(2) コンピュータ内部でのデータ表現や流れおよび通信について説明できる。  

(3) コンピュータやその入出力装置、周辺機器について理解し説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディ

スプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
コンピュータについて 

2 時間 
コンピュータについて 

2 時間 

２ コンピュータの歴史 
コンピュータの歴史 

2 時間 
コンピュータの歴史 

2 時間 

３ コンピュータ内部のデータの流れ 
コンピュータの扱うデ
ータ 2 時間 

コンピュータの扱うデ
ータと流れ 2 時間 

４ コンピュータのデータ表現 
2 進数と 16 進数 

2 時間 
2 進数と 16 進数 

2 時間 

５ コンピュータの基本構成 
コンピュータの構成 

2 時間 
コンピュータの構成 

2 時間 

６ 中央処理装置 
CPU について 

2 時間 
CPU の仕組みと働き 

2 時間 

７ 主記憶装置 
メモリについて 

2 時間 
主記憶装置について 

2 時間 

８ 補助記憶装置（メモリ、FDD） 
メモリと FDD など 

2 時間 
メモリの種類と FDD 

2 時間 

９ 補助記憶装置（HDD,光メディア） 
HDD の働きと仕組み 

2 時間 
HDD の仕組みと速度計
算 2 時間 

10 入力装置 
コンピュータの入力装
置 2 時間 

キーボード、マウスな
どについて 2 時間 

11 出力装置 
コンピュータの出力装

置 2 時間 
ディスプレイ、プリン

タなどについて 2 時間 

12 コンピュータ通信 
コンピュータ通信につ
いて 2 時間 

プロトコルなどについ
て 2 時間 

13 コンピュータネットワークの基礎 
ネットワークの基礎的
な内容 2 時間 

IP アドレスなどについ
て 2 時間 

14 インターネット 
インターネットについ

て 2 時間 
インターネットについ

て 2 時間 

15 まとめ 
全体のまとめを行う 

2 時間 
全体の復習 

2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（55%）、小テスト（30%）、課題・レポート（15%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

試験やレポート等の結果について、ルーブリック評価にて返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
適宜プリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

上級情報処理士：必修科目  

ウェブデザイン実務士：選択科目 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)コンピュータの構成
について理解し説明
できる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いなく、基本
を説明でき
る。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

基本的なこ
とも理解で
きていない。 定期試験 

（知識・理解） 
40% 

(2)コンピュータ内部で
のデータ表現や流れ
および通信について
説明できる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いなく、基本
を説明でき
る。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

基本的なこ
とも理解で
きていない。 小テスト 

（知識・理解） 
30% 

(3)コンピュータやその
入出力装置、周辺機
器について理解し説
明できる。  

ほぼ完璧に
コンピュー
タの入出力
装置や周辺
機器につい
て説明でき
る。 

大きな間違
いなく、入出
力装置や周
辺機器につ
いて基本を
説明できる。  

間違いはい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

基本的なこ
とも理解で
きていない。 

定期試験 

（関心・意欲・理

解・思考力） 

15% 

課題・レポート 

（関心・意欲・理

解・思考力） 

15% 

 

 

 

 

61



 

 

授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

プログラミング基礎 
Foundations of Computer 

Programming 
情報メディア学科 22IMCO1006 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 4 必修 日置 智子  

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 ○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 
プログラムとは、コンピュータに処理を行わせるための手順を指示する命令の集まりである。本講義で

は、プログラムを記述するための言語の一つである C言語の基本的な文法を学び、実際にプログラムを

組むことによって、プログラミングの考え方を身につける。 

到達目標 

(1) C 言語の基本的な文法について説明できる。  

(2) C 言語で構成された基本的なプログラムの処理内容を説明できる。  

(3) C 言語を使用して基本的なプログラムを作成できる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型デ

ィスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
プログラミングの基礎知識、C

言語の基本事項、プログラム
の作成から実行まで 

シラバスをよく読み、科目

の内容を把握する。 1 時間 

コンピュータの基本操作

について復習しておく。 2 時間 

２ コンピュータへの入出力 

テキストの該当範囲を読

んでおく。 2 時間 

プログラムのコンパイル

と実行の流れについて復
習しておく。 

2 時間 

３ 演算 
テキストの該当範囲を読
んでおく。 

2 時間 
テキストの該当範囲の問
題を解く。 

2 時間 

４ 型 
テキストの該当範囲を読

んでおく。 
2 時間 

テキストの該当範囲の問

題を解く。 
2 時間 

５ 条件分岐① －if 文－ 
テキストの該当範囲を読

んでおく。 
2 時間 

テキストの該当範囲の問

題を解く。 
2 時間 

６ 
条件分岐② －複雑な条件式
－ 

テキストの該当範囲を読
んでおく。 

2 時間 
テキストの該当範囲の問
題を解く。 

2 時間 

７ 条件分岐③ －switch 文－ 
テキストの該当範囲を読
んでおく。 

2 時間 
テキストの該当範囲の問
題を解く。 

2 時間 

８ 繰り返し① －do 文－ 
テキストの該当範囲を読
んでおく。 

2 時間 
テキストの該当範囲の問
題を解く。 

2 時間 

９ 繰り返し② －While 文－ 
テキストの該当範囲を読
んでおく。 

2 時間 
テキストの該当範囲の問
題を解く。 

2 時間 

10 繰り返し③ －for 文－ 
テキストの該当範囲を読

んでおく。 
2 時間 

テキストの該当範囲の問

題を解く。 
2 時間 

11 繰り返し④ －多重ループ－ 
テキストの該当範囲を読

んでおく。 
2 時間 

テキストの該当範囲の問

題を解く。 
2 時間 

12 配列 
テキストの該当範囲を読
んでおく。 

2 時間 
テキストの該当範囲の問
題を解く。 

2 時間 

13 多次元配列 
テキストの該当範囲を読
んでおく。 

2 時間 
テキストの該当範囲の問
題を解く。 

2 時間 

14 問題演習 
テキストのこれまで学ん
だ範囲を見直しておく。 2 時間 

これまでに作成したプロ
グラムの説明ができるよ
うになっておく。 

2 時間 

15 まとめ 
テキストのこれまで学ん
だ範囲を見直しておく。 2 時間 

これまでに作成したプロ
グラムの説明ができるよ

うになっておく。 

2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（60%）、課題・レポート（40%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

課題レポートについては、授業時に解説を行う。  

試験については、ルーブリック評価の結果を提示する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：柴田 望洋「新 明解 C言語 入門編 第 2版」ソフトバンククリエイティ

ブ（株）   

適宜資料を配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)C 言語の基本的な文

法について説明でき

る。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

説明はでき

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(2)C 言語で構成された

基本的なプログラム

の処理内容を説明で

きる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

説明はでき

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解） 
40% 

(3)C 言語を使用して基

本的なプログラムを

作成できる。  

ほぼ完璧に

プログラム

を作成でき

る。 

大きな間違

いがなく、プ

ログラムを

作成できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を踏ま

えたプログ

ラムを作成

できる。  

プログラム

を作成でき

ない。 課題・レポート 

（知識・理解・思

考力・判断力） 

40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

プレゼンテーション技術 

Presentation Technique 
情報メディア学科 22IMCO1007 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 必修 呉 靭 ○ 

実務家教員 

の詳細 

一般企業のシステムエンジニアとしての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行

う。 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ
を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 ○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
聴き手の立場や状況を理解し効果的なプレゼンテーションを行う能力を身に付けることを目標とする。

スライドを用いたプレゼンテーションの実践を通じて、情報処理能力、論理的思考力、表現力、コミュ

ニケーション能力を養う。 

到達目標 

(1) PowerPoint の使い方ができる。  

(2) テーマの選定、伝えたい情報の取捨選択、ストーリー構成がわかりやすいスライドが作成できる。  

(3) メッセージが伝わる発表ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型デ

ィスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 、

PowerPoint の起動および画面

の各部の名称の確認 

「プレゼンテーション技

術」のシラバスをよく読み、

科目の内容を把握する。 

1 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。  1 時間  

２ プレゼンテーションの企画 
授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

３ わかりやすいストーリー構成 
授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

４ 必要な情報の収集 
授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

５ 
センスアップするレイアウト

デザイン 

授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

６ 視覚に訴えるチャート化 
授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

７ 訴求力を上げるカラー化 
授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

８ 
数値をアピールする表・グラ

フ活用 

授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

９ 
イメージを伝えるイラスト・

写真活用 

授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

10 発表で魅せるアニメーション 
授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

11 自信を高める万全な準備 
授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

12 
メッセージが伝わる発表スキ

ル 

授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

13 信頼を得る質疑応答 
授業テーマを参照し、予習

する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

14 発表① 
発表スライドの作成及び発

表準備 
3 時間  

発表会参加後の感想をま

とめる 
1 時間  

15 発表② 
発表スライドの作成及び発

表準備 
3 時間  

発表会参加後の感想をま

とめる 
1 時間  
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成 績 評 価 課題・レポート（35%）、授業への取り組み（30%）、発表・プレゼンテーション（35%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業時に課した演習課題は電子ファイルの提出をしてもらい、次週以降の授業時に解説を

行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

参考文献：授業中に適宜指示  

資料を適宜に配布する 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

２年次後期に行われる卒業研究発表の準備の一環としても捉え、真剣に取り組んでほし

い。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)PowerPoint の使い

方ができる。  

ほ ぼ 完 璧

に使える。 

ま あ ま あ

使える。 

何 と か 使

える。 

使えない。 授業への取り組み 

（関心・意欲・知識・理

解・技能） 

30% 

(2)テーマの選定、伝え

たい情報の取捨選

択、ストーリー構成

がわかりやすいスラ

イドが作成できる。  

ほ ぼ 完 璧

に 作 成 で

きる。 

ま あ ま あ

作 成 で き

る。 

何 と か 作

成できる。 

作 成 で き

ない。 課題・レポート 

（技能・表現力） 
15% 

発表・プレゼンテーション 

（技能・表現力） 
15% 

(3)メッセージが伝わる

発表ができる。  

配 分 時 間

内に、ほぼ

完璧に、わ

か り や す

く 発 表 で

きる。 

完 璧 と は

言 え な い

が、まあま

あ 発 表 で

きる。 

何 と か 伝

わるが、改

善 余 地 が

大きい。 

発 表 内 容

が ま っ た

く 伝 わ ら

ない。 

課題・レポート 

（技能・表現力） 
20% 

発表・プレゼンテーション 

（技能・表現力） 
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

工学リテラシー 

Literacy for Engineers 
情報メディア学科 22IMCO1008 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 必修 大﨑 堅 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 ○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

学問をするためには「読み」、「書き」、「計算」、「話す」が必修条件となる。本学科は、工学系で

あるゆえ、最も必要とされる基礎的な数学について１0回、事象の理解と伝達の基本である実用文書

（例えば解説や論文、各種報告書等）の講読を３回、論文・発表用予稿の書き方並びに研究発表（プレ 

ゼンテーション）の仕方について２回に分けて講述する。 

到達目標 

(1) 各種の数の定義とその使用法について説明できる。  

(2) 各種関数の意味・グラフ・使用法について説明できる。  

(3) 関数の極限・微分・積分について理解し、計算・説明できる。  

(4) 実用文章の内容を把握し、その概要を的確に書くことができる。  

(5) 与えられたテーマについて、グループで討論し、要領よくまとめ、かつ発表できる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型デ

ィスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
「工学リテラシー」のシ
ラバスをよく読み、科目
の内容を把握する。 

1 時間 
「工学リテラシー」の
目的と意義を理解す
る。  

2 時間 

２ 公理、定義、定理及び演算法則 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

３ 数について 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

４ 指数と対数 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

５ 複素数と三角関数 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

６ 
一次・二次及び三角関数とそのグ
ラフ 

プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

７ 連立一次方程式の解法 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

８ 関数と極限 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

９ 微分係数と導関数 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

10 積分の定義、面積と積分 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

11 随筆の購読と解説 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

12 解説記事の講読と解説 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

13 論文の購読と解説 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

14 論文や発表用予稿の書き方 
プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

15 
研究発表（プレゼンテーション）
の仕方 

プリントの該当部をよく
読み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（65%）、課題・レポート（35%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業時に課した演習・レポートは理解・意欲・思考力等の程度をチェックし、次の授業

時に解説を行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：使用しない。  

適宜プリントを配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)各種の数の定義と

その使用法につい

て説明できる。  

数の定義と

使用法につ

いて 80%以

上的確に説

明できてい

る。 

数の定義と

使用法につ

い て 79 ～

70%的確に説

明できてい

る。 

数の定義と

使用法につ

い て 69 ～

60%的確に説

明できてい

る。 

的確な説明

が 60％未満

である。 

定期試験 

（知識・理解・思考力） 
20% 

課題・レポート 

（理解・意欲・思考力） 
5% 

(2)各種関数の意味・

グラフ・使用法に

ついて説明でき

る。  

関数の意味・

グラフ・使用

法について

80%以上的確

に説明でき

ている。 

関数の意味・

グラフ・使用

法について

79～70%的確

に説明でき

ている。 

関数の意味・

グラフ・使用

法について

69～60%的確

に説明でき

ている。 

的確な説明

が 60％未満

である。 

定期試験 

（知識・理解・思考力） 
20% 

課題・レポート 

（理解・意欲・思考力） 
5% 

(3)関数の極限・微分・

積分について理解

し、計算・説明でき

る。  

関数の極限・

微分・積分を

80%以上的確

に計算・説明

することが

できている。 

関数の極限・

微分・積分を

79～70%的確

に計算・説明

することが

できている。 

関数の極限・

微分・積分を

69～60%的確

に計算・説明

することが

できている。 

的確な計算・

説明が 60％

未満である。 

定期試験 

（知識・理解・思考力） 
25% 

課題・レポート 

（理解・意欲・思考力） 
5% 

(4)実用文章の内容を

把握し、その概要

を的確に書くこと

ができる。  

80%以上的確

に書くこと

ができてい

る。 

79～70%的確

に書くこと

ができてい

る。 

69～60%的確

に書くこと

ができてい

る。 

的確に書く

ことが 60％

未満である。 

課題・レポート 

（理解・意欲・思考力・

表現力） 

10% 

(5)与えられたテーマ

について、グルー

プで討論し、要領

よくまとめ、かつ

発表できる。  

80%以上的確

にまとめ、発

表すること

ができてい

る。 

79～70%的確

にまとめ、発

表すること

ができてい

る。 

69～60%的確

にまとめ、発

表すること

ができてい

る。 

的確にまと

め、発表する

ことが 60％

未満である。 

課題・レポート 

（理解・意欲・思考力・

判断力・協働性） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

卒業研究 

Graduation Research 
情報メディア学科 22IMCO2001 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

実習・実験 2 必修 
大﨑 堅・寺本 公思・林 孝哉・呉 靭・和西 聡・ 

柴田 道信・日置 智子 

 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
問題を解決するため、主体的に必要な知識・情報・技術などを取得し活用する能力を養う。  

２年間で修得した知識に基づき、自己の能力に応じた課題を自ら提起し、創ることの楽しさや責  

任感および発表・表現力を学ぶ。 

到達目標 

(1) 文献や資料の基本的な収集をすることができる。  

(2) 資料の基本的な整理・分析をすることができる。  

(3) 研究結果をまとめ、人前で発表をすることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

授業内容  

【近年の発表テーマ[抜粋]】    

① Ruby on Rails を使った Web シラバスの作成  

② 山口短期大学探検ゲームの制作  

③ Vegas Pro による PR ビデオの制作  

④ Raspberry Pi Zero を用いた制御実習装置の製作  

⑤ マイクロプラスチックによる環境汚染とその対策  

⑥ 山口短期大学韓国語版ホームページの制作  

⑦ ベトナムの伝統的なゲーム「DOG CHESS」アプリの制作  

⑧ 運動学習過程における一人称視点の言語化に関する研究  

⑨ 韓国における微細粉塵対策の現状  

⑩ 機械学習を用いた画像認識  

⑪ 旅行 Web サイトの構築  

⑫ ベトナム人留学希望者を対象とした本学紹介サイトの作成  

⑬ WordPress を用いた日本語能力試験対策サイトの作成  

⑭ IoT による獣害対策の研究  

⑮ マッチムーブによる大学紹介コンテンツの制作  

⑯ 顔認証ログインの開発  

⑰ Unity を用いた教育用ゲームの制作  

⑱ 硬式野球ボールフィーダーの製作 

成 績 評 価 課題・レポート（50%）、発表・プレゼンテーション（50%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

ルーブリックによる評価を返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
各研究テーマによる指導教員の指定テキスト 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
時間割以外空いている時間があれば、進んで研究室等で研究する。 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)文献や資料の基本

的な収集をするこ

とができる。  

ほ ぼ 完 璧

に 文 献 や

資 料 の 収

集 を す る

こ と が で

きる。 

文 献 や 資

料 の 収 集

を す る こ

と が で き

る。 

最 低 限 の

文 献 や 資

料 の 収 集

を す る こ

と が で き

る。 

文 献 や 資

料 の 収 集

を す る こ

と が で き

る。するこ

と が で き

ない。 

課題・レポート 

（関心・意欲・知識・技能） 
15% 

発表・プレゼンテーション 

（思考力・判断力） 
15% 

(2)資料の基本的な整

理・分析をするこ

とができる。  

ほ ぼ 完 璧

に 資 料 の

基 本 的 な

整理・分析

を す る こ

と が で き

る。 

基 本 的 な

資 料 の 整

理・分析を

す る こ と

ができる。 

最 低 限 の

資 料 の 基

本 的 な 整

理・分析を

す る こ と

ができる。 

資 料 の 整

理・分析を

す る こ と

が で き な

い。 

課題・レポート 

（関心・意欲・知識・技能） 
15% 

発表・プレゼンテーション 

（思考力・判断力） 
15% 

(3)研究結果をまと

め、人前で発表を

することができ

る。  

ほ ぼ 完 璧

に 研 究 結

果 を ま と

め、人前で

発 表 を す

る こ と が

できる。 

研 究 結 果

をまとめ、

人 前 で 発

表 を す る

こ と が で

きる。 

最 低 限 の

ま と め と

発 表 を す

る こ と が

できる。 

研 究 結 果

を ま と め

たり、人前

で 発 表 を

す る こ と

が で き な

い。 

課題・レポート 

（関心・意欲・知識・技能） 
20% 

発表・プレゼンテーション 

（思考力・判断力） 
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

情報数学応用 
Advanced Course in 

Information Mathematics 
情報メディア学科 22IMCO2002 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 大﨑 堅 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
情報数学、工学リテラシーの一部で習得した情報科学を学ぶに必要な基礎的数学の知識を基にして、更
にもう一歩進んだ離散数学等について講述する。 

到達目標 

(1) 与えられた論理回路のブール表現並びに最小ブール表現ができる。  

(2) グラフに関する各種専門用語について説明できる。  

(3) 与えられたネットワークフローの最大フローを求めることができる。  

(4) 簡単な 1階線形微分方程式が解ける。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型デ

ィスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 

「情報数学応用」のシラ

バスをよく読み、科目の

内容を把握する。 

1 時間 

「情報数学応用」の目的

と意義を理解する。 2 時間 

２ ブール代数 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

３ ブール表現 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

４ 論理ゲート 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

５ 論理回路  
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

６ カルノー図 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

７ グラフ① －概念－ 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

８ グラフ② －連結グラフ－ 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

９ 一筆書き問題及び組合せの問題 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

10 木 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

11 根を持つ木 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

12 有向グラフ 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

13 ネットワークフロー 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間 

14 微分方程式 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

15 １階線形微分方程式 
プリントの該当部をよ

く読み考える。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  
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成 績 評 価 定期試験（80%）、課題・レポート（20%）  

課題（試験・レポ

ート等）に対する 

フィードバックの

方法 

授業時に課した演習・レポートは理解・意欲・思考力等の程度をチェックし、次の授業時に解説

を行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：使用しない。  

適宜プリントを配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)与えられた論理回路の

ブール表現並びに最小

ブール表現ができる。  

論理回路

とブール

表現・最小

ブール表

現との関

係 を 80%

以上的確

に説明・解

析できて

いる。 

論理回路

とブール

表現・最小

ブール表

現との関

係を 79～

70%的確に

説明・解析

できてい

る。 

論理回路

とブール

表現・最小

ブール表

現との関

係を 69～

60%的確に

説明・解析

できてい

る。 

的確な説

明・解析が

60％未満

である。 

定期試験 

（知識・理解・思考力） 
25% 

課題・レポート 

（理解・意欲・思考力） 
5% 

(2)グラフに関する各種専

門用語について説明で

きる。  

各種専門

用語につ

い て 80%

以上的確

に説明で

きている。 

各種専門

用語につ

いて 79～

70%的確に

説明でき

ている。 

各種専門

用語につ

いて 69～

60%的確に

説明でき

ている。 

的確な説

明が 60％

未満であ

る。 

定期試験 

（知識・理解・思考力） 
25% 

課題・レポート 

（理解・意欲・思考力） 
5% 

(3)与えられたネットワー

クフローの最大フロー

を求めることができる。  

ネットワ

ークフロ

ーの意味、

最大ネッ

トワーク

フローを

求める意

味・手法を

80%以上的

確に説明・

解析でき

ている。 

ネットワ

ークフロ

ーの意味、

最大ネッ

トワーク

フローを

求める意

味・手法を

79～70%上

的確に説

明・解析で

きている。 

ネットワ

ークフロ

ーの意味、

最大ネッ

トワーク

フローを

求める意

味・手法を

69～60%的

確に説明・

解析でき 

的確な説

明・解析が

60％未満

である。 

定期試験 

（知識・理解・思考力） 
15% 

課題・レポート 

（理解・意欲・思考力） 
5% 

(4)簡単な 1階線形微分方程

式が解ける。  

1 階線形

微分方程

式の意味

及び解を

80%以上的

確に説明・

求めるこ

とができ

ている。 

1 階線形

微分方程

式の意味

及び解を

80%以上的

確に説明・

求めるこ

とができ

ている。 

1 階線形

微分方程

式の意味

及び解を

80%以上的

確に説明・

求めるこ

とができ

ている。 

的確な説

明・解答が

60％未満

である。 

定期試験 

（知識・理解・思考力） 
15% 

課題・レポート 

（理解・意欲・思考力） 
5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

アルゴリズム 

Algorithm of Program 
情報メディア学科 22IMCO2004 ２年次 後期 

講義・演習・実

技・ 

実習・実験 

単位数 
卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 呉 靭 ○ 

実務家教員 

の詳細 

一般企業のシステムエンジニアとしての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行

う。 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 
問題解決に当たって論理的に思考することは重要である。本講義では、コンピュータを用いた問題解決

を想定したコンピュータ処理の具体的な手続きであるアルゴリズムとデータ構造について学ぶ。基本的

なデータ構造や代表的なアルゴリズムの設計技法について解説する。 

到達目標 

(1) 基本的なデータ構造について説明できる。  

(2) 代表的なアルゴリズムについて説明できる。  

(3) 流れ図を見てアルゴリズムが理解できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
イントロダクション －アルゴリズ

ムとは何か－ 

授業テーマを参照し、予

習する。 
1 時間 

授業で学んだ内容を復

習する。  
2 時間 

２ 流れ図とアルゴリズム 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間 

３ 流れ図の書き方 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間 

４ 
基本的なデータ構造①（配列・リス

ト構造） 

授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間 

５ 
基本的なデータ構造②（キュート・

スタック・木構造） 

授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間 

６ 
基本的なデータ構造③（逆ポーラン

ド記法） 

授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間 

７ 問題演習 －１回目－ 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間 

８ 
代表的なデータ整列アルゴリズム

①（基本交換法・基本選択法） 

授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間 

９ 
代表的なデータ整列アルゴリズム

②（基本挿入法・シェルソート） 

授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間 

10 問題演習 －２回目－ 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間 

11 
代表的なデータ探索アルゴリズム

①（線形探索法） 

授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間 

12 
代表的なデータ探索アルゴリズム

②（２分探索法・ハッシュ探索法） 

授業テーマを参照し、

予習する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間  

13 問題演習 －３回目－ 
授業テーマを参照し、

予習する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間  

14 計算量 
授業テーマを参照し、

予習する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間  

15 総合問題演習 
授業テーマを参照し、

予習する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復

習する。 
2 時間  
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成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業時に課した演習・レポートは、次の授業時に解説を行う。また、試験はルーブリッ

ク評価の結果を渡します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：特に指定しない  

参考文献：柏木厚著、「柏木先生の基本情報技術者教室」、技術評論社 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
上級情報処理士：選択科目（I群） 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)基本的なデータ

構造について説

明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いなく、説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る。 

最低限の基

本も理解で

きていない。 
定期試験 

（知識・理解・思考力） 
25% 

(2)代表的なアルゴ

リズムについて

説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いなく、説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る。 

最低限の基

本も理解で

きていない。 
定期試験 

（知識・理解・思考力） 
55% 

(3)流れ図を見てア

ルゴリズムが理

解できる。  

ほぼ完璧に

流れ図が読

める。 

大きな間違

いなく、流れ

図が読める。 

記号等の理

解はできて

いるが、全体

処理の流れ

はつかめな

い。 

最低限の基

本も理解で

きていない。 
定期試験 

（知識・理解・思考力） 
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ソフトウェア設計 

Software Design 
情報メディア学科 22IMIP2006 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 寺本 公思 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

ものづくりや家を建てるためには設計図が必要となります。同様にコンピュータのソフトウェアもき

ちんとした設計図がなければ、目的のソフトウェアは作成できません。  

 そのためこのソフトウェア設計では与えられた問題に対する分析・設計に関する学習を行います。ま

た、ＵＭＬ(Unified Modeling Language)やオブジェクト指向についても学びます。 

到達目標 

(1) ソフトウェア開発に必要な｢分析・設計｣ができる。  

(2) ｢分析・設計｣結果をＵＭＬによって表現できる。  

(3) オブジェクト指向によるプログラム設計について理解できる  

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
ソフトゥエアについて調

べる 2 時間 
ソフトゥエア設計につ

いて 2 時間 

２ 情報処理システムの概要 
情報処理システムとは 

2 時間 
情報処理システムにつ

いてまとめる 2 時間 

３ システム開発の手順と文書化 
システム開発について 

2 時間 
システム開発の手順に

ついてまとめる 2 時間 

４ 
システムの分析と設計（DFD の

描き方) 

システムの分析について

調べる 2 時間 
DFD の描き方を復習す

る 2 時間 

５ 現状調査と現状分析 
現状調査と分析について

調べる 2 時間 
現状調査と分析法につ

いて復習する 2 時間 

６ 概要設計と詳細設計 
概要設計と詳細設計につ

いて調べる 2 時間 
概要設計と詳細設計に

ついてまとめる 2 時間 

７ 入力及び出力詳細設計 
入力及び出力設計につい

て読んでおく 2 時間 
入力及び詳細設計につ

いてまとめる 2 時間 

８ 画面概要設計と詳細設計 
画面設計について調べる 

2 時間 
画面設計についてまと

める 2 時間 

９ コード設計及びファイル設計 

コンピュータで使われる

コードについて調べてお

く 

2 時間 

コードやファイル設計

についてまとめる 2 時間 

10 システムのテストと運用 
システムテストについて

調べる 2 時間 
システムのテストと運

用についてまとめる 2 時間 

11 ＥＲモデリング 
ER について 

2 時間 
ER についてまとめる。 

2 時間 

12 
ＵＭＬ（クラス図とオブジェク

ト図） 

UML について調べる 
2 時間 

クラス図を描く 
2 時間 

13 
ＵＭＬ（ユースケース図および

その他の図) 

ユースケースについて調

べる 2 時間 
ユースケース図を描く 

2 時間 

14 
オブジェクト指向によるプログ

ラム設計 

オブジェクト指向につい

て調べる 2 時間 
オブジェクト指向によ

るプログラム作成 2 時間 

15 
オブジェクト指向によるプログ

ラム演習 

オブジェクト指向による

プログラム作成 2 時間 
オブジェクト指向によ

る応用プログラム作成 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（35%）、課題・レポート（65%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

試験やレポートに対するルーブリック評価の返却による。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
適宜プリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

予備知識は特に必要としないが、プログラミングやシステム開発に興味がある人が望ま

しい。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)ソフトウェア開発に

必要な｢分析・設計｣

ができる。  

ほぼ完璧に

｢分析・設計｣

できる。 

大きな間違

いなく、｢分

析・設計｣で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、｢分析・設

計｣できる。 

最低限の基

本も理解で

きていない。 

定期試験 

（知識・理解） 
20% 

課題・レポート 

（知識・理解） 
20% 

(2)｢分析・設計｣結果を

ＵＭＬによって表現

できる。  

ほぼ完璧に

表現をする

ことができ

る。 

大きな間違

いなく、表現

することが

できる。 

間違いはい

くつかある

が、表現する

ことができ

る。 

最低限の基

本も理解が

できていな

い。 

定期試験 

（知識・理解） 
15% 

課題・レポート 

（知識・理解） 
15% 

(3)オブジェクト指向に

よるプログラム設計

について理解できる  

ほぼ完璧に

オブジェク

ト指向によ

るプログラ

ム設計がで

きる。 

大きな間違

いなく、オブ

ジェクト指

向によるプ

ログラム設

計ができる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本が理解

できている。 

オブジェク

ト指向によ

るプログラ

ム設計につ

いて理解で

きていない。 

課題・レポート 

（関心・意欲・

理解・思考力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

プログラミング応用 
Application of Computer 

Programming 
情報メディア学科 22IMCO2003 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 日置 智子 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを

効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 
○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 
関数やポインタ等の C言語の文法を学ぶと共に、オリジナルプログラムの作成を行うことによりコン 

ピュータを用いた問題解決能力を身に付ける。 

到達目標 

(1) 関数とポインタの役割について説明できる。  

(2) C 言語で構成された応用的なプログラムの処理内容を説明できる。  

(3) C 言語を使用して応用的なプログラムが作成できる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型デ

ィスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
シラバスをよく読み、
科目の内容を把握す
る。 

1 時間 
プログラミング基礎で学
んだ内容の復習を行う。 2 時間 

２ 
基本的な文法の復習 －標準関
数、条件分岐、繰り返し－ 

プログラミング基礎で
学んだ内容の復習を行
っておく。 

2 時間 
テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

３ 
基本的な文法の復習 －多重ルー
プ、配列－ 

プログラミング基礎で
学んだ内容の復習を行
っておく。 

2 時間 
テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

４ 
基本的な文法の復習 －多次元配
列－、乱数 

テキストの該当範囲を
読んでおく。 2 時間 

テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

５ 関数① －関数とは － 
テキストの該当範囲を
読んでおく。 2 時間 

テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

６ 
関数② －関数の呼び出し、引
数、返却値 － 

テキストの該当範囲を
読んでおく。 2 時間 

テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

７ 
関数③－引数や返却値のない関
数 － 

テキストの該当範囲を
読んでおく。 2 時間 

テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

８ 
関数④－有効範囲、記憶域期間 
－  

テキストの該当範囲を
読んでおく。 2 時間 

テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

９ 関数⑤ － 配列の受け渡し － 
テキストの該当範囲を
読んでおく。 2 時間 

テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

10 ポインタ① －ポインタとは－ 
テキストの該当範囲を
読んでおく。 2 時間 

テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

11 ポインタ② －ポインタと関数－ 
テキストの該当範囲を
読んでおく。 2 時間 

テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

12 ポインタ③ －ポインタと配列－ 
テキストの該当範囲を
読んでおく。 2 時間 

テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

13 構造体 
テキストの該当範囲を
読んでおく。 2 時間 

テキストの該当範囲の問
題を解く。 2 時間 

14 問題演習 
テキストのこれまで学
んだ範囲を見直してお
く。 

2 時間 
これまでに作成したプロ
グラムの説明ができるよ
うになっておく 

2 時間 

15 まとめ 
テキストのこれまで学
んだ範囲を見直してお
く。 

2 時間 
これまでに作成したプロ
グラムの説明ができるよ
うになっておく 

2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（60%）、課題・レポート（40%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

課題レポートについては、授業時に解説を行う。  

試験については、ルーブリック評価の結果を提示する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：柴田 望洋「新 明解 C言語 入門編 第 2版」ソフトバンククリエイティ

ブ（株）   

適宜資料を配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

本講義を受講する前に「プログラミング基礎」で学んだ C言語の基本的な文法を復習し

ておいて下さい。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)関数とポインタの役

割について説明でき

る。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

説明はでき

る。 

説明できて

いない。 

定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(2)C 言語で構成された

応用的なプログラム

の処理内容を説明で

きる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

説明はでき

る。 

説明できて

いない。 

定期試験 

（知識・理解） 
40% 

(3)C 言語を使用して応

用的なプログラムが

作成できる。  

ほぼ完璧に

プログラム

を作成でき

る。 

大きな間違

いがなく、プ

ログラムを

作成できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を踏ま

えたプログ

ラムを作成

できる。  

プログラム

を作成でき

ない。 
課題・レポート 

（知識・理解・思

考力・判断力） 

40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

Ｊａｖａ演習Ⅰ 

Java Programming Exercises I 
情報メディア学科 22IMCO2009 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 林 孝哉 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 Java 言語を用いて簡単な例題を行い、Java プログラミングの基礎について学ぶ。 

到達目標 

(1) オブジェクト指向の考え方や専門用語を説明できる。  

(2) Java 言語で作成されたプログラムを読み、処理内容を説明できる。  

(3) Java 言語を用いて基本的なプログラムを作成できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 

プログラミングとは、Java

プログラムの書き方、実行

方法とエラーへの対応 

テキスト第 1 章と付録 A

と Bを読んでおく。 1 時間 

受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。  1 時間 

２ 式と演算子 
テキスト第 2 章を読んで

おく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。  1 時間 

３ 制御構文 
テキスト第 3 章を読んで

おく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。  1 時間 

４ 配列の基本 
テキスト第 4章 4.1～4.4

を読んでおく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。  1 時間 

５ 多次元配列 
テキスト第 4章 4.5～4.7

を読んでおく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。  1 時間 

６ メソッド 
テキスト第 5章 5.1～5.4

を読んでおく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。  1 時間 

７ オブジェクト指向の基礎 
テキスト第 7 章を読んで

おく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。  1 時間 

８ インスタンスとクラス 
テキスト第 8章 8.1～8.3

を読んでおく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。  1 時間 

９ インスタンスの利用 
テキスト第 8 章 8.4 を読

んでおく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。  1 時間 

10 
インスタンスとクラスを

用いたプログラム作成 

テキスト第 8 章を読んで

復習しておく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。  1 時間 

11 クラス型変数 
テキスト第 9 章 9.1 を読

んでおく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 1 時間 

12 コンストラクタ 
テキスト第 9 章 9.2 を読

んでおく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 1 時間 

13 

クラス型変数やコンスト

ラクタを用いたプログラ

ム作成 

テキスト第 9 章を読んで

復習しておく。 1 時間 

受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 1 時間 

14 継承を用いたクラス定義 
テキスト第 10 章 10.1～

10.2 を読んでおく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 1 時間 

15 継承とコンストラクタ 
テキスト第 10 章 10.3～

10.4 を読んでおく。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 1 時間 
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成 績 評 価 定期試験（80%）、課題・レポート（20%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

試験は、ルーブリック評価の結果を返す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：中山清喬、国本大悟、「スッキリわかる Java 入門 第 3版」、インプレス、2019．

（ISBN-13: 978-4295007807） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

プログラミングの基本（データ型と変数、制御構文、配列、関数等）を理解していること。

受講前に、プログラミングの基本をしっかり復習しておくこと。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)オブジェクト指向の考

え方や専門用語を説明

できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いが無く、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

オブジェク

ト指向の考

え方や専門

用語が説明

できていな

い。 

定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(2)Java 言語で作成された

プログラムを読み、処理

内容を説明できる。  

ほぼ完璧に

処理内容を

説明できる。 

大きな間違

いが無く、基

本的な処理

内容を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

処理内容を

説明できる。 

処理内容が

説明できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解・思

考力・判断力） 

30% 

(3)Java 言語を用いて基本

的なプログラムを作成

できる。  

ほぼ完璧に

プログラム

を作成でき

る。 

大きな間違

いが無く、基

本的なプロ

グラムを作

成できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本プログ

ラムを作成

できる。 

基本的なプ

ログラムを

作成できて

いない。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力） 

30% 

課題・レポート 

（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力） 

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

Ｊａｖａ演習Ⅱ 

Java Programming Exercises II 
情報メディア学科 22IMCO2010 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 林 孝哉 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを効
果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 Java 言語を用いて、GUI アプリケーション開発や Web アプリケーション開発の基礎について学ぶ。 

到達目標 

(1) Java 言語による GUI アプリケーション開発手順を理解し、基本的な GUI アプリケーションを開発で
きる。  

(2) イベント処理を用いた GUI アプリケーションを開発できる。  

(3) マウスイベント・グラフィックス処理を用いた GUI アプリケーションを開発できる。  

(4) Java 言語による Web アプリケーション開発手順を理解し、Web アプリケーションを開発できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
統合開発環境を用いた Java

アプリケーションの開発 

統合開発環境について、Web 等

で予備学習を行う。 
1 時間 

受講内容を復習し、練

習問題に取り組む。 
1 時間 

２ 
統合開発環境を用いた Java

アプリケーション開発課題 

前回の内容をもとにした課題

を行うので、前回の配布資料を
よく読んでおく。 

1 時間 

課題のプログラムを作

成する。 1 時間 

３ 
GUI アプリケーション作成

の基礎 

GUI アプリケーション作成につ

いて、Web 等で予備学習を行う。 
1 時間 

受講内容を復習し、練

習問題に取り組む。 
1 時間 

４ 
GUI アプリケーションの作

成： イベント処理の基本 

イベント処理について、Web 等

で予備学習を行う。 
1 時間 

受講内容を復習し、練

習問題に取り組む。 
1 時間 

５ 
GUI アプリケーションの作
成： UI コンポーネントの基

礎 

UI コンポーネントについて、
Web 等で予備学習を行う。 1 時間 

受講内容を復習し、練
習問題に取り組む。 1 時間 

６ 
GUI アプリケーションの作

成： UI コンポーネントの応
用 

UI コンポーネントの処理につ

いて、Web 等で予備学習を行う。 1 時間 

受講内容を復習し、練

習問題に取り組む。 1 時間 

７ 
GUI アプリケーション作成

課題（イベント処理） 

前回までの内容をもとにした

課題を行うので、前回までの配
布資料をよく読んでおく。 

1 時間 

課題のプログラムを作

成する。 1 時間 

８ 
GUI アプリケーションの作
成：マウスイベント処理 

マウスイベント処理について、
Web 等で予備学習を行う。 

1 時間 
受講内容を復習し、練
習問題に取り組む。 

1 時間 

９ GUI アプリケーションの作

成：グラフィックス処理 

Java グラフィックスについて、

Web 等で予備学習を行う。 
1 時間 

受講内容を復習し、練

習問題に取り組む。 
1 時間 

10 
GUI アプリケーション作成

課題（マウスイベント・グ
ラフィックス処理） 

前回までの内容をもとにした

課題を行うので、前回までの配
布資料をよく読んでおく。 

1 時間 

課題のプログラムを作

成する。 1 時間 

11 
HTML の復習 HTML について、Web 等で予備学

習を行う。 
1 時間 

受講内容を復習し、練

習問題に取り組む。 
1 時間 

12 
Java による Web アプリケー

ションの作成 

Web アプリケーション作成につ

いて、Web 等で予備学習を行う。 
1 時間 

受講内容を復習し、練

習問題に取り組む。 
1 時間 

13 
Web アプリケーションの作
成：JSP の基礎 

JSP について、Web 等で予備学
習を行う。 

1 時間 
受講内容を復習し、練
習問題に取り組む。 

1 時間 

14 
Web アプリケーションの作
成：パラメータの受け渡し 

JSP のパラメータ受け渡しにつ
いて、Web 等で予備学習を行う。 

1 時間 
受講内容を復習し、練
習問題に取り組む。 

1 時間 

15 
Web アプリケーションの作
成：JSP による Web アプリケ
ーション作成課題 

前回までの内容をもとにした
課題を行うので、前回までの配
布資料をよく読んでおく。 

1 時間 
課題のプログラムを作
成する。 1 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

レポートは、ルーブリック評価の結果を返す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：なし（適宜プリント配布） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

オブジェクト指向、Java の文法（「Java 演習 I」の範囲）について、理解していることを

受講の前提とする。HTML の基本も理解していることが望ましい。  

ウェブデザイン実務士：必修科目 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)Java 言語による GUI アプリ

ケーション開発手順を理解

し、基本的な GUI アプリケ

ーションを開発できる。  

ほぼ完璧に

基 本 的 な

GUI アプリ

ケーション

を作成でき

る。 

大きな間違

いが無く、

GUI アプリ

ケーション

を作成でき

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本的な

GUI アプリ

ケーション

を作成でき

る。 

基 本 的 な

GUI アプリ

ケーション

を作成でき

ていない。 

課題・レポート 

（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力） 

10% 

(2)イベント処理を用いた GUI

アプリケーションを開発で

きる。  

ほぼ完璧に

イベント処

理を用いた

GUI アプリ

ケーション

を作成でき

る。 

大きな間違

いが無く、

イベント処

理を用いた

GUI アプリ

ケーション

を作成でき

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

のイベント

処理を用い

た GUI アプ

リケーショ

ンを作成で

きる。 

イベント処

理を用いた

GUI アプリ

ケーション

を作成でき

ていない。 

課題・レポート 

（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力） 

25% 

(3)マウスイベント・グラフィ

ックス処理を用いた GUI ア

プリケーションを開発でき

る。  

ほぼ完璧に

マウスイベ

ント・グラ

フィックス

処理を用い

た GUI アプ

リケーショ

ンを作成で

きる。 

大きな間違

いが無く、

マウスイベ

ント・グラ

フィックス

処理を用い

た GUI アプ

リケーショ

ンを作成で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

のマウスイ

ベント・グ

ラフィック

ス処理を用

いた GUI ア

プリケーシ

ョンを作成

できる。 

マウスイベ

ント・グラ

フィックス

処理を用い

た GUI アプ

リケーショ

ンを作成で

き て い な

い。 

課題・レポート 

（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力） 

30% 

(4) Java言語によるWebアプリ

ケーション開発手順を理解

し、Web アプリケーションを

開発できる。  

ほぼ完璧に

Web アプリ

ケーション

を作成でき

る。 

大きな間違

いが無く、

基 本 的 な

Web アプリ

ケーション

を作成でき

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の Web アプ

リケーショ

ンを作成で

きる。 

Web アプリ

ケーション

を作成でき

ていない。 

課題・レポート 

（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力） 

35% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 
期  

別 

通信ネットワーク 

Computer Networks 
情報メディア学科 22IMCO2006 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務

家 

教員 

講義 2 選択 林 孝哉 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを

効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 
○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 
インターネットの普及に伴い、ネットワークに対する関心が高まってきている。IP ネットワークの仕

組みやインターネットプロトコルについて説明する。 

到達目標 

(1) コンピュータネットワークの関連用語を説明できる。  

(2) TCP/IP 階層モデルの各階層の役割を説明できる。  

(3) IP アドレスやサブネットマスクなど与えられた条件からアドレス計算ができる。  

(4) インターネットプロトコルの構成と動作を説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
コンピュータネットワ
ークの基礎 

コンピュータネットワーク

の基礎について、Web 等で予
備学習を行う。 

2 時間 

コンピュータネットワー

クの基礎について復習す
る。 

2 時間 

２ プロトコルと TCP/IP 
プロトコルについて、Web 等
で予備学習を行う。 2 時間 

プロトコルについて復習
する。 2 時間 

３ 
TCP/IP 階層モデル① イ

ンターネット層 

インターネット層について、
Web 等で予備学習を行う。 2 時間 

インターネット層につい
て復習する。 2 時間 

４ IP アドレス 
2 進数について、Web 等で予

備学習を行う。 2 時間 
IP アドレスについて復習

する。 2 時間 

５ 
IP アドレスとサブネッ
トマスク 

サブネットマスクについて、
Web 等で予備学習を行う。 2 時間 

サブネットマスクについ
て復習する。 2 時間 

６ CIDR 
CIDR について、Web 等で予備
学習を行う。 2 時間 

CIDR について復習する。 
2 時間 

７ 

プライベート IP アドレ

スとグローバル IP アド
レス 

プライベート IP アドレスに

ついて、Web 等で予備学習を
行う。 

2 時間 

プライベート IP アドレス

について復習する。 2 時間 

８ DHCP 
DHCP について、Web 等で予備

学習を行う。 2 時間 
DHCP について復習する。 

2 時間 

９ ゲートウェイ 
ゲートウェイについて、Web
等で予備学習を行う。 2 時間 

ゲートウェイについて復
習する。 2 時間 

10 DNS 
DNS について、Web 等で予備
学習を行う。 2 時間 

DNS について復習する。 
2 時間 

11 
TCP/IP 階層モデル② ア
プリケーション層 

アプリケーション層につい

て、Web 等で予備学習を行う。 2 時間 
アプリケーション層につ

いて復習する。 2 時間 

12 
TCP/IP 階層モデル③ ト
ランスポート層 

トランスポート層について、
Web 等で予備学習を行う。 2 時間 

トランスポート層につい
て復習する。 2 時間 

13 
TCP/IP 階層モデル④ ネ
ットワークインタフェ

ース層 

ネットワークインタフェー
ス層について、Web 等で予備

学習を行う。 

2 時間 
ネットワークインタフェ
ース層について復習する。 2 時間 

14 ネットワークの設定 
ネットワークの設定につい

て、Web 等で予備学習を行う。 2 時間 
ネットワークの設定につ

いて復習する。 2 時間 

15 
ネットワークセキュリ

ティ 

ネットワークセキュリティ
について、Web 等で予備学習
を行う。 

2 時間 
ネットワークセキュリテ
ィについて復習する。 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

試験は、ルーブリック評価の結果を返す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：なし（適宜プリント配布） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

上級情報処理士：選択科目(I 群)  

ウェブデザイン実務士：選択科目 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)コンピュータネット

ワークの関連用語を

説明できる。  

ほぼ完璧に

用語を説明

できる。 

大きな間違

いが無く、

基本的な用

語を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の用語を説

明できる。 

用語が説明

できていな

い。 定期試験 

（知識・理解） 
15% 

(2)TCP/IP 階層モデルの

各階層の役割を説明

できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いが無く、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 定期試験 

（知識・理解・思考

力・判断力） 

30% 

(3)IP アドレスやサブネ

ットマスクなど与え

られた条件からアド

レス計算ができる。  

ほぼ完璧に

アドレスの

計 算 で き

る。 

大きな間違

いが無く、

基本的なア

ドレス計算

ができる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

のアドレス

計算ができ

る。 

アドレスの

計算ができ

ていない。 定期試験 

（知識・理解・思考

力・判断力） 

25% 

(4)インターネットプロ

トコルの構成と動作

を説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いが無く、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 定期試験 

（知識・理解・思考

力・判断力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

データベースⅠ 

Databases I 
情報メディア学科 22IMCO2007 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 林 孝哉 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを

効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 
○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
データベースとは、大量の情報を効率よく管理し、データの検索・入力・更新・削除などを行うための

技術である。代表的なリレーショナルデータベースについて学習する。データベース関連用語や、デー

タベースの設計手法について解説する。 

到達目標 

(1) データベース関連用語の説明ができる。  

(2) E-R 図を作成できる。  

(3) データベースの正規化が行える。  

(4) 簡単な SQL 文が記述できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ データベースとは 
データベースについて、Web
等で予備学習を行う。 2 時間 

データベースについ
て復習する。 2 時間 

２ データベースの基本機能 
データベースの基本機能に
ついて、Web 等で予備学習を

行う。 

2 時間 
データベースの基本
機能について復習す

る。 

2 時間 

３ データベースの種類 
データベースの種類につい

て、Web 等で予備学習を行う。 2 時間 
データベースの種類

について復習する。 2 時間 

４ リレーショナルデータベース 
リレーショナルデータベー
スについて、Web 等で予備学
習を行う。 

2 時間 
リレーショナルデー
タベースについて復
習する。 

2 時間 

５ 
E-R モデル（1）：E-R モデル
による分析 

E-R モデルについて、Web 等
で予備学習を行う。 2 時間 

E-R モデルについて
復習する。 2 時間 

６ 
E-R モデル（2）：エンティテ
ィ（実体）とリレーションシ

ップ（関連） 

エンティティとリレーショ
ンシップについて、Web 等で

予備学習を行う。 

2 時間 
エンティティとリレ
ーションシップにつ

いて復習する。 

2 時間 

７ 
E-R モデル（3）：E-R 図の作

成 

E-R 図の作成について、Web

等で予備学習を行う。 2 時間 
E-R 図の作成につい

て復習する。 2 時間 

８ 
E-R モデル（4）：E-R 図作成
の練習 

前回までの内容をもとにし
た練習問題を行うので、前回
までの配布資料をよく読ん

でおく。 

2 時間 

受講内容を復習し、
練習問題に取り組
む。 

2 時間 

９ 正規化（1）：表の正規化とは 
正規化について、Web 等で予
備学習を行う。 2 時間 

正規化について復習
する。 2 時間 

10 正規化（2）：正規化の流れ 
正規化の流れについて、Web

等で予備学習を行う。 2 時間  
正規化の流れについ

て復習する。 2 時間  

11 正規化（3）：正規化の例 
前回までの配布資料をよく
読んでおく。 2 時間  

正規化について復習
する。 2 時間  

12 正規化（4）：正規化の練習 

前回までの内容をもとにし
た練習問題を行うので、前回

までの配布資料をよく読ん
でおく。 

2 時間  

受講内容を復習し、
練習問題に取り組

む。 
2 時間  

13 
SQL によるデータベースの利
用（1）：DDL 

DDL について、Web 等で予備
学習を行う。 2 時間 

DDL について復習す
る。 2 時間 

14 
SQL によるデータベースの利
用（2）：DCL 

DCL について、Web 等で予備
学習を行う。 2 時間 

DCL について復習す
る。 2 時間 

15 
SQL によるデータベースの利

用（3）：DML 

DML について、Web 等で予備

学習を行う。 2 時間 
DML について復習す

る。 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

試験は、ルーブリック評価の結果を返す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：なし（適宜プリント配布） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
上級情報処理士：選択科目（I群） 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)データベース関連用語の

説明ができる。  

ほぼ完璧に

関連用語を

説 明 で き

る。 

大きな間違

いが無く、

基本的な関

連用語を説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の関連用語

を説明でき

る。 

関連用語を

説明できて

いない。 定期試験 

（知識・理解） 
30% 

(2)E-R 図を作成できる。  ほぼ完璧に

E-R 図を作

成できる。 

大きな間違

いが無く、

E-R 図の基

本を作成で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の E-R 図を

作 成 で き

る。 

E-R 図を作

成できてい

ない。 定期試験 

（知識・理解・思

考力・判断力） 

30% 

(3)データベースの正規化が

行える。  

ほぼ完璧に

データベー

スの正規化

が行える。 

大きな間違

いが無く、

データベー

スの正規化

の基本が行

える。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

のデータベ

ースの正規

化 を 行 え

る。 

データベー

スの正規化

ができてい

ない。 
定期試験 

（知識・理解・思

考力・判断力） 

30% 

(4)簡単な SQL 文が記述でき

る。  

ほぼ完璧に

SQL 文が記

述できる。 

大きな間違

いが無く、

基 本 的 な

SQL 文が記

述できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の SQL 文が

記 述 で き

る。 

SQL 文が記

述できてい

ない。 定期試験 

（知識・理解・思

考力・判断力） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

データベースⅡ 

Databases II 
情報メディア学科 22IMCO2008 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 林 孝哉 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを効
果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
データベースとは、大量の情報を効率よく管理し、データの検索・入力・更新・削除などを行うための

技術である。代表的なリレーショナルデータベース処理について学習する。データベース問い合せ言語

（SQL)の利用方法について解説する。 

到達目標 

(1) データベース関連用語について説明できる。  

(2) 基本的な問い合わせが SQL 文により記述できる。  

(3) グループ化が SQL 文により記述できる。  

(4) 表結合が SQL 文により記述できる。  

(5) 副問い合わせが SQL 文により記述できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
リレーショナルデータベ

ースとは 

リレーショナルデータベース
について、Web 等で予備学習を
行う。 

2 時間  
リレーショナルデータベ
ースについて復習する。 2 時間  

２ 
SQL の基本（1）：SQL 文、

問い合わせの基本 

SQL 文による基本的な問い合わ
せについて、Web 等で予備学習
を行う。 

2 時間  
受講した内容の復習し、
練習問題に解答する。 2 時間  

３ 
SQL の基本（2）：条件を
指定した問い合わせ 

条件指定について、Web 等で予
備学習を行う。 2 時間  

受講した内容の復習し、
練習問題に解答する。 2 時間  

４ 
SQL の基本（3）：並べ替

え 

並べ替えについて、Web 等で予

備学習を行う。 2 時間  
受講した内容の復習し、

練習問題に解答する。 2 時間  

５ 
SQL の基本（4）：集計関
数を用いた問い合わせ 

集計関数について、Web 等で予
備学習を行う。 2 時間  

受講した内容の復習し、
練習問題に解答する。 2 時間  

６ SQL 基本の練習 
前回までの内容をもとにした
総合練習を行うので、前回まで

の配布資料をよく読んでおく。 

2 時間  
受講した内容の復習し、
練習問題に解答する。 2 時間  

７ 
グループ化（1）：グルー

プ化の基本 

グループ化について、Web 等で
予備学習を行う。 2 時間  

受講した内容の復習し、
練習問題に解答する。 2 時間  

８ 
グループ化（2）：グルー
プ化と条件指定 

グループ化と条件指定につい

て、Web 等で予備学習を行う。 2 時間  
受講した内容の復習し、

練習問題に解答する。 2 時間  

９ グループ化の練習 
前回までの内容をもとにした
総合練習を行うので、前回まで
の配布資料をよく読んでおく。 

2 時間  
受講した内容の復習し、
練習問題に解答する。 2 時間  

10 
表の結合（1）：結合の基
本 

表の結合について、Web 等で予
備学習を行う。 2 時間  

受講した内容の復習し、
練習問題に解答する。 2 時間  

11 
表の結合（2）：結合とグ

ループ化 

結合とグループ化について、

Web 等で予備学習を行う。 2 時間  
受講した内容の復習し、

練習問題に解答する。 2 時間  

12 表結合の練習 
前回までの内容をもとにした
総合練習を行うので、前回まで
の配布資料をよく読んでおく。 

2 時間  
受講した内容の復習し、
練習問題に解答する。 2 時間  

13 
副問い合わせ（1）：副問
い合わせの基本 

副問い合わせについて、Web 等
で予備学習を行う。 2 時間  

受講した内容の復習し、
練習問題に解答する。 2 時間  

14 
副問い合わせ（2）：スカ

ラサブクエリー 

スカラサブクエリーについて、
Web 等で予備学習を行う。 2 時間  

受講した内容の復習し、
練習問題に解答する。 2 時間  

15 副問い合わせの練習 

前回までの内容をもとにした

総合練習を行うので、前回まで
の配布資料をよく読んでおく。 

2 時間  

受講した内容の復習し、

練習問題に解答する。 2 時間  
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成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

試験は、ルーブリック評価の結果を返す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：なし（適宜プリント配布） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

データベースの概念や設計については「データベース I」で学ぶので、２年次前期の「デ

ータベース I」を受講しておくことが望ましい。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)データベース関連用

語について説明でき

る。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いが無く、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。  

説明できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(2)基本的な問い合わせ

が SQL 文により記述

できる。  

ほぼ完璧に

基本的な問

い合わせが

SQL 文により

記述できる。 

大きな間違

いが無く、問

い合わせの

基本をSQL文

により記述

できる。 

間違いはい

くつかある

が、問い合わ

せの最低限

のSQL文が記

述できる。  

基本的な問

い合わせが

SQL 文により

記述できて

いない。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力・判断力） 

25% 

(3)グループ化が SQL 文

により記述できる。  

ほぼ完璧に

グループ化

がSQL文によ

り記述でき

る。 

大きな間違

いが無く、グ

ループ化の

基本がSQL文

により記述

できる。 

間違いはい

くつかある

が、グループ

化の最低限

のSQL文が記

述できる。  

グループ化

がSQL文によ

り記述でき

ていない。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力・判断力） 

20% 

(4)表結合が SQL 文によ

り記述できる。  

ほぼ完璧に

表結合が SQL

文により記

述できる。 

大きな間違

いが無く、表

結合の基本

がSQL文によ

り記述でき

る。 

間違いはい

くつかある

が、表結合の

最低限の SQL

文が記述で

きる。  

表結合が SQL

文により記

述できてい

ない。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力・判断力） 

20% 

(5)副問い合わせが SQL

文により記述でき

る。  

ほぼ完璧に

副問い合わ

せがSQL文に

より記述で

きる。 

大きな間違

いが無く、副

問い合わせ

の基本が SQL

文により記

述できる。 

間違いはい

くつかある

が、副問い合

わせの最低

限のSQL文が

記述できる。  

副問い合わ

せがSQL文に

より記述で

きていない。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力・判断力） 

15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

メディアリテラシー 

Media Literacy 
情報メディア学科 22IMIC1002 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 日置 智子 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。  

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

テレビや新聞、インターネット等、各メディアの特徴および現代社会の諸問題とメディアとの関わりに

ついて学び、メディアから発信される情報を読み解く力を身につけることをねらいとする。  

新聞記事やテレビ番組、広告等、身近な題材を用いて、メディアが社会に与える影響について考察し、

ディスカッションを行う。  

到達目標 
(1) 各メディアの特徴について説明することができる。  

(2) メディアが社会に与える影響について考察し、自分の意見を述べることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
シラバスをよく読み、科

目の内容を把握する。 1 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

２ 
メディアを構成する素材の特性①

図形・文字 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

３ 
メディアを構成する素材の特性②

音声・映像 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

４ 
印刷メディアの特徴と社会的影響

①書籍 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

５ 
印刷メディアの特徴と社会的影響

②新聞 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

６ 
放送メディアの特徴と社会的影響

①ラジオ 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

７ 
放送メディアの特徴と社会的影響

①テレビ 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

８ 
インターネットの特徴と社会的影

響 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

９ 広告の特徴 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

10 メディアと著作権 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

11 メディアと災害 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

12 メディアと人権問題 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

13 
ケーススタディ①身の回りのメデ

ィア環境を考える 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

14 
ケーススタディ②ニュース報道を

読み解く 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  

15 まとめ 
これまでに学んだ内容を

まとめておく。 2 時間  
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間  
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成 績 評 価 課題・レポート（50%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

課題レポートについては、ルーブリック評価の結果を返す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：なし  

参考文献：講義中に適宜指示 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)各メディアの

特徴について

説明すること

ができる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

説明はでき

る。  

説明できて

いない。 
課題・レポート 

（知識・理解） 
50% 

(2)メディアが社

会に与える影

響について考

察し、自分の意

見を述べるこ

とができる。  

自分の考え

を適切にま

とめて述べ

ることがで

きる。 

自分の考え

をある程度

まとめて述

べることが

できる。 

助言があれ

ば、自分の考

えをある程

度まとめて

述べること

ができる。 

自分の考え

をまとめて

述べること

ができない。 

授業への取り組み 

（知識・理解・思考

力・判断力・表現力） 

50% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

画像処理 

Graphic Design 
情報メディア学科 22IMIC1003 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 横山 吉朋 ○ 

実務家教員 

の詳細 
グラフィックデザイナーとしての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 ○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
Photoshop を使用しながらコンピューターグラフィックに関する手法を実践し習得する。またグラフィ

ック表現に関する知識を学ぶ。 

到達目標 
(1) Photoshop の操作を理解し、作業プロセスを説明できる。  

(2) Photoshop で制作物を完成させることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
基礎知識① －デザインに使うソフト
ウェア－ 演習① －photoshop 解説－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

２ 
基礎知識② －デザインに必要な作業

環境－ 演習② －photoshop のツール
－ 

WEB テキストを読む 

1 時間 

演習内容の復習 

1 時間 

３ 
基礎知識③ －タイポグラフィについ
て－ 演習③ －フォトレタッチ－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

４ 
基礎知識④ －ロゴデザインについて
操作 他－ 演習④ －フォトレタッチ
－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

５ 
基礎知識⑤ －さまざまな広告媒体の
グラフィック 他－ 演習⑤ －ロゴデ

ザイン－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

６ 
基礎知識⑥ －WEB のグラフィック 他

－ 演習⑥ －ロゴデザイン－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

７ 
基礎知識⑦ －WEB のグラフィック－ 
演習⑦ 作品制作 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

８ 
基礎知識⑧ －UI の考え方－ 演習⑧作
品制作 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

９ 
基礎知識⑨ －グラフィック表現にお

ける色の扱い－ 演習⑨作品制作 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

10 
基礎知識⑩ －デザインスキルが活き
るジョブについて－ 演習⑩ 作品制作 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

11 
基礎知識⑪ －デザインセンスについ
て－ 演習⑪ 作品制作 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

12 
基礎知識⑫ －ウェブデザインにおけ

る視覚表現①－ 演習⑫ 作品制作 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

13 
基礎知識⑬ －ウェブデザインにおけ
る視覚表現②－ 演習⑬ 作品制作 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

14 
基礎知識⑬ －ウェブデザインにおけ
る視覚表現③－ 演習⑭ 作品制作 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

15 
基礎知識⑬ －ウェブデザインにおけ
る視覚表現④－ 演習⑮ 作品制作  

講評 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（50%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業中に提示した課題において制作する成果物について、制作中の指導および制作後の

講評により、個別にフィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

たくさんのグラフィックに囲まれて経済活動を営む現代社会において、比較的応用範囲

の広い基本的な知識を学びます。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)Photoshop の操作を

理解し、作業プロセ

スを説明できる。  

ほぼ完壁に

説明できる 

大きな間違

いがなく  

基本が説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 授業への取り組み 

（知識・理解） 
25% 

課題・レポート 

（知識・理解） 
25% 

(2)Photoshop で制作物

を完成させることが

できる。  

補助なく完

成できる 

ほとんど補

助なく  

完 成 で き

る。 

補助が必要

な部分があ

るが、なん

とか完成で

きる 

完成できな

い。 
授業への取り組み 

（知識・理解・関心・意

欲・態度） 

25% 

課題・レポート 

（知識・理解・関心・意

欲・態度） 

25% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

コンピュータグラフィックスⅠ 

Computer Graphics Ⅰ 
情報メディア学科 22IMIC2003 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 呉 靭 ○ 

実務家教員 

の詳細 

一般企業のシステムエンジニアとしての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行

う。    

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ
を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 

３次元コンピュータグラフィックス（Computer Graphics：CG）に関する基礎知識（主にモデリングに

関する内容）を体系的に身につけることを目的とする。尚、本講義では特定の言語によるグラフィック

プログラミングや特定の CG ソフトウェアの使い方を解説するのではなく、CG の原理や技法について解

説する。 

到達目標 

(1) デジタル画像の仕組みについて説明できる。  

(2) ３DCG の仕掛けについて説明できる。  

(3) ３DCG の各モデリング手法の特徴、利点、欠点について説明できる。  

(4) ３D 形状の幾何変換についての演算ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
授業ガイダンスおよびCGの定義
や応用分野など 

授業テーマを参照し、予
習する。 

1 時間  
授業で学んだ内容を復習
する。  

2 時間  

２ 
コンピュータによる画像の表現

法と３DCG 制作の流れ 

授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

３ 座標系 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

４ 
ワイヤーフレームモデル・サー
フェイスモデル 

授業テーマを参照し、予
習する。 

2 時間  
授業で学んだ内容を復習
する。 

2 時間  

５ ソリッドモデル  
授業テーマを参照し、予
習する。 

2 時間  
授業で学んだ内容を復習
する。 

2 時間  

６ 直線（２次元）・２次曲線 
授業テーマを参照し、予
習する。 

2 時間  
授業で学んだ内容を復習
する。 

2 時間  

７ 直線（３次元）・平面・曲面 
授業テーマを参照し、予
習する。 

2 時間  
授業で学んだ内容を復習
する。 

2 時間  

８ 境界と領域 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

９ プリミティブの表現 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2 時間  

授業で学んだ内容を復習

する。 
2 時間  

10 自由曲線の表現 
授業テーマを参照し、予
習する。 

2 時間  
授業で学んだ内容を復習
する。 

2 時間  

11 自由曲面の表現 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

授業で学んだ内容を復習
する。 2 時間  

12 行列の演算 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を復習

する。 2 時間  

13 
３次元形状の平行移動・拡大と
縮小・反転 

授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

授業で学んだ内容を復習
する。 2 時間  

14 ３次元形状の回転・せん断 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

授業で学んだ内容を復習
する。 2 時間  

15 まとめ 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
授業で学んだ内容を復習

する。 2 時間  
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成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業時に課した演習・レポートは、次の授業時に解説を行う。また、試験はルーブリッ

ク評価の結果を渡します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：なし（適宜にプリントを配布）  

参考文献：前川佳徳著、「コンピュータグラフィックス」、オーム社  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

２年次（通年）の「コンピュータグラフィックスⅡ」（演習）も受講し、３DCG に関す

る基礎知識を演習と同時に身に付けていく方が望ましい。  

上級情報処理士：選択科目（I群） 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)デジタル画像の仕組みに

ついて説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本的な事

項について

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の説明はで

きる。 

説明できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解・

思考力） 

10% 

(2)３DCG の仕掛けについて説

明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本的な事

項について

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の説明はで

きる 

説明できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解・

思考力） 

20% 

(3)３DCG の各モデリング手法

の特徴、利点、欠点につい

て説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本的な事

項について

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の説明はで

きる 

説明できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解・

思考力） 

50% 

(4)３D 形状の幾何変換につい

ての演算ができる。  

演算方法を

理解し、ほ

ぼ完璧に問

題 を 解 け

る。 

演算方法の

基本が理解

できて、問

題の解く方

向性はつか

め て い る

が、正解を

導くまでは

いかない。 

正解は導け

ないが、最

低限の理解

及び演算は

できる。 

理解できて

いない。 

定期試験 

（知識・理解・

思考力） 

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

コンピュータグラフィックスⅡ 

Computer Graphics Ⅱ 
情報メディア学科 22IMIC2004 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 呉 靭 ○ 

実務家教員 

の詳細 

一般企業のシステムエンジニアとしての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行

う。    

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 グラフィックソフトを用いて簡単な３DCG 画像を作りながら、その基本的な技術について学ぶ。 

到達目標 

(1) 使用するソフトウェアでのカメラ、光源、オブジェクトの位置の設定ができる。  

(2) 使用するソフトウェアが準備している基本図形が扱える。  

(3) オブジェクトの平行移動・回転移動・拡大と縮小または数式でオブジェクトの作成ができる。  

(4) 色彩やテクスチャなどが表現できる。  

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ いろいろな形を作る  
授業テーマを参照し、予

習する。 1 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2 時間 

２ 
座標変換① －移動、拡大・縮
小－ 

授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間 

３ 座標変換② －回転、せん断－ 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間 

４ 例題演習① 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2 時間 

５ 色、パターン、模様の指定 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間 

６ 例題演習② 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間 

７ テクスチャマッピング 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2 時間 

８ 表面を凸凹にする 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間  

９ 例題演習③ 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間  

10 空、地面を作る 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2 時間  

11 例題演習④ 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間  

12 集合演算① －和・差－ 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間  

13 集合演算② －積－ 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2 時間  

14 例題演習⑤ 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間  

15 前期総合演習 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間  
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授業内容 

と 

進め方 

（後期） 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 質感の設定① －石、木材－ 
授業テーマを参照し、予
習する。 1 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2時間  

17 質感の設定② －金属、硝子－ 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2時間  

18 例題演習⑥ 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2時間  

19 屈折率の設定 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2時間  

20 立体文字の作成① 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2時間  

21 立体文字の作成② 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2時間  

22 繰り返し処理① 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2時間  

23 繰り返し処理① 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2時間  

24 マクロと関数① 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2時間  

25 マクロと関数② 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2時間  

26 課題制作① 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2時間  

27 課題制作② 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2時間  

28 課題制作③ 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2時間  

29 課題制作④ 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間  
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2時間  

30 課題制作⑤ 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間  

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2時間  

成 績 評 価 課題・レポート（50%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業中に提示した課題等について、制作中の指導等により、個別にフィードバックす

る。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：なし（プリント随時配布） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

２年次前期の「コンピュータグラフィックスⅠ」も受講し、３DCG に関する基礎知識を

演習と同時に身に付けていく方が望ましい。 

  

95



 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)使用するソフトウェ
アでのカメラ、光源、
オブジェクトの位置
の設定ができる。  

ほぼ完璧に
できる。 

改善余地は
あるが、設
定できる。 

適切とは言
えないが、
最低限のこ
とはできて
いる。 

最低限の基
本もできて
いない。 

課題・レポート 
（技能・表現力・創造
性・作品の完成度） 

5% 

授業への取り組み 
（関心・意欲・態度） 

5% 

(2)使用するソフトウェ
アが準備している基
本図形が扱える。  

ほぼ完璧に
できる。 

改善余地は
あるが、自
力で基本図
形の扱いが
できる。 

ヒントを与
えられて、
やっとでき
る。 

最低限の基
本もできて
いない。 

課題・レポート 
（技能・表現力・創造
性・作品の完成度） 

10% 

授業への取り組み 
（関心・意欲・態度） 

10% 

(3)オブジェクトの平行
移動・回転移動・拡大
と縮小または数式で
オブジェクトの作成
ができる。  

ほぼ完璧に
できる。 

改善余地は
あるが、自
力で作成で
きる。 

ヒントを与
えられて、
やっとでき
る。 

最低限の基
本もできて
いない。 

課題・レポート 
（技能・表現力・創造
性・作品の完成度） 

25% 

授業への取り組み 
（関心・意欲・態度） 

25% 

(4)色彩やテクスチャな
どが表現できる。  

ほぼ完璧に
できる。 

改善余地は
あるが、自
力で表現で
きる。 

ヒントを与
えられて、
やっとでき
る。 

最低限の基
本もできて
いない。 

課題・レポート 
（技能・表現力・創造
性・作品の完成度） 

10% 

授業への取り組み 
（関心・意欲・態度） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

メディアコンテンツ制作 

Media Content Production 
情報メディア学科 22IMIC2005 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 林 孝哉 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ
を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 ○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

コンピュータ上で扱うメディアは、文字・文書、画像・図形、音声・音響、動画・映像などさまざまで

ある。これらメディアの特徴を理解し、目的や用途によって適切なメディア処理ソフトウェアを利用し、

適切なファイル形式で保存することが要求される。本授業では、メディアコンテンツ制作に必要な技術

について説明する。 

到達目標 

(1) ディジタル化について説明できる。  

(2) メディア技術の種類と特徴を説明できる。  

(3) メディア処理ソフトについて説明できる。  

(4) メディアコンテンツを適切なメディア処理ソフトを利用して作成できる。  

(5) メディアの種類に適したファイル形式でコンテンツを保存できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
マルチメディア技術の種類

と特徴 

マルチメディア技術の種
類と特徴について、Web 等
で予備学習を行う。 

2 時間 
マルチメディア技術の種
類と特徴について復習す
る。 

2 時間 

２ 
ファイルフォーマット、ファ
イルの圧縮 

ファイルの圧縮について、
Web 等で予備学習を行う。 2 時間 

ファイルの圧縮について
復習する。 2 時間 

３ 
メディア技術のファイルフ
ォーマット 

ファイルフォーマットに

ついて、Web 等で予備学習
を行う。 

2 時間 

ファイルフォーマットに

ついて復習する。 2 時間 

４ メディア処理ソフトウェア 

メディア処理ソフトウェ

アについて、Web 等で予備
学習を行う。 

2 時間 

メディア処理ソフトウェ

アについて復習する。 2 時間 

５ 文字：文字コード・フォント 
文字コードフォントにつ
いて、Web 等で予備学習を
行う。 

2 時間 
文字コードフォントにつ
いて復習する。 2 時間 

６ 
音声編集の基本：波形編集・
エフェクト 

音声編集について、Web 等
で予備学習を行う。 

2 時間 
受講した内容の復習し、練
習問題に取り組む。 2 時間 

７ 音声編集の課題 

前回の内容をもとにした
課題を行うので、前回まで

の配布資料をよく読んで
おく。 

2 時間 

受講した内容の復習し、課
題に取り組む。 

2 時間 

８ 音楽作成の基本：MIDI・音源 
音楽作成について、Web 等

で予備学習を行う。 
2 時間  

受講した内容の復習し、練

習問題に取り組む。 
2 時間  

９ 音楽作成の課題 

前回の内容をもとにした

課題を行うので、前回まで

の配布資料をよく読んで

おく。 

2 時間  

受講した内容の復習し、課

題に取り組む。 
2 時間  

10 
動画編集の基本（1）：ノン

リニア編集・文字・音声設定 

動画編集について、Web 等

で予備学習を行う。 
2 時間  

受講した内容の復習し、練

習問題に取り組む。 
2 時間  

11 
動画編集の基本（2）：映像

合成・エフェクト 

エフェクトについて、Web

等で予備学習を行う。 
2 時間 

受講した内容の復習し、練

習問題に取り組む。 
2 時間 
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12 動画編集の課題 

前回までの内容をもとにし

た課題を行うので、前回ま

での配布資料をよく読んで

おく。 

2 時間 

受講した内容の復習し、課

題に取り組む。 
2 時間 

13 

ベ ク タ 形 式 画 像 の 作 成

（1）：ラスタ形式とベクタ

形式 

ベクタ形式画像について、

Web 等で予備学習を行う。 2 時間 

受講した内容の復習し、練

習問題に取り組む。 2 時間 

14 
ベ ク タ 形 式 画 像 の 作 成

（2）：ベクタ画像の作成 

ベクタ画像の作成につい

て、Web 等で予備学習を行

う。 

2 時間 

受講した内容の復習し、練

習問題に取り組む。 2 時間 

15 ベクタ形式画像作成の課題 

前回までの内容をもとにし

た課題を行うので、前回ま

での配布資料をよく読んで

おく。 

2 時間 

受講した内容の復習し、課

題に取り組む。 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（70%）、課題・レポート（30%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

試験やレポートは、ルーブリック評価の結果を返す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：なし（適宜プリント配布） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
ウェブデザイン実務士：必修科目 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)ディジタル化につい
て説明できる。  

ほぼ完璧に
ディジタル
化について
説明できる。 

大きな間違
いが無く、デ
ィジタル化
についての
基本を説明
できる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
ディジタル
化について
説明できる。 

ディジタル
化について
説明できて
いない。 

定期試験 
（知識・理解・思
考力・判断力） 

25% 

(2)メディア技術の種類
と特徴を説明でき
る。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いが無く、基
本を説明で
きる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

説明できて
いない。 定期試験 

（知識・理解・思
考力・判断力） 

25% 

(3)メディア処理ソフト
について説明でき
る。  

ほぼ完璧に
メディア処
理ソフトに
つい説明で
きる。 

大きな間違
いが無く、基
本を説明で
きる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

メディア処
理ソフトに
つい説明で
きていない。 

定期試験 
（知識・理解・思
考力・判断力） 

20% 

(4)メディアコンテンツ
を適切なメディア処
理ソフトを利用して
作成できる。  

ほぼ完璧に
コンテンツ
を作成でき
る。 

大きな間違
いが無く、基
本的なコン
テンツを作
成できる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
コンテンツ
を作成でき
る。 

コンテンツ
を作成でき
ていない。 課題・レポート 

（知識・理解・技
能・表現力） 

20% 

(5)メディアの種類に適
したファイル形式で
コンテンツを保存で
きる。  

ほぼ完璧に
ファイルを
保存できる。 

大きな間違
いが無く、フ
ァイルを保
存できる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
基本的なフ
ァイルを保
存できる。 

ファイルの
保存ができ
ていない。 課題・レポート 

（知識・理解・判
断力） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ＷＥＢデザイン基礎 

Website Design 
情報メディア学科 22IMIC1001 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 横山 吉朋 ○ 

実務家教員 

の詳細 
グラフィックデザイナーとしての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・  

ポリシー 

との関係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ

を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 
○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

ウェブページのデザインにおける基礎的な項目を一般的な規格に基づきながら実践し習得する。主に

HTML と CSS、Photoshopを使用しながらウェブページの入門的な知識を学ぶ 

画像処理と関係した内容のため、画像処理の履修をお願いします 

到達目標 

(1) ウェブページを作成して公開するまでの作業プロセスを説明できる。  

(2) ウェブページを構成する HTML+CSSの記述を読み、処理内容を説明できる。  

(3) HTML+CSSを使って基本的なウェブページを作成できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
基礎知識① －HTML と CSS について－ 

演習 ①HTML と CSS 

WEBテキストを読む 
1時間 

演習内容の復習 
1時間 

２ 
基礎知識② －HTML 主要タグ解説①－ 

演習 ② HTML と CSS 

WEBテキストを読む 
1時間 

演習内容の復習 
1時間 

３ 
基礎知識③ －HTML 主要タグ解説②－ 

演習 ③ HTML と CSS 

WEBテキストを読む 
1時間 

演習内容の復習 
1時間 

４ 
基礎知識④ －HTML主要タグ解説③ 演

習 ④ HTML と CSS 

WEBテキストを読む 
1時間 

演習内容の復習 
1時間 

５ 演習⑤ ウェブページ制作演習 
WEBテキストを読む 

1時間 
演習内容の復習 

1時間 

６ 演習⑤ ウェブページ制作演習 
WEBテキストを読む 

1時間 
演習内容の復習 

1時間 

７ 演習⑤ ウェブページ制作演習 
WEBテキストを読む 

1時間 
演習内容の復習 

1時間 

８ 演習⑤ ウェブページ制作演習 
WEBテキストを読む 

1時間 
演習内容の復習 

1時間 

９ 
基礎知識⑤ －CSS 解説①－ 演習⑥ 

HTMLと CSS 

WEBテキストを読む 
1時間 

演習内容の復習 
1時間 

10 
基礎知識⑥ －CSS 解説②－ 演習⑦ 

HTMLと CSS 

WEBテキストを読む 
1時間 

演習内容の復習 
1時間 

11 
基礎知識⑦ －CSS 解説③－ 演習⑧ 

HTMLと CSS 

WEBテキストを読む 
1時間 

演習内容の復習 
1時間 

12 演習⑨ ウェブページ制作演習 
WEBテキストを読む 

1時間 
演習内容の復習 

1時間 

13 演習⑨ ウェブページ制作演習 
WEBテキストを読む 

1時間 
演習内容の復習 

1時間 

14 演習⑨ ウェブページ制作演習 
WEBテキストを読む 

1時間 
演習内容の復習 

1時間 

15 演習⑨ ウェブページ制作演習 

講評 

WEBテキストを読む 
1時間 

演習内容の復習 
1時間 



 

 

成 績 評 価 課題・レポート（70%）、授業への取り組み（30%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業中に提示した課題において制作する成果物について、制作中の指導により個別にフ

ィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

難しそうに思えるかもしれませんが、HTML と CSS はプログラミング言語に比べ習得し

やすい技術です。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)ウェブページを作成し

て公開するまでの作業

プロセスを説明できる。  

ほぼ完壁に

説明できる 

大きな間違

いがなく  

基本が説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 授業への取り組み 

（知識・理解） 
15% 

課題・レポート 

（知識・理解） 
15% 

(2)ウェブページを構成す

る HTML+CSS の記述を読

み、処理内容を説明でき

る。  

ほぼ完壁に

説明できる 

大きな間違

いがなく  

基本が説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
授業への取り組み 

（知識・理解・関

心・意欲・態度） 

15% 

課題・レポート 

（知識・理解・関

心・意欲・態度） 

15% 

(3)HTML+CSS を使って基本

的なウェブページを作

成できる。  

設定した仕

様を満たし

て制作でき

る 

大きなエラ

ーや抜けが

なく  

制 作 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、制作で

きる。 

制作できて

いない。 課題・レポート 

（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力） 

40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ＷＥＢコンテンツ制作 

Web Contents Design 
情報メディア学科 22IMIC2001 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 横山 吉朋 ○ 

実務家教員 

の詳細 
グラフィックデザイナーとしての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。   

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 ○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
前期の「WEB デザイン基礎」「画像処理」の内容を踏まえたうえで、ウェブサイトデザインにおける重

要なポジションを占めるコンテンツの制作に関する知識を実践を通して学んでいく。 

到達目標 
(1) コンテンツを制作するためのワークフローを説明することができる。  

(2) CMS、HTML+CSS、Photoshop などを使ってウェブコンテンツを制作することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
応用知識① －コンテンツとは－          

演習① －ウェブコンテンツについての考察－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

２ 
応用知識② －CI について－             
演習② －CI 計画－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

３ 
応用知識③ －コピーライティング－      
演習③ －コピーライティング制作－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

４ 
応用知識④ －JavaScript ライブラリ－   

演習④ －設置演習－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

５ 
応用知識⑤ －目標へのアプローチについて－ 
演習⑤ －プロジェクトの計画－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

６ 
応用知識⑥ －ターゲットについて－      
演習⑥ －プロジェクトの計画－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

７ 
応用知識⑦ －ワークフローとマネジメント－  

演習⑦ －プロジェクトの計画－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

８ 
応用知識⑧ －オウンドメディアについて
－  演習⑧ －オウンドメディアの計画－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

９ 応用知識⑨ －コンテンツマーケティング
－ 演習⑨ －ウェブコンテンツ制作－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

10 
応用知識⑩ －目的別 WEB デザインのポイント
ー                                     
演習⑩ －WEB デザイン設計－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

11 応用知識⑪ －目的別 WEB デザインのポイント
ー 演習⑪ －WEB デザイン設計－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

12 応用知識⑫ －目的別 WEB デザインのポイント

ー 演習⑫ －WEB デザイン設計－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

13 
応用知識⑬ －目的別 WEB デザインのポイント

ー 演習⑬ －WEB デザイン設計－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

14 
応用知識⑭ －目的別 WEB デザインのポイント

ー 演習⑭ －WEB デザイン設計－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 

15 
応用知識⑮ －目的別 WEB デザインのポイント

ー 演習⑮ －WEB デザイン設計－ 

WEB テキストを読む 
1 時間 

演習内容の復習 
1 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（85%）、授業への取り組み（15%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業中に提示した課題において制作する成果物について、制作中の指導および制作後の

講評により、個別にフィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

「ＷＥＢデザイン基礎」「画像処理」を踏まえた上で進めていきますので、必ず受講し

てください。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)コンテンツを制作す

るためのワークフロ

ーを説明することが

できる。  

ほぼ完璧に

説明できる 

大きな間違

いがなく  

基本が説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 授業への取り組み 

（知識・理解） 
15% 

課題・レポート 

（知識・理解） 
15% 

(2)CMS、HTML+CSS、

Photoshop などを使

ってウェブコンテン

ツを制作することが

できる。  

設定した仕

様を満たし

て制作でき

る 

大きなエラ

ーや抜けが

なく  

制 作 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、制作で

きる。 

制作できて

いない。 
課題・レポート 

（知識・理解・思考

力・判断力・表現力） 

70% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ＷＥＢアニメーション 

Web Animation 
情報メディア学科 22IMIC2006 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 林 孝哉 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 ○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

Web ページで動きのあるコンテンツを活用することは、魅力あるページには不可欠な要素となってい
る。Web ページのアニメーションは、一般的な動画コンテンツとは異なり、Web ページという制限され
た中で表現しなければならない。本講義では、JavaScript というスクリプト言語を用いて、Web ページ
で表現できる簡単なアニメーションを作成する。 

到達目標 

(1) Web ページでアニメーションを実現する原理が説明できる。  

(2) JavaScript を使った画像表示プログラミングができる。  

(3) JavaScript を使った簡単なアニメーションプログラミングができる。  

(4) JavaScript を使ったシーン遷移プログラミングができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
オリエンテーション・WEB
アニメーションとは 

WEB アニメーションについて、
Web 等で予備学習を行う。 2 時間 

WEB アニメーションにつ
いて復習する。 2 時間 

２ JavaScript の基本 
JavaScript について、Web 等で
予備学習を行う。 2 時間 

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間 

３ 
JavaScript ライブラリの

利用 

JavaScript ライブラリについ

て、Web 等で予備学習を行う。 2 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2 時間 

４ 
画像の読み込みと表示、
移動・回転・拡大縮小 

画像表示について、Web 等で予
備学習を行う。 2 時間 

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間 

５ 
サウンドの読み込みと再
生、停止 

サウンド再生について、Web 等
で予備学習を行う。 2 時間 

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間 

６ 
画像を用いた作品制作課
題 

前回までの内容をもとにした

課題を行うので、前回までの配
布資料をよく読んでおく。 

2 時間 

課題のコンテンツを作成

する。 2 時間 

７ アニメーションの基本 
アニメーションについて、Web
等で予備学習を行う。 2 時間 

受講内容を復習し、練習
問題に取り組む。 2 時間 

８ Tween アニメーション 
Tween アニメーションについ

て、Web 等で予備学習を行う。 2 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2 時間 

９ 
アニメーションを用いた

作品制作課題 

前回までの内容をもとにした

課題を行うので、前回までの配

布資料をよく読んでおく。 

2 時間 

課題のコンテンツを作成

する。 2 時間 

10 シーン遷移 
シーン遷移について、Web 等で

予備学習を行う。 2 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2 時間 

11 衝突判定 
衝突判定について、Web 等で予

備学習を行う。 2 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2 時間 

12 
マウスイベント・キーボ

ードイベント 

マウスイベントについて、Web

等で予備学習を行う。 2 時間 
受講内容を復習し、練習

問題に取り組む。 2 時間 

13 応用処理 作品制作課題 

前回までの内容をもとにした課

題を行うので、前回までの配布

資料をよく読んでおく。 

2 時間 

課題のコンテンツを作成

する。 2 時間 

14 
最終課題制作 WEB アニメ

ーション作品の設計 

これまでの内容をもとにした

課題を行うので、前回までの配

布資料をよく読んでおく。 

2 時間 

課題のコンテンツを作成

する。 2 時間 

15 
最終課題制作 WEB アニメ

ーション作品の制作 

これまでの内容をもとにした

課題を行うので、前回までの配

布資料をよく読んでおく。 

2 時間 

課題のコンテンツを作成

する。 2 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（100%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

レポートは、ルーブリック評価の結果を返す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：なし（適宜プリント配布） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

プログラミングの基礎を修得していることを履修の前提とする。  

ウェブデザイン実務士：必修科目 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)Web ページでアニメ

ーションを実現する

原理が説明できる。  

ほぼ完璧に

原理を説明

できる。 

大きな間違

いが無く、基

本原理を説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本原理を

説明できる。 

原理を説明

できていな

い。 課題・レポート 

（知識・理解） 
10% 

(2)JavaScript を使った

画像表示プログラミ

ングができる。  

ほぼ完璧に

画像表示プ

ログラムを

作成できる。 

大きな間違

いが無く、基

本的な画像

表示プログ

ラムを作成

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

画像表示プ

ログラムを

作成できる。 

画像表示プ

ログラムを

作成できて

いない。 

課題・レポート 

（知識・理解・思考

力・判断力・表現力） 

30% 

(3)JavaScript を使った

簡単なアニメーショ

ンプログラミングが

できる。  

ほぼ完璧に

アニメーシ

ョンプログ

ラムを作成

できる。 

大きな間違

いが無く、基

本的なアニ

メーション

プログラム

を作成でき

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

アニメーシ

ョンプログ

ラムを作成

できる。 

アニメーシ

ョンプログ

ラムを作成

できていな

い。 

課題・レポート 

（知識・理解・思考

力・判断力・表現力） 

35% 

(4)JavaScript を使った

シーン遷移プログラ

ミングができる。  

ほぼ完璧に

シーン遷移

プログラム

を作成でき

る。 

大きな間違

いが無く、基

本的なシー

ン遷移プロ

グラムを作

成できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

シーン遷移

プログラム

を作成でき

る。 

シーン遷移

プログラム

を作成でき

ていない。 
課題・レポート 

（知識・理解・思考

力・判断力・表現力） 

25% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ＷＥＢデザイン総合演習 

Website Design Ⅱ 
情報メディア学科 22IMIC2002 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1 選択 横山 吉朋 ○ 

実務家教員 

の詳細 
グラフィックデザイナーとしての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。  

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを

効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 
○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 ウェブページのデザインを実践し習得する。主に CMS を使用したウェブページ制作の知識を学ぶ 

到達目標 
(1) CMS でウェブサイトを作成して公開するまでの作業プロセスを説明できる。  

(2) CMS の機能を理解し、それを利用してウェブサイトを制作できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
基礎知識① － CMS の機能説明－     
演習①CMS を操作してみよう 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

２ 
基 礎 知 識 ② － CMS の 機 能 説 明 －      
演習②CMS を操作してみよう 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

３ 
基礎知識③－CMS の機能説明－  

演習③CMS を操作してみよう 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

４ 
演習④ CMS によるウェブページ制作演
習 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

５ 
演習⑤ CMS によるウェブページ制作演
習 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

６ 
演習⑥ CMS によるウェブページ制作演

習 講評 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

７ 
基 礎 知 識 ④CMS の 活 用 例            
演習⑦ CMS によるウェ 演習⑦ CMS に

よるウェブサイト制作演習 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

８ 
演習⑧ CMS によるウェブサイト制作演
習 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

９ 
演習⑨ CMS によるウェブサイト制作演
習 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

10 
演習⑩ CMS によるウェブページ制作演

習 講評 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

11 
基 礎 知 識 ⑤ CMS の 活 用 例           
演習⑪ チームによるウェブサイト制

作演習 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

12 
演習⑫ チームによるウェブサイト制

作演習 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

13 
演習⑬ チームによるウェブサイト制
作演習 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

14 
演習⑭ チームによるウェブサイト制
作演習 

WEB テキストを読む 
1 時間  

演習内容の復習 
1 時間 

15 
演習⑮ チームによるウェブサイト制

作演習  
講評 

WEB テキストを読む 

1 時間  

演習内容の復習 

1 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（50%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業中に提示した課題において制作する成果物について、制作中の指導および制作後の

講評により、個別にフィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

「ＷＥＢデザイン基礎」「画像処理」を踏まえた上で進めていきますので、必ず受講し

てください。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)CMS でウェブサイト

を作成して公開する

までの作業プロセス

を説明できる。  

ほぼ完壁に

説明できる 

大きな間違

いがなく  

基本が説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 授業への取り組み 

（知識・理解） 
20% 

課題・レポート 

（知識・理解） 
20% 

(2)CMS の機能を理解し、

それを利用してウェ

ブサイトを制作でき

る。  

設定した仕

様を満たし

て制作でき

る 

大きなエラ

ーや抜けが

なく  

制 作 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、制作で

きる。 

制作できて

いない。 授業への取り組み 

（知識・理解・関心・

意欲・態度） 

30% 

課題・レポート 

（知識・理解・関心・

意欲・態度） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

電気回路Ⅰ 

Electric Circuit Ⅰ 
情報メディア学科 22IMCO1010 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 大﨑 堅 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ
を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

情報の処理・伝送・蓄積は、複雑な電気回路の組合せによって生成される種々の電気現象を利用して効

果的に達成されている。したがって、情報の勉強をする際、電気回路の知識があればより高度な学習が

可能となる。この科目では、電気回路における抵抗、電流、電圧、磁界、電源等の物理的機能、更に、

それらの直流回路での相互関係について講述する。 

到達目標 

(1) 電気回路に関する専門用語を理解し、的確に説明できる。  

(2) 電気回路における物理現象を理解し、的確に説明できる。  

(3) 直流回路の電圧、電流、抵抗の関係について理解し、回路の計算が的確にできる  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 

「電気回路Ⅰ」のシラ

バスをよく読み、科目

の内容を把握する。 

1 時間 

「電気回路Ⅰ」の目的

と意義を理解する。 2 時間 

２ 電流 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

３ 電位、電位差、電圧 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

４ 起電力と電流 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

５ 直流と交流 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

６ 電流と磁界 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

７ 電磁誘導 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

８ 回路素子 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

９ オームの法則とキルヒホッフの法則 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

10 電力と電力量 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

11 
電気回路の基本的解法① －抵抗の直

列、並列、直並列計算－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

12 
電気回路の基本的解法② －枝電流法

－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

13 
電気回路の基本的解法③ －閉路また

は網目電流法－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

14 
電気回路の基本的解法④ －節点電位

法－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

15 直流回路における演習 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（80%）、課題・レポート（20%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業時に課した演習・レポートは理解・意欲・思考力等の程度をチェックし、次の授業

時に解説を行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：使用しない。  

適宜プリントを配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

「エレクトロニクス基礎（後期）」、「電気回路Ⅱ（後期）」を履修予定の人は、この

科目を履修しておくことが望ましい。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)電気回路に関する専

門用語を理解し、的

確に説明できる。  

専門用語を

用いて 80%

以上的確に

説明できて

いる。 

専門用語を

用いて79～

70% 的確に

説明できて

いる。 

専門用語を

用いて69～

60% 的確に

説明できて

いる。 

的確な説明

が60％未満

である。 定期試験 

（知識・理解・思考力） 
20% 

(2)電気回路における物

理現象を理解し、的

確に説明できる。  

複雑な物理

現象を理路

整然と 80%

以上的確に

説明できて

いる。 

複雑な物理

現象を理路

整然と79～

70% 的確に

説明できて

いる。 

専門用語を

用いて69～

60% 的確に

説明できて

いる。 

的確な説明

が60％未満

である。 
定期試験 

（知識・理解・思考力） 
20% 

(3)直流回路の電圧、電

流、抵抗の関係につ

いて理解し、回路の

計算が的確にできる  

回路に生じ

る電気現象

を諸定理を

用いて 80%

以上的確に

解析できて

いる。 

回路に生じ

る電気現象

を諸定理を

用いて79～

70% 的確に

解析できて

いる。 

回路に生じ

る電気現象

を諸定理を

用いて69～

60% 的確に

解析できて

いる 

的確な解析

が60％未満

である。 

定期試験 

（知識・理解・思考力） 
40% 

課題・レポート 

（理解・意欲・思考力） 
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

電気回路Ⅱ 

Electric Circuit Ⅱ 
情報メディア学科 22IMIP2001 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 大﨑 堅 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

家庭内で使用している電気機器の電源は、コンセントから供給される交流が使用されている。交流では

電圧・電流が時間的に変化しており、電気回路Ⅰで学修する直流回路に比して複雑な回路計算が必要と

なる。そこで、この科目では正弦波交流回路について複素代数学を導入し、回路計算を簡単化する手法

について講述する。 

到達目標 

(1) 正弦波交流の性質や大きさの表し方について理解し説明できる。  

(2) 交流のベクトル表示や交流回路の計算法について説明できる。  

(3) 交流回路において電圧・電流・インピーダンスを数理的に解析できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 

「電気回路Ⅰ」のシラ

バスをよく読み、科目

の内容を把握する。 

1 時間 

「電気回路Ⅰ」の目的

と意義を理解する。 2 時間 

２ 
正弦波交流① －発生、周波数、周

期、角周波数、位相、位相差－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

３ 
正弦波交流② －瞬時値、peak to 

peak 値、平均値、実効値－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

４ 
複素数とベクトル① －複素数の表示

及び演算－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

５ 
複素数とベクトル② －電圧と電流の

複素数表示－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

６ 
複素数とベクトル③ －複素インピー

ダンスと複素アドミッタンス－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

７ 
記号法による交流回路の計算① －単

素子回路－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

８ 
記号法による交流回路の計算② －R-L 

回路－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

９ 
記号法による交流回路の計算③ －R-C 

回路－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

10 
記号法による交流回路の計算④ －R- 

L-C 回路－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

11 
記号法による交流回路の計算⑤ －共

振回路－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

12 
交流回路の電力① －瞬時電力、有効

電力、力率－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

13 
交流回路の電力② －皮相電力、無効

電力－ 

プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

14 三相交流① －三相起電力－ 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

15 三相交流② －対称三相回路の電力－ 
プリントの該当部を

よく読み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（80%）、課題・レポート（20%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業時に課した演習・レポートは理解・意欲・思考力等の程度をチェックし、次の授業

時に解説を行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：使用しない。  

適宜プリントを配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
「電気回路Ⅰ（前期）」を履修しておくことが望ましい。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)正弦波交流の性質

や大きさの表し方

について理解し説

明できる。  

交流現象と

その表示法

を 80%以上

的確に説明

で き て い

る。 

交流現象と

その表示法

を 79～70%

的確に説明

で き て い

る。  

交流現象と

その表示法

を 69～60%

的確に説明

で き て い

る。 

的確な説明

が60％未満

である。 
定期試験 

（知識・理解・思考力） 
20% 

(2)交流のベクトル表

示や交流回路の計

算法について説明

できる。  

交流現象と

ベクトル表

示との関係

を 80%以上

的確に説明

で き て い

る。 

交流現象と

ベクトル表

示との関係

を 79～70%

的確に説明

で き て い

る。  

交流現象と

ベクトル表

示との関係

を 69～60%

的確に説明

で き て い

る。 

的確な説明

が60％未満

である。 
定期試験 

（知識・理解・思考力） 
20% 

(3)交流回路において

電圧・電流・インピ

ーダンスを数理的

に解析できる。  

回路に生じ

る電気現象

を諸定理を

用いて 80%

以上的確に

解析できて

いる。 

回路に生じ

る電気現象

を諸定理を

用いて79～

70% 的確に

解析できて

いる。  

回路に生じ

る電気現象

を諸定理を

用いて69～

60% 的確に

解析できて

いる 

的確な解析

が60％未満

である。 
定期試験 

（知識・理解・思考力） 
40% 

課題・レポート 

（理解・意欲・思考力） 
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

エレクトロニクス基礎 
Fundamentals of 

Electronics 
情報メディア学科 22IMIP1001 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 大﨑 堅 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
エレクトロニクスは現代科学のあらゆる分野で活用され、欠かすことのできないものとなっている。本

講義では情報分野の学生がより広い視野を持って専門の学習に進めるように、エレクトロニクスの基礎

を講義する。 

到達目標 

(1) 電気回路における諸法則を理解し、これらを用いて計算できる。  

(2) 半導体素子の基本的な働きを説明できる。  

(3) 基礎的な電子回路図を見て、その動作を説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
「エレクトロニクス基礎」
のシラバスをよく読み、科
目の内容を把握する。 

1 時間 
「エレクトロニクス
基礎」の目的と意義を
理解する。  

2 時間 

２ 
オームの法則とキルヒホッフの
法則 

プリントの該当部をよく読
み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

３ 
抵抗の直列接続、並列接続、直

並列接続 

プリントの該当部をよく読
み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

４ 
複雑な回路における電圧・電流
分布の解析方法 

プリントの該当部をよく読

み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

５ 半導体の基礎知識 
プリントの該当部をよく読
み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

６ ダイオードの原理 
プリントの該当部をよく読
み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

７ ダイオードの特性 
プリントの該当部をよく読

み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

８ ダイオード応用回路 
プリントの該当部をよく読
み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

９ トランジスタの原理 
プリントの該当部をよく読
み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

10 トランジスタの特性 
プリントの該当部をよく読

み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

11 
トランジスタ回路① －増幅方式
－ 

プリントの該当部をよく読
み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

12 
トランジスタ回路② －バイアス

方式－ 

プリントの該当部をよく読
み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

13 
トランジスタ回路③ －接地方式
－ 

プリントの該当部をよく読

み考える。 2 時間 
授業で学んだ内容を

復習する。 2 時間 

14 
トランジスタ回路④－帰還方式
－ 

プリントの該当部をよく読
み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 

15 トランジスタ増幅器の設計 
プリントの該当部をよく読
み考える。 2 時間 

授業で学んだ内容を
復習する。 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（80%）、課題・レポート（20%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業時に課した演習・レポートは理解・意欲・思考力等の程度をチェックし、次の授業

時に解説を行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：使用しない。  

適宜プリントを配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
「電気回路Ⅰ（前期）」を履修しておくことが望ましい。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)電気回路における諸

法則を理解し、これら

を用いて計算できる。  

諸法則の説

明、回路計算

が 80%以上

的確にでき

ている。 

諸法則の説

明、回路計算

が 79～70%

的確にでき

ている。 

諸法則の説

明、回路計算

が 69～60%

的確にでき

ている。 

的確な説明、

回路計算が

60％未満で

ある。 
定期試験 20% 

(2)半導体素子の基本的

な働きを説明できる。  

基本的な働

きの説明が

80%以上的確

にできてい

る。 

基本的な働

きの説明が

79～70%的確

にできてい

る。 

基本的な働

きの説明が

69～60%的確

にできてい

る。 

的確な説明

が 60％未満

である。 
定期試験 30% 

課題・レポート 10% 

(3)基礎的な電子回路図

を見て、その動作を説

明できる。  

回路の動作

説明が 80%

以上的確に

できている。 

回路の動作

説明が 79～

70%的確にで

きている。 

回路の動作

説明が 69～

60%的確にで

きている。 

的確な回路

説明計算が

60％未満で

ある。 

定期試験 30% 

課題・レポート 10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

マイクロコンピュータ工学 

Microcomputer Engineering 
情報メディア学科 22IMIP2002 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 柴田 道信 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
マイクロコンピュータの基本的な構成要素と機能およびアセンブリ言語を用いたプログラミング方法を

学ぶ。実際に PIC マイコンを用いて LED 点灯制御を行う。 

到達目標 

(1) PIC の基本的な構成要素と機能を説明できる。  

(2) PIC の命令について動作を説明できる。  

(3) アセンブリ言語を用いて基本的なプログラムを作成することができる。  

(4) PIC を用いて基本的な制御回路を設計・構築できる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
シラバスを読み、科目
の内容を把握する 1 時間 

配布プリントの内容
を復習する 2 時間 

２ マイクロコンピュータとは 
授業テーマを参照し、

予習する 2 時間 
配布プリントを復習

する 2 時間 

３ マイクロコンピュータの構成 
授業テーマを参照し、
予習する 2 時間 

配布プリントを復習
する 2 時間 

４ 
マイクロコンピュータの構成要 
①CPU 

授業テーマを参照し、
予習する 2 時間 

配布プリントを復習
する 2 時間 

５ 
マイクロコンピュータの構成要素 

②メモリ・IO 

授業テーマを参照し、

予習する 2 時間 
配布プリントの内容

を復習する 2 時間 

６ マイコンにおけるデータ表現 
授業テーマを参照し、
予習する 2 時間 

配布プリントの内容
を復習する 2 時間 

７ マイコンとアセンブリ言語 
授業テーマを参照し、
予習する 2 時間 

配布プリントの内容
を復習する 2 時間 

８ データ転送に関する命令 
授業テーマを参照し、

予習する 2 時間 
配布プリントの内容

を復習する 2 時間 

９ 算術演算・論理演算に関する命令 
授業テーマを参照し、
予習する 2 時間 

配布プリントの内容
を復習する 2 時間 

10 シフトや回転に関する命令 
授業テーマを参照し、
予習する 2 時間 

配布プリントの内容
を復習する 2 時間 

11 条件分岐に関する命令 
授業テーマを参照し、

予習する 2 時間 
配布プリントの内容

を復習する 2 時間 

12 プログラム作成方法と実行手順 
授業テーマを参照し、
予習する 2 時間 

配布プリントの内容
を復習する 2 時間 

13 
プログラミング実習①ハードウェア
構成 

授業テーマを参照し、
予習する 2 時間 

配布プリントの内容
を復習する 2 時間 

14 
プログラミング実習②プログラム作

成と実行 

授業テーマを参照し、
予習する 2 時間 

配布プリントの内容
を復習する 2 時間 

15 まとめ 
既習事項のまとめを行

う 2 時間 
配布プリントの内容

を復習する 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（60%）、課題・レポート（40%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業において提示した課題については、解説も含め授業内で全体に対してフィードバッ

クする。試験については、ルーブリック評価の結果で提示する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：プリントを配布  

参考文献：堀桂太郎「図解 PIC マイコン実習―ゼロからわかる電子制御」森北出版 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
Ｃ言語などの予備知識は特に必要としない。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)PIC の基本的な構

成要素と機能を説

明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説明できる 

間違いはあ

るが、最低

限の説明は

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(2)PIC の命令につい

て動作を説明でき

る。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説明できる 

間違いはあ

るが、最低

限の説明は

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(3)アセンブリ言語を

用いて基本的なプ

ログラムを作成す

ることができる。  

ほぼ完璧に

作 成 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

作 成 で き

る。 

助言があれ

ば、作成で

きる。 

作成できな

い。 定期試験 

（知識・理解・思考力） 
20% 

課題・レポート 

（知識・理解・思考力） 
20% 

(4)PIC を用いて基本

的な制御回路を設

計・構築できる。  

自分の力の

みで設計・

構 築 で き

る。 

ほぼ助言な

しで、設計・

構築ができ

る。 

多少の助言

があれば、

設計・構築

ができる。 

設計・構築

できない。 
課題・レポート 

（知識・理解・思考力） 
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

論理回路 

Logic Circuit 
情報メディア学科 22IMIP1002 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 寺本 公思 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
コンピュータのようなデジタル信号を扱う機器は論理素子で構成される論理回路から成り立っている。

また、マイコンで動作する各種ロボットを設計する際にも入出力回路などに論理回路の知識は不可欠で

ある。ここでは基本論理回路とそれらを組み合わせた論理回路について学習する。 

到達目標 

(1) 基本論理素子の構成要素である FET などのスイッチ素子について理解し説明できる。  

(2) ブール代数やカルノー図を利用して論理式を簡略化することができる。  

(3) 基本論理素子について理解し、論理回路を設計することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
論理回路について調べる 

2 時間 
論理回路について復

習する 2 時間 

２ アナログとデジタル 
デジタルとアナログにつ

いて調べる 2 時間 
デジタルとアナログ

についてまとめる 2 時間 

３ デジタルの特徴 
デジタルの特徴について

テキストを読む 2 時間 
デジタルの特徴につ

いてまとめる 2 時間 

４ スイッチ素子 
スイッチ素子について調

べる 2 時間 
スイッチ素子につい

てまとめる 2 時間 

５ 集積回路と MOS-FET 
FET について調べる 

2 時間 
MOS-FET 回路につい

てまとめる 2 時間 

６ 基本論理回路（AND、OR,NOT) 
AND、OR、NOT について調

べる 2 時間 
AND、OR､NOT について

まとめる 2 時間 

７ 基本論理回路（NAND、NOR) 
NAND、NORについて調べる 

2 時間 
NAND、NOR についてま

とめる 2 時間 

８ 
基本論理回路（一致回路、不一致
回路) 

EX-OR 等について調べる 
2 時間 

EX-OR についてまと

める 2 時間 

９ ブール代数と論理式の簡略化 
ブール代数について調べ

る 2 時間 
ブール代数での簡略

化の演習をする 2 時間 

10 カルノー図による簡略化 
カルノー図について調べ

る 2 時間 
カルノー図による簡

略化の演習をする 2 時間 

11 
論理回路の設計（半加算器・全加
算器） 

加算機回路について調べ

る 2 時間 
加算機回路について

まとめる 2 時間 

12 エンコーダとデコーダ 
エンコーダデコーダにつ

いて調べる 2 時間 
エンコーダデコーダ

回路を設計してみる 2 時間 

13 RS フリップフロップ 

フリップフロップ回路に

ついて調べる 2 時間 

RS フリップフロップ

のタイムチャートを
描く 

2 時間 

14 JK フリップフロップとその応用 
JKフリップフロップにつ
いて調べる 2 時間 

JK フリップフロップ
について理解する 2 時間 

15 
T フリップフロップと Dフリップ

フロップ 

その他のフリップフロッ
プ回路について調べる 2 時間 

T フリップフロップ
やその応用回路につ
いてまとめる 

2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（70%）、課題・レポート（30%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

試験やレポート等の結果について、ルーブリック評価にて返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
適宜プリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

この科目で学習する論理回路はマイコン回路やロボットを動作させるためのインタフェ

ース回路設計等でも必要となる知識である。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)基本論理素子の構成要素
である FET などのスイッ
チ素子について理解し説
明できる。  

基本論理素
子の構成要
素 で あ る
FET などの
スイッチ素
子について
十分理解し
説明できる。 

基本論理素
子の構成要
素 で あ る
FET などの
スイッチ素
子について
概ね理解し
説明できる。 

FET などの
スイッチ素
子について
概ね理解で
きているが
十分に説明
が出来ない。 

基本論理素
子の構成要
素 で あ る
FET などの
スイッチ素
子について
理解できて
いない。 

定期試験 
（知識・理解） 

40% 

(2)ブール代数やカルノー図
を利用して論理式を簡略
化することができる。  

ブール代数
やカルノー
図について
理解し、それ
らを使う利
点について
も理解でき
ており、複雑
な論理式を
簡略化する
ために応用
することが
できる。 

ブール代数
の公理や定
理について
説明できる、
また、カルノ
ー図につい
ても説明で
き、それらを
使って論理
式を簡略化
できる。 

ブール代数
やカルノー
図について
理解し、説明
でき、簡単な
論理式を簡
略化できる。 

ブール代数
やカルノー
図について
その役割や
利点につい
て理解でき
ていない。 定期試験 

（知識・理解） 
30% 

(3)基本論理素子について理
解し、論理回路を設計す
ることができる。  

基本論理素
子について
十分理解し、
フリップフ
ロップ回路
や半加算器、
順序回路な
どの応用回
路が完璧に
設計でき、そ
の動作やタ
イムチャー
トについて
十分説明で
きる。 

基本論理素
子について
概ね理解し、
フリップフ
ロップ回路
や半加算器、
順序回路な
どの応用回
路が設計で
き、その動作
やタイムチ
ャートにつ
いて概ね説
明できる。 

基本論理回
路を用いた、
簡単なフリ
ップフロッ
プ回路や学
習済みの回
路について
設計できる。 

基本論理素
子に伝の理
解が不十分
であり、論理
回路につい
ても理解が
不十分で論
理回路の設
計が出来な
い。 

課題・レポート 
（関心・意欲・理
解・思考力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

デジタル回路 

Digital Circuit 
情報メディア学科 22IMIP2003 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 寺本 公思 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
実際のコンピュータ回路や、インタフェース回路の設計には論理回路やデジタル回路の基礎知識が必要

です。この科目では実際の演習を行いながらデジタル回路についての理解を深めます。 

到達目標 

(1) 論理回路素子について理解し説明できる。  

(2) 基本的なデジタル回路の設計ができ、内容について説明できる  

(3) デジタル回路の知識を使って、応用回路の設計と演習ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
論理回路に復習 

2 時間 
論理回路の復習 

2 時間 

２ 
論 理 回 路 素 子 （ AND 、
OR,NOT,EX-OR) 

論理回路素子の復習 
2 時間 

論理回路素子についてま
とめる 2 時間 

３ 論理回路（組合せ論理回路) 
組合せ論理回路について調
べる 2 時間 

組合せ論理回路の復習 
2 時間 

４ フリップフロップ回路 
フリップフロップ回路につ

いて調べる 2 時間 
フリップフロップ回路の

タイムチャートを描く 2 時間 

５ フリップフロップ応用回路 
フリップフロップの応用回
路について調べる 2 時間 

フリップフロップ応用回
路についてまとめる 2 時間 

６ デコーダ回路の設計 
デコーダ回路について調べ
る 2 時間 

デコーダ回路の設計につ
いてまとめる 2 時間 

７ 
デコーダ回路とコンピュー
タのメモリマップ 

コンピュータで使用するメ

モリについて調べる 2 時間 
コンピュータのメモリマ

ップについて理解する 2 時間 

８ 発振回路 
発振回路について調べる 

2 時間 
発振回路を設計してみる 

2 時間 

９ 16 進カウンタ回路 
16 進カウンタについて調べ
る 2 時間 

16進カウンタについてま
とめタイムチャートを描

く 

2 時間 

10 10 進カウンタ回路 
10 進カウンタについて調べ
る 2 時間 

10進カウンタの設計をし
てみる 2 時間 

11 ７セグメント表示回路 
7 セグメント表示器について

調べる 2 時間 
７セグメントデコーダ回

路を設計してみる 2 時間 

12 
デジタル回路設計（発振回
路) 

発振回路について復習して
おく 

2 時間  発振回路を設計してみる 2 時間  

13 
デジタル回路設計（10 進カ

ウンタの組合せ） 

カウンタ回路について復習

しておく 
2 時間  

10 進カウンタを組み合

わせる 
2 時間  

14 
デジタル回路設計（デコー
ダと表示回路） 

表示回路について復習する 2 時間  
デコーダ回路を設計して
みる 

2 時間  

15 
まとめと総合演習（0～９９
までのカウンタ設計） 

デジタル回路について復習
しておく 

2 時間  
デジタル回路の設計法に
ついて復習する 

2 時間  
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成 績 評 価 定期試験（35%）、課題・レポート（65%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

試験やレポート等の結果について、ルーブリック評価にて返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
適宜プリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
1 年次に｢論理回路」を履修し、論理回路や論理式の基礎知識を習得していること。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)論理回路素子につい

て理解し説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いなく、基本

を説明でき

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

基本的なこ

とも理解で

きていない。 

定期試験 

（知識・理解） 
15% 

課題・レポート 

（知識・理解） 
15% 

(2)基本的なデジタル回

路の設計ができ、内容

について説明できる  

ほぼ完璧に

基本的なデ

ジタル回路

の設計がで

き、内容につ

いて説明で

きる。 

大きな間違

いなく、基本

的なデジタ

ル回路の設

計ができ基

本を説明で

きる。  

間違いはい

くつかある

が、基本的な

デジタル回

路の設計が

できる。 

基本的なデ

ジタル回路

の設計がで

きない。 

定期試験 

（知識・理解） 
20% 

課題・レポート 

（知識・理解） 
20% 

(3)デジタル回路の知識

を使って、応用回路の

設計と演習ができる。  

ほぼ完璧に

応用回路の

設計と演習

ができる。 

大きな間違

いなく、応用

回路の設計

と演習がで

きる 

間違いはい

くつかある

が、応用回路

の設計と演

習ができる 

応用回路の

設計と演習

ができない 
課題・レポート 

（関心・意欲・理

解・思考力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

電子情報実験Ⅰ 
Experiments on Electronics 
and Information Science I 

情報メディア学科 22IMIP1003 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

実験 1 選択 和西 聡  

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ

を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 
 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
電気回路の諸法則をテーマとした実験を行い、抽象的な電気回路の理論を体験的に理解する。基礎的な

実験技能および報告書作成技術を養う。 

到達目標 

(1) 実験に用いる計器や測定器具類を正しく選定し、正しく取り扱うことができる。  

(2) 実験の際に、計器・測定器具・実験セットなどを正しく配線することができる。  

(3) 実験データを適切に整理・解析する技術を習得し、的確な報告書を作成することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
測定誤差について学習して
おく。 2 時間 

測定器具の扱い方で注意す
べき事をまとめておく。 2 時間 

２ レポートの書き方、実験
上の注意 

有効数字とは何か学習して
おく。 2 時間 

有効数字の演習問題をして
おく。 2 時間 

３ 回路計（テスタ）の使い方 
テスタとは何か学習してお
く。 2 時間 

計器には色々な種類がある
が可動コイル形以外を調査
する。 

2 時間 

４ オームの法則の実験 
オームの法則について学習
しておく。 2 時間 

オームの法則を用いて演習
問題をしておく。  2 時間 

５ 抵抗の直並列の実験 
直並列の計算方法について
学習しておく。 2 時間 

キルヒホッフの法則を使っ
て回路計算をやってみる。 2 時間 

６ 単相交流電力の測定 
交流回路の電力測定に必要
なものは何か学習しておく。 2 時間 

力率を改善する方法を調べ
ておく。 2 時間 

７ オシロスコープによる波
形観測 

オシロスコープとはどのよ
うなものか学習しておく。 2 時間 

リサジュー図形を用いた位
相差の測定方法について調

査する。 

2 時間 

８ ダイオードの特性 
ダイオードとはどのような
素子か学習しておく。 2 時間 

ダイオードの種類と用途に
ついて学習しておく。 2 時間 

９ 整流回路の特性実験 

整流回路の種類について調

査しておく。 2 時間 

半波整流、全波整流を比較

して全波整流の利点を考え

てみる。 

2 時間 

10 トランジスタの静特性 
トランジスタとはどのよう

な素子なのか学習しておく。 2 時間 
直流負荷線の書き方につい

て学習する。 2 時間 

11 トランジスタ増幅回路の
特性測定 

トランジスタ負帰還増幅回

路について学習しておく。 2 時間 

負帰還を掛けることのメリ

ット、デメリットを調査す
る。 

2 時間 

12 オペアンプの増幅回路 
オペアンプとは何か学習し

ておく。 2 時間 
オペアンプを用いた応用回

路について調べる。 2 時間 

13 デジタル IC 基本回路 
論理回路、真理値表、論理式

について学習しておく。 2 時間 
論理式の簡略化について学

習しておく。 2 時間 

14 DA・AD 変換回路 

DA 変換、AD 変換とは何か学

習しておく。 2 時間 

電圧を電気信号に変換する

際の精度が何で決まるか考
えてみる。 

2 時間 

15 
各種センサの基礎実験
（光センサ、温度センサ、
磁気センサ） 

センサとは何か学習してお
く。 2 時間 

センサと IoT との関連を学
習しておく。 2 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（50%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

毎回レポートを提出してもらいます。内容を確認して返却します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
実験プリントを配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

実験終了後は、実験内容をまとめた実験報告書を毎回提出してもらいます。  

なお、「電子情報実験Ⅱ(後期)」を履修予定の人は、「電子情報実験Ⅰ」を履修しておく

ことが望ましいです。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)実験に用いる計器や
測定器具類を正しく
選定し、正しく取り
扱うことができる。  

実験内容に
応じて、計器
や測定器具
類を正しく
選定し、正し
く扱うこと
ができる。 

実験内容に
応じて、計器
や測定器具
類を正しく
選定できる
が、扱い方が
一部間違っ
ている。 

実験内容に
応じて、計器
や測定器具
類を正しく
選定できる
が、扱い方が
間違ってい
る。 

実験内容に
応じて、計器
や測定器具
類を正しく
選定できな
い。 

授業への取り
組み 

（関心・意
欲・知識） 

30% 

(2)実験の際に、計器・測
定器具・実験セット
などを正しく配線す
ることができる。  

実験回路が
完璧に結線
できる。 

実験回路は
結線できる
が、不要な配
線がある。 

実験回路は
結線できる
が、計器類の
極性に誤り
がある。 

実験回路の
結線ができ
ない。 

授業への取り
組み 

（関心・意
欲・知識） 

20% 

(3)実験データを適切に
整理・解析する技術
を習得し、的確な報
告書を作成すること
ができる。  

実験データ
の処理が完
璧で、考察も
理論と比較
して技術的
見地に立っ
て考えをま
とめている。 

実験データ
の処理は完
璧だが、考察
が不十分で
ある。 

実験データ
の処理が不
十分で、考察
も不十分で
ある。 

報告書が提
出できない。 

課題・レポー
ト 

（知識・理
解・表現力） 

50% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

電子情報実験Ⅱ 
Experiments on Electronics 
and Information Science II 

情報メディア学科 22IMIP2004 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

実験 1 選択 和西 聡  

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ
を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。  

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○  

概 要 
これまで専門教育科目で学習してきた内容を活用し、組み込みマイコン技術や基礎的な回路を設計・製
作する力を養う。そのために、「半導体温度センサ（LM35DZ）を使った温度計」の設計から製作までを学
習する。 

到達目標 

(1) 電子部品のデータシートから必要な情報を読み取ることができる。  

(2) データシートをもとに簡単な電子回路を設計することができる。  

(3) 組み込みマイコンの簡単なプログラムを開発することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
電子回路開発にはどのよう
な工程があるか調査する。 

2 時間 
回路図エディターとは何
か調査する。 

2 時間 

２ 回路図エディター「BSch３」
の使い方 

回路図エディターの機能に
はどのようなものがあるか

調査する。  

2 時間 
回路図エディターを使っ
てみる。 2 時間 

３ 「BSch３」を使った電子回路
設計 

簡単な電子回路設計をやっ
てみる。 

2 時間 
電子回路を設計してみ
る。 

2 時間 

４ 

ブレッドボードによる動作実
験（電源回路、3 桁 7 セグメ

ント LED 点灯回路） スタティ
ック点灯 

ブレッドボードの仕組みに
ついて学習しておく。 

2 時間 

ダイナミック点灯とはど
のようなものか調査す

る。 
2 時間 

５ データシートの見方、電子部
品のサイズ 

データシートとは何か調査

する。 2 時間 

データシートとから読み

取れるものを箇条書きに
してみる。 

2 時間 

６ 
プリント基板エディター
「PCBE」によるパターン設計
① 

プリント基板とは何か学習
しておく。 2 時間 

PCBE を使用して設計をし
てみる。 2 時間 

７ 
プリント基板エディター
「PCBE」によるパターン設計
② 

効率の良い部品配置につい
て検討しておく。  2 時間 

PCBE を使用して設計修正
する。 2 時間 

８ 基板加工機による基板加工 
基板加工機に使われる工具
にはどのようなものがある

のか調査する。 

2 時間 
基板と回路図を比較して
間違いが無いか調査す

る。 

2 時間 

９ ハンダ付け、ケース加工（ノ
ギスの使い方） 

ハンダ付けとは何か調査し
ておく。 

2 時間 
ノギスの使い方について
再度確認しておく 

2 時間 

10 目視検査、通電テスト 
テスタの使い方を復習して
おく。 2 時間 

基板の面積を出来るだけ
小さくする方法はないか

検討する。 

2 時間 

11 半導体温度センサの特性測定 
半導体温度センサの特性に
ついて調査しておく。 2 時間 

プログラムを組む際にど
のような変換式を使えば

良いのか考える。 

2 時間 

12 PIC 開発環境「MPLAB X IDE」
の使い方 

PIC とは何か調査する。 

2 時間 

授 業 で 使 っ て い る

Arduino と何が違うのか
調査する。 

2 時間 

13 LED のスタティック点灯とダ
イナミック点灯制御 

7 セグメント LED と点灯方

法について調査する。 2 時間 

ダイナミック点灯のフロ

ーチャートを考えてお
く。 

2 時間 

14 AD 変換処理、割り込み処理の
プログラム 

割り込みとは何か学習して
おく。 

2 時間 
タイマー割り込みのプロ
グラムを考えておく。 

2 時間 

15 温度計としての全体のプログ
ラム作成 

温度測定のプログラムのア

ルゴリズムを考えておく。 2 時間 

効率の良いプログラム構

成は出来ないか再度検討
する。 

2 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（30%）、作品（40%）、授業への取り組み（30%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

毎回レポートを提出してもらいます。内容を確認して返却します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
自作テキストを配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

ものづくりの基本を一から学べます。自分ひとりで電子回路を作り上げることができま

す。なお、この科目は「電子情報実験 I」を履修していることが望ましいです。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)電子部品のデータシ

ートから必要な情報

を読み取ることがで

きる。  

非常に多く

の情報収集

が出来る。 

基礎的な情

報収集がで

きる。 

情報収集が

あまり出来

ていない。 

情報収集が

全く出来て

いない。 
授業への取り組み 

（関心・意欲・態度） 
30% 

(2)データシートをもと

に簡単な電子回路を

設計することができ

る。  

ほぼ完璧に

設計が出来

ている。 

大きな間違

いがなく、

設計が出来

ている。 

間違いはい

くつかある

が、基本的

な設計はで

きている。 

設計するこ

とが全く出

来ていな

い。 

課題・レポート 

（思考力・判断力・表

現力） 

30% 

(3)組み込みマイコンの

簡単なプログラムを

開発することができ

る。  

目的とする

プログラム

を完璧に完

成してい

る。 

プログラム

は完成して

いるが一部

無駄な処理

がある。 

プログラム

は完成して

いるが無駄

な処理が多

い。 

プログラム

が完成して

いない。 作品 

（知識・理解）  
40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ロボット製作演習 

Robot Production Exercise 
情報メディア学科 22IMIP2005 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 寺本 公思・大上 文典 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ
を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
これからの社会はロボットに代表される、マイコン組み込み技術が重要になってきます。この科目では

PC ボード Arduino について学んだ後、センサやモータ等のアクチュエータを含めたロボット制御技術

について学習し、最終的には自立型ロボットの製作を行うことにより組込み技術の習得を目指します。 

到達目標 

(1) Arduino 演習ボードを製作しプログラミングできる。  

(2) 代表的なセンサについて説明し活用できる。  

(3) センサ・マイコン・アクチュエータ（モータ）を使ったロボットの設計・プログラミングができ

る。  

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ プリント基板の作成 

ロボットの回路と基

盤の関係について調

べる 

2 時間 

プリント基板の回路

についてまとめる 2 時間 

２ 
回路製作演習（抵抗及びジャンパ線の

取り付け） 

使用素子について調

べる 
2 時間 

使った素子について

まとめる 
2 時間 

３ 
回路製作演習（IC、ソケット、液晶表

示器） 

使用素子について調

べる 
2 時間 

使った素子について

まとめる 
2 時間 

４ 回路製作演習（回路動作チェック） 
動作チェック方法に

ついて考える 
2 時間 

動作チェック方法に

ついてまとめる 
2 時間 

５ 
Arduino 演習（IDE の使い方と LED 制

御） 

LED について調べる 
2 時間 

作成したプログラム

について復習する 
2 時間 

６ Arduino 演習（LED 制御２） 
LED の制御方法につ

いて調べる 
2 時間 

作成したプログラム

について復習する 
2 時間 

７ Arduino 演習（Delay 関数） 
Delay 関数について

調べる 
2 時間 

作成したプログラム

について復習する 
2 時間 

８ Arduino 演習（for 文と While 文） 
For 文と while 文に

ついて学習しておく 
2 時間 

作成したプログラム

について復習する 
2 時間 

９ Arduino 演習（ポート制御） 
Arduino のポートに

ついて調べる 
2 時間 

作成したプログラム

について復習する 
2 時間 

10 Arduino 演習（変数と配列） 

C 言語の変数と配列

について復習してお

く 

2 時間 

作成したプログラム

について復習する 2 時間 

11 Arduino 演習（アナログ出力） 
アナログについて調

べる 
2 時間 

作成したプログラム

について復習する 
2 時間 

12 Arduino 演習（スイッチ入力） 

マイコンにおけるス

イッチ入力について

調べる 

2 時間 

作成したプログラム

について復習する 2 時間 

13 Arduino 演習（シリアル通信） 
シリアル通信につい

て調べる 
2 時間 

作成したプログラム

について復習する 
2 時間 

14 Arduino 演習（LCD の制御） 
液晶表示器について

調べる 
2 時間 

作成したプログラム

について復習する 
2 時間 

15 
Arduino 演習（LCD の制御とスイッチ

入力） 

液晶表示器のプログ

ラミングについて調

べる 

2 時間 

作成したプログラム

について復習する 2 時間 
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業内容 

と 

進め方 

（後期） 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 Arduino 演習（アナログ入力） 
アナログについて調

べる 2 時間 
作成したプログラム

について復習する 2 時間 

17 Arduino 演習（AD 変換と電圧測定） 
AD 変換について調べ

る 2 時間 
作成したプログラム

について復習する 2 時間 

18 Arduino 演習（センサの活用：光） 
光センサについて調

査する 2 時間 
作成したプログラム

について復習する 2 時間 

19 
Arduino 演習（センサの活用：距離、

温度） 

距離センサと温度セ

ンサについて調べる 2 時間 
作成したプログラム

について復習する 2 時間 

20 Arduino 演習（センサの活用） 

いままで使ったセン

サについてまとめて

おく 

2 時間 

作成したプログラム

について復習する 2 時間 

21 ロボット製作（本体の製作） 
テキストの該当部分

を読んでおく 2 時間 
作成手順についてま

とめる 2 時間 

22 
ロボット製作（スイッチ類の取り付

け） 

テキストの該当部分

を読んでおく 2 時間 
作成手順についてま

とめる 2 時間 

23 ロボット制御（前進、後進） 

テキストの前進後進

に関する部分を読ん

でおく 

2 時間 

作成したプログラム

について復習する 2 時間 

24 ロボット制御（自作関数による制御） 

テキストの自作関数

に関する部分を読ん

でおく 

2 時間 

作成したプログラム

について復習する 2 時間 

25 
ロボット制御（スピードコントロー

ル） 

テキストの速度制御

に関する部分を読ん

でおく 

2 時間 

作成したプログラム

について復習する 2 時間 

26 
ロボット制御（床センサと距離センサ

ーを使う） 

テキストのセンサ使

用に関する部分を読

んでおく 

2 時間 

作成したプログラム

について復習する 2 時間 

27 
ロボット制御（ライントレースプログ

ラム） 

テキストの該当部分

を読んでおく 2 時間 
作成したプログラム

について復習する 2 時間 

28 ロボット制御（自動倉庫プログラム） 
テキストの該当部分

を読んでおく 2 時間 
作成したプログラム

について復習する 2 時間 

29 最終課題 

今までのプログラム

について理解してお

く 

2 時間 

最終課題で作成した

プログラムについて

復習する 

2 時間 

30 最終課題に関する発表 
発表できるようにま

とめる 2 時間 
発表の反省点をまと

める 2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

ルーブリック評価を返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
適宜プリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
ものづくりや電気回路、プログラミングについて興味があることが望ましい。 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)Arduino 演習ボード

を製作しプログラミ

ングできる。  

ほぼ完璧に

製作し、プ

ログラミン

グ が 出 来

る。 

大きな間違

いがなく、

製作し、プ

ログラミン

グ が 出 来

る。 

間違いはい

くつかある

が、製作し、

プログラミ

ングが出来

る。 

製作やプロ

グラミング

が で き な

い。 

課題・レポート 

（関心・意欲・知

識・技能） 

40% 

(2)代表的なセンサにつ

いて説明し活用でき

る。  

ほぼ完璧に

センサを活

用し、説明

できる。 

大きな間違

いがなく、

センサを活

用し、説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、センサ

を活用し、

説 明 で き

る。 

センサを活

用し、内容

について説

明すること

が で き な

い。 

課題・レポート 

（関心・意欲・知

識・技能） 

20% 

(3)センサ・マイコン・ア

クチュエータ（モー

タ）を使ったロボッ

トの設計・プログラ

ミングがで   き

る。  

ほぼ完璧に

ロボットの

設計・プロ

グラミング

ができる。 

大きな間違

いがなく、

ロボットの

設計・プロ

グラミング

ができる 

間違いはい

くつかある

が、ロボッ

トの設計・

プログラミ

ングができ

る 

ロボットの

設計・プロ

グラミング

をすること

が で き な

い。 

課題・レポート 

（関心・意欲・知

識・技能） 

40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ＣＡＤ 

Computer-Aided Design 
情報メディア学科 22IMCO2005 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 和西 聡  

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 ○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 
CAD（Computer Aided Design）は、コンピュータ支援設計の略称である。今日では、CAD システムは作図

する上で欠かせないツールになっている。本講義では、CAD の使い方についての講義と演習を行う。あわ

せて、JIS に基づく製図規則について学習する。 

到達目標 

(1) JIS 製図規則を理解し、第三角法でかかれた図面から描かれているものがメージできる。  

(2) CAD ソフトウェアの基本的な操作ができる。  

(3) CAD の色々な機能を活用して、電気製図、 機械製図、 建築製図の製図規則を守り効率よく書くこと

ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習時

間 

１ オリエンテーション  
CADとは何か学習しておく。 

2 時間 
CAD が産業現場でどのよう
に使用されているのか調査
する。 

2 時間 

２ 製図の基礎（第三角法） 
物体の形状を平面図に示す
ための投影法について調査
しておく。  

2 時間 
第三角法を使って色々な品
物を書いてみる。  2 時間 

３ 
CAD ソフトウェアの基本操
作① 

CAD にはどんな種類がある
のか調査する。  

2 時間 
レイヤの概念について再度
学習しておく。  

2 時間 

４ 
CAD ソフトウェアの基本操

作② 

CAD ソフトを実際に使って
色々な機能を確認してお
く。 

2 時間 
初期設定ファイルが自分で
作成できるようにしてお
く。 

2 時間 

５ 課題１ 「簡単な図形」① 
レイヤを切り替えて線種が
使い分けられるようにして

おく。 

2 時間 
スナップ機能や複線機能の
使い方を学習しておく。 2 時間 

６ 課題１ 「簡単な図形」② 
寸法の記入方法を学習して
おく。 2 時間 

寸法値、寸法引出線、寸法線
の違いと設定方法を再度学

習しておく。 

2 時間 

７ 課題２ 「ペン立て」① 
初期設定ファイルの設定方

法を学習しておく。 
2 時間  

レイヤの使い方について再

度学習しておく。  
2 時間  

８ 課題２ 「ペン立て」② 
寸法補助記号の種類と意味
を学習しておく。  

2 時間  
寸法補助記号の用法につい
て再度学習しておく。 

2 時間  

９ 課題３ 電気製図「半加算回
路と全加算回路」① 

半加算回路と全加算回路に
ついて学習しておく。 

2 時間  
電気用図記号について学習
しておく。 

2 時間  

10 
課題３ 電気製図「半加算回

路と全加算回路」② 

複製コマンドの使い方を学

習しておく。 2 時間  

AND、OR、NOT、接続点など図

記号を自分で制作する方法

を再度学習する。 

2 時間  

11 課題４ 機械製図「フランジ
形固定軸継手」① 

機械製図に必要となる JIS
規格について調査する。 

2 時間 
機械製図に関する断面図の
書き方など学習しておく。 

2 時間 

12 課題４ 機械製図「フランジ

形固定軸継手」② 

機械製図に必要となる JIS
規格について調査する。 2 時間  

機械製図の図面が読み取れ
るよう再度ルールを確認し
ておく。 

2 時間  

13 課題５ 建築製図「木造 2階

建専用住宅」① 

木造住宅を設計する際に必
要となる専門用語について

学習する。  
2 時間  

「インチモジュール」 「メ
ーターモジュール」「 尺 モ

ジュール」の違いを再度確
認する。 

2 時間  

14 課題５ 建築製図「木造 2階

建専用住宅」② 

建具の使い方を学習してお

く。 
2 時間  

外構の作図や図形パーツの

使い方を学習しておく。 
2 時間  

15 課題５ 建築製図「木造 2階
建専用住宅」③ 

勾配のある屋根の図面はど

のようにして作図するのか
学習しておく。 

2 時間  

建築製図の図面が読み取れ

るよう再度ルールを確認し
ておく。 

2 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（70%）、授業への取り組み（30%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

毎回作品を提出してもらいます。内容を確認の後返却します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
自作プリントを配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

製図は、品物を製作するときに用いられ、設計者の意図を充分に表して製作者に伝える図

面です。そのためには、製図規則を守り正確に書くことが大切です。なお、この教科で使

用する CAD ソフトウェアは「Jw_cad」です。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)JIS 製図規則を理

解し、第三角法で

かかれた図面から

描かれているもの

がメージできる。  

第三角法の

図面から等

角図が完璧

に書ける。 

第三角法の

図面から等

角図がほぼ

書けるが、

一部のみ欠

けている。 

第三角法の

図面から等

角図が書け

るが、不十

分である。 

第三角法の

図面から等

角図が書け

ない。 
課題・レポート 

（理解・思考力・判断力）  
20% 

(2)CAD ソフトウェア

の基本的な操作が

できる。  

直線、円、

円弧、文

字、レイヤ

について完

璧に操作が

できる。 

直線、円、

円弧、文

字、レイヤ

についてほ

ぼ操作がで

きる。 

直線、円、

円弧、文

字、レイヤ

について十

分な操作が

できない。 

直線、円、

円弧、文

字、レイヤ

について操

作ができな

い。 

授業への取り組み 

（関心・意欲・態度・知

識）  

30% 

(3)CAD の色々な機能

を活用して、電気

製図、 機械製

図、 建築製図の

製図規則を守り効

率よく書くことが

できる。  

CAD を利用

して図面を

効率よく完

璧に書くこ

とができ

る。 

CAD を利用

して図面を

時間内に書

き上げるこ

とができ

る。 

CAD を利用

して図面を

書くことが

できるが、

時間がかか

る。  

課題作品を

提出できな

い。 
課題・レポート 

（意欲・知識・理解）  
50% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ＯＡ演習 

Office Automation 

Exercises 

情報メディア学科 22IMCO1011 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 ２ 選択 中谷 滋  

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ
を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 
ＯＡ化が進み、日常生活やあらゆる分野において、パソコンが導入されている。本授業では、一般社会

でのパソコンソフト(ワープロ・表計算・プレゼンテーション等)の基本操作の知識・技能を身につけ、

情報を収集・処理・分析して表現する能力を養う。 

到達目標 

(1）パソコンの基本的操作を行うことができる。 

(2）ワープロソフトを用いて基本的な文書作成ができる。 

(3）表計算ソフトを用いて表計算やグラフ等の作成ができる。 

(4) プレゼンテーションソフトを用いて発表資料を作成し、発表することができる。 

授業内容 

と 

進め方 

(前期) 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
ガイダンス：注意事項等、授業内容、フ
ァイルの配布・整理等 

シラバスを読む 0.5
時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

２ 
PC の起動・操作方法 －パスワード－ 
Word の基本操作とページ設定 

タイピング練習 0.5
時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

３ 
Word 演習 Word による文書作成と文字

の加工 

Word の基本作業練習 0.5

時間 

配布資料の復習 0.5

時間 

４ 
Word 演習 Word による文書作成と表の
作成 

Word の基本作業練習 0.5
時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

５ 
Word 演習 案内文書作成 作図の方法 
 表・イラスト・図の挿入 

イラスト練習 0.5
時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

６ 
Word演習 報告文書作成 表・イラスト・

図の活用 

文書・表作成練習 0.5

時間 

配布資料の復習 0.5

時間 

７ Word 演習 ＰＯＰ広告・チラシの作成 
イラスト練習 0.5

時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

８ 
Excel の基本操作と表の作成、並べ替
え、 

Excel 基本作業練習 0.5
時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

９ Excel 演習 表の作成・集計計算 
Excel 基本作業集計計
算練習 

0.5

時間 

配布資料の復習 0.5

時間 

10 
Excel 演習 表計算と並べ替え・グラフ
作成とグラフの変更 

Excel 基本作業グラフ

の練習 
0.5
時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

11 Excel 演習 作図と図・グラフの挿入 
Excel 基本作業図の挿
入 

0.5
時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

12 
Excel演習 表の集計とグラフの応用課

題① 

Excel のデータ活用練
習 

2   

時間 

配布資料の復習 0.5

時間 

13 
Excel演習 表の集計とグラフの応用課
題② 

Excel のデータ管理練

習 
0.5
時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

14 
Word・Excel 演習 リンクと Excel のデ
ータ管理、データの共有化 

Wordと Excelのデータ
共有 

0.5
時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

15 授業のまとめ 
振り返り 0.5

時間 

振り返り 0.5
時間 
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授業内容 

と 

進め方 

(後期) 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 

ガイダンス：授業内容、日程表、諸注意
等 

Word 演習 Word の復習とイラスト作
成 

Wordと Excelの基本練
習 0.5

時間 

配布資料の復習 
0.5

時間 

17 
Word による図形の作成 

Word 演習 Word の POP 広告作成 

イラスト練習 0.5

時間 

配布資料の復習 0.5

時間 

18 
Word による図形の作成 
Word演習 ポスターの作成図（形作成と

挿入） 

イラスト練習 
0.5
時間 

配布資料の復習 
0.5
時間 

19 
PowerPoint の基本操作 

PP 演習 スライドの作成 

PowerPoint 基本練習 

デザイン 
0.5

時間 

配布資料の復習 0.5

時間 

20 
PowerPoint の基本操作 
PP 演習 デザイン・コンテンツの挿入 

PowerPoint 基本練習 
挿入図形 

0.5
時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

21 
PowerPoint の活用 
PP 演習 表の挿入、図形作成 

PowerPoint 基本練習 
表。グラフ 

0.5
時間 

配布資料の復習 0.5
時間 

22 
PowerPoint の活用 

PP 演習 アニメーションの導入 

PowerPoint 基本練習 

アニメーション 
0.5

時間 

配布資料の復習 0.5

時間 

23 
PowerPoint の活用 
PP 演習 アニメーション化・イラスト

挿入 

PowerPoint 基本練習 
アニメーション 

0.5
時間 

配布資料の復習 
0.5
時間 

24 
PowerPoint の活用 
PP 演習 スライドのリンク クイズ作

成 

PowerPoint 基本練習 
リンク作業 

0.5
時間 

配布資料の復習 
0.5
時間 

25 

PowerPoint の活用 

PP 演習 スライドの外部リンク 写
真・動画挿入 

PowerPoint 基本練習 

リンク作業 
0.5
時間 

配布資料の復習 
0.5
時間 

26 

PowerPoint の活用 

PP 演習 スライドの外部リンク 写
真・動画挿入 

スライドの資料準備と

データ収集 
0.5
時間 

発表スライドの作成 
2   

時間 

27 
PowerPoint の活用 
PP演習 発表用プレゼンテーションの
作成 

スライドの資料準備と
データ収集 

0.5

時間 

発表の練習 
2   

時間 

28 プレゼン作品発表①－前半－  
発表の練習 0.5

時間 

発表の反省 0.5
時間 

29 プレゼン作品発表②－後半－ 
発表の練習 0.5

時間 

発表の反省 0.5

時間 

30 授業のまとめ 
振り返り 0.5

時間 

振り返り 0.5
時間 

成 績 評 価 課題・レポート（70%）、授業への取り組み（30%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業において提示した課題については、授業内で個人あるいは全体に対してフィードバ

ックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
必要に応じてプリント配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)これまでの人
生の歩みから、
自己の特徴を
分析し、自らの
言葉で語るこ
とができる。  

深い自己分
析 に 基 づ
き、自己の
特徴を分か
りやすく伝
えることが
できる。 

十分に自己
分析できて
おり、自己
の様々な特
徴を語るこ
と が で き
る。 

最低限の自
己分析はで
きており、
自己の特徴
をいくつか
語ることが
できる。 

自己分析が
不十分であ
り、自己の
特徴を言語
化できてい
ない。 

授業への取り組み 
（思考力・判断力・表現力） 

10% 

課題・レポート 
（思考力・判断力・表現力） 

20% 

(2)職種研究を進
め、複数職種に
ついて、その特
徴を説明でき
る。 

複数職種に
ついて、そ
の特徴をほ
ぼ完ぺきに
説 明 で き
る。 

複数職種に
ついて、そ
の特徴を十
分に説明で
きる。 

複数職種に
ついて、そ
の特徴を最
低限説明で
きる。 

説明できて
いない。 授業への取り組み 

（思考力・判断力・表現力） 
10% 

課題・レポート 
（思考力・判断力・表現力） 

20% 

(3)企業研究を進
め、複数企業に
ついて、その特
徴を説明でき
る。   

複数企業に
ついて、そ
の特徴をほ
ぼ完ぺきに
説 明 で き
る。 

複数企業に
ついて、そ
の特徴を十
分に説明で
きる。 

複数企業に
ついて、そ
の特徴を最
低限説明で
きる。 

説明できて
いない。 授業への取り組み 

（思考力・判断力・表現力） 
10% 

課題・レポート 
（思考力・判断力・表現力） 

20% 

(4)社会保障制度
や労働者の権
利・義務の基本
を説明できる。  

ほぼ完璧に
説 明 で き
る。 

大きな間違
いがなく、
説 明 で き
る。 

間違いはい
くつかある
が、最低限
の基本を説
明できる。 

説明できて
いない。 

課題・レポート 
（知識・理解） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ビジネス演習 

Business Practice 
情報メディア学科 22IMIC1005 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 福原 道照 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテン
ツを効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。  

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
前期は、ワープロソフトウェアを利用したビジネス文書の作成及び表計算ソフトウェアを利用したビジ

ネスにおける表の作成を学ぶ。  

後期は、企業の取引を記録・計算・整理する複式簿記について学ぶ。 

到達目標 

(1) ビジネス文書の作成ができる。  

(2) ビジネスにおける表の作成ができる。  

(3) 複式簿記による仕訳と転記、決算処理ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ ガイダンス 
テキスト 32 ページから 52
ページを読んでおく。 

1 時間 
文字入力の基本操作を復
習する。 

1 時間 

２ 
ビジネス文書の作成① －基
本的文書－ 

テキスト 53 ページから 59
ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の文書作成方法を
復習する。 

1 時間 

３ 
ビジネス文書の作成② －文
字の修飾－ 

テキスト 60 ページから 62
ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の文書作成方法を
復習する。 

1 時間 

４ 
ビジネス文書の作成③ －表
の活用－ 

テキスト 63 ページから 76
ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の文書作成方法を
復習する。 

1 時間 

５ 
ビジネス文書の作成④ －図

形の活用－ 

テキスト 77 ページから 84

ページを読んでおく。 
1 時間 

授業時の文書作成方法を

復習する。 
1 時間 

６ 
ビジネス文書の作成⑤ －画

像の活用－ 

テキスト 85 ページから 91

ページを読んでおく。 
1 時間 

授業時の文書作成方法を

復習する。 
1 時間 

７ ビジネス文書の作成⑥ －総
合問題①－ 

ビジネス文書の作成①か
ら⑤の復習をしておく。 

1 時間 
授業時の文書作成方法を
復習する。 

1 時間 

８ ビジネス文書の作成⑦ －総
合問題②－ 

ビジネス文書の作成①か
ら⑤の復習をしておく。 

1 時間 
授業時の文書作成方法を
復習する。 

1 時間 

９ 表の作成① －データ入力－ 
テキスト96ページから111
ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の表の作成方法を
復習する。 

1 時間 

10 表の作成② －基本的なﾜｰｸｼ
ｰﾄ編集－ 

テキスト 112 ページから
117 ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の表の作成方法を
復習する。 

1 時間 

11 表の作成③ －関数・ｾﾙ参

照・罫線・行の挿入－ 

テキスト 120 ページから

137 ページを読んでおく。 
1 時間 

授業時の表の作成方法を

復習する。 
1 時間 

12 表の作成④ －グラフ－ 
テキスト 142 ページから

148 ページを読んでおく。 
1 時間 

授業時の表の作成方法を

復習する。 
1 時間 

13 表の作成⑤ －条件判定と順
位付け・検索関数－ 

テキスト 152 ページから
166 ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の表の作成方法を
復習する。 

1 時間 

14 表の作成⑥ －総合問題①－ 
表の作成①から⑤の復習
をしておく。 

1 時間 
授業時の表の作成方法を
復習する。 

1 時間 

15 表の作成⑦ －総合問題②－ 
表の作成①から⑤の復習
をしておく。 

1 時間 
授業時の表の作成方法を
復習する。 

1 時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 簿記の概要、簿記の要素 
テキスト 8 ページから 27
ページを読んでおく。 1 時間 

授業時の演習問題の解き

方を復習する。 
1 時間 

17 取引と勘定 
テキスト 28 ページから 36

ページを読んでおく。 
1 時間 

授業時の演習問題の解き

方を復習する。 
1 時間 

18 仕訳と転記 
テキスト 38 ページから 48
ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き
方を復習する。 

1 時間 

19 取引の記帳① －現金預金－ 

テキスト 76 ページから 91
ページを読んでおく。 1 時間 

授業時の演習問題の解き

方を復習する。 
1 時間 
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授業内容 

と 

進め方 

（後期） 

20 
取引の記帳② －商品売買

－ 

テキスト 92 ページから 104

ページを読んでおく。 
1 時間 

授業時の演習問題の解き方

を復習する。 
1 時間 

21 
取引の記帳③ －掛け・手

形－ 

テキスト 105 ページから 115

ページを読んでおく。 
1 時間 

授業時の演習問題の解き方

を復習する。 
1 時間 

22 
取引の記帳④ －固定資
産、有価証券－ 

テキスト 131 ページから 135
ページ、224 ページから 227

ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き方
を復習する。 

1 時間 

23 
取引の記帳⑤ －その他の
債権･債務－ 

テキスト 118 ページから 130

ページ、240 ページから 244
ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き方
を復習する。 

1 時間 

24 
取引の記帳⑥ －資本、販

売費及び一般管理費、税
金－ 

テキスト 136 ページから 147

ページ、274 ページから 284
ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き方
を復習する。 

1 時間 

25 会計帳簿・伝票・試算表 
テキスト 184 ページから 197
ページ、51 ページから 56 ペ
ージを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き方

を復習する。 
1 時間 

26 決算① －決算整理(1)－ 
テキスト 62ページから 71ペ
ージ、152 ページから 167 ペ
ージを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き方
を復習する。 1 時間 

27 決算② －決算整理(2)－ 
テキスト 250 ページから 262
ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き方
を復習する。 

1 時間 

28 決算③ －精算表－ 
テキスト 57ページから 60ペ
ージ、170 ページから 173 ペ
ージを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き方
を復習する。 1 時間 

29 
決算④ －損益計算書・貸
借対照表－ 

テキスト 178 ページから 179
ページ、263 ページから 267

ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き方
を復習する。 1 時間 

30 総合問題演習 
17 回から 29 回までの授業時
の演習問題の復習をしてお

く。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き方
を復習する。 1 時間 

成 績 評 価 定期試験（40%）、授業への取り組み（60%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

課題レポートや定期試験は、添削・採点をし原則として次の授業時に返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

前期テキスト：「30 時間でマスター Office2016」実教出版企画開発部 編 実教出版  

後期テキスト：「新簿記」 安藤 英義 他 執筆･編集 実教出版 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

基礎・基本を理解することが大切です。  

簿記は復習を十分に行う必要があります。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 
(1)ビジネス文

書の作成が
できる。  

ほぼ完璧にビ
ジネス文書の
作 成 が で き
る。 

大きな間違い
がなく、ビジ
ネス文書の作
成ができる。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限のビジ
ネス文書の作
成ができる。 

ビジネス文書
の作成ができ
ていない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・態度・

技能・思考力） 
15% 

定期試験 
（知識・理解・技能） 

10% 

(2)ビジネスに
おける表の
作成ができ
る。  

ほぼ完璧に表
の作成ができ
る。 

大きな間違い
がなく、表の
作成ができ
る。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の表の
作 成 が で き
る。 

表の作成がで
きていない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・態度・

技能・思考力） 
15% 

定期試験 
（知識・理解・技能） 

10% 

(3)複式簿記に
よる仕訳と
転記、決算
処理ができ
る。  

ほぼ完璧に仕
訳･転記･決算
処 理 が で き
る。 

大きな間違い
がなく、仕
訳･転記･決算
処理ができ
る。 

間違いはいく
つかあるが、
最 低 限 の 仕
訳･転記･決算
処 理 が で き
る。 

仕訳･転記･決
算処理ができ
ていない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・態度・

技能・思考力） 
30% 

定期試験 
（知識・理解） 

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

中小企業会計学 

Accounting Study of the 

Small and Medium 

情報メディア学科 22IMIC1004 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 福原 道照 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。  

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
企業において日常発生する企業外部との取引を記録・計算・整理する方法について、複式簿記による基

本的な処理を学ぶ。授業内容のレベルは、日商簿記検定３級程度である。 

到達目標 

(1) 複式簿記による企業の取引活動の基本的処理方法を記録・整理できる。  

(2) 複式簿記によって、企業の日常の取引について仕訳と転記ができる。  

(3) 決算の意味や目的及び決算整理の必要性を理解し、決算整理の処理ができる。  

(4) 財務諸表（損益計算書と貸借対照表）の作成ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
ガイダンス、簿記の概要、簿
記の要素 

テキスト 8 ページから 27 ペ
ージを読んでおく。  

1 時間 
授業時の演習問題の解き
方を復習する。  

1 時間 

２ 取引と勘定 
テキスト 28ページから 36ペ
ージを読んでおく。  

1 時間 
授業時の演習問題の解き
方を復習する。  

1 時間 

３ 仕訳と転記 
テキスト 38ページから 48ペ
ージを読んでおく。  

1 時間 
授業時の演習問題の解き
方を復習する。  

1 時間 

４ 
取引の記帳① －現金預金

－ 

テキスト 76ページから 91ペ

ージを読んでおく。 
1 時間 

授業時の演習問題の解き

方を復習する。  
1 時間 

５ 
取引の記帳② －商品売買

－ 

テキスト 92 ページから 104

ページを読んでおく。 
1 時間 

授業時の演習問題の解き

方を復習する。  
1 時間 

６ 
取引の記帳③ －掛け・手形
－ 

テキスト 105 ページから 115
ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き
方を復習する。  

1 時間 

７ 取引の記帳④ －固定資産、
有価証券－ 

テキスト 131 ページから 135
ページ、224 ページから 227

ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き
方を復習する。  1 時間 

８ 取引の記帳⑤ －その他の
債権･債務－ 

テキスト 118 ページから 130
ページ、240 ページから 244

ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き
方を復習する。  1 時間 

９ 取引の記帳⑥ －資本、販売
費及び一般管理費、税金－ 

テキスト 136 ページから 147

ページ、274 ページから 284
ページを読んでおく。 

1 時間 

授業時の演習問題の解き

方を復習する。  1 時間 

10 会計帳簿・伝票・試算表 

テキスト 184 ページから 197

ページ、51 ページから 56 ペ
ージを読んでおく。 

1 時間 

授業時の演習問題の解き

方を復習する。  1 時間 

11 決算① －決算整理(1)－ 
テキスト 62ページから 71ペ
ージ、152 ページから 167 ペ
ージを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き
方を復習する。  1 時間 

12 決算② －決算整理(2)－ 
テキスト 250 ページから 262
ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き
方を復習する。  

1 時間 

13 決算③ －精算表－ 
テキスト 57ページから 60ペ
ージ、170 ページから 173 ペ
ージを読んでおく。  

1 時間 
授業時の演習問題の解き

方を復習する。  1 時間 

14 
決算④ －損益計算書・貸借

対照表－ 

テキスト 178 ページから 179
ページ、263 ページから 267
ページを読んでおく。 

1 時間 
授業時の演習問題の解き

方を復習する。  1 時間 

15 総合問題演習 

2 回から 14 回までの授業時

の演習問題の復習をしてお

く。 

2 時間 

授業時の演習問題の解き

方を復習する。  1 時間 
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成 績 評 価 定期試験（40%）、授業への取り組み（60%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

課題レポートや定期試験は、添削・採点をし原則として次の授業時に返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：「新簿記」 安藤 英義 他 執筆･編集 実教出版  

参考文献：「みんなが欲しかった 簿記の教科書 日商 3級 商業簿記 第 9版」  

滝澤 ななみ 著 TAC 出版 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
復習を十分に行う必要があります。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)複式簿記による企業
の取引活動の基本的
処理方法を記録・整
理できる。  

ほぼ完璧に
学習内容を
記録・整理で
きる。 

大きな間違
いがなく、
学習内容を
記録・整理
できる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
学習内容を
記録・整理で
きる。 

学習内容を
記録・整理で
きていない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・態
度・技能・思考力） 

60% 

(2)複式簿記によって、
企業の日常の取引に
ついて仕訳と転記が
できる。  

ほぼ完璧に
仕訳・転記が
できる。 

大きな間違
いがなく、
仕訳・転記
ができる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
仕訳・転記が
できる。 

仕訳・転記が
できていな
い。 

定期試験 
（知識・理解） 

25% 

(3)決算の意味や目的及
び決算整理の必要性
を理解し、決算整理
の処理ができる。  

ほぼ完璧に
決算整理の
処理ができ
る。 

大きな間違
いがなく、
決算整理の
処理ができ
る。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
決算整理の
処理ができ
る。 

決算整理の
処理ができ
ていない。 定期試験 

（知識・理解） 
7% 

(4)財務諸表（損益計算
書と貸借対照表）の
作成ができる。  

ほぼ完璧に
財務諸表の
作成ができ
る。 

大きな間違
いがなく、
財務諸表の
作成ができ
る。 

間違いはい
くつかある
が、最低限
の財務諸表
の作成がで
きる。 

財務諸表の
作成ができ
ていない。 

定期試験 
（知識・理解） 

8% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

キャリア教育 

Career Education 

情報メディア学科 

（一般学生対象） 
22IMCO1015 

１年次 

２年次 

１年次後期 

２年次前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 柴田 道信 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテン
ツを効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

「大学で学ぶこと」と「社会で働くこと」の意義や関連性を考えて、学生自ら将来の人生設計を行うこ

とができるように、生涯にわたる多様なキャリア形成に必要な能力や態度を育成する。また、社会人と

して必要な社会保障制度や労働者の権利・義務についての知識を身に付ける。2年次前期は、特に就職

活動と関連付けた授業を行う。 

到達目標 

(1) これまでの人生の歩みから、自己の特徴を分析し、自らの言葉で語ることができる。  

(2) 職種研究を進め、複数職種について、その特徴を説明できる。  

(3) 企業研究を進め、複数企業について、その特徴を説明できる。  

(4) 社会保障制度や労働者の権利・義務の基本を説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

（1年次

後期） 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型デ

ィスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
シラバスを読み、科目の内

容を把握する 1 時間 
配布プリントの内容を復

習する 2 時間 

２ 自己紹介、自分の将来 
自分の将来について考える 

2 時間 
自分の将来についてまと
める 2 時間 

３ なぜ働くのか？ 
なぜ働くのかを考える 

2 時間 
なぜ働くのか自分の考え
をまとめる 2 時間 

４ 企業が求める人材 
企業が求める人材について

考える 2 時間 
企業が求める人材につい

てまとめる 2 時間 

５ 
自己分析（１）小・中・高
校 

小中高校時代を振り返る 
2 時間 

小中高校時代についてま
とめる 2 時間 

６ 自己分析（２）大学 
大学生活を振り返る 

2 時間 
大学生活についてまとめ
る 2 時間 

７ 自己分析（３）長所や短所 
長所や短所を振り返る 

2 時間 
長所や短所をまとめる 

2 時間 

８ 様々な職種と職種研究 
どのような職種があるか調
べておく 2 時間 

配布プリントの内容を復
習する 2 時間 

９ 職種研究（１）職種調査 
自分が興味のある仕事を調
べておく 2 時間 

調査した結果をまとめる 
2 時間 

10 
職種研究（２）グループ討

議 

他の職種の質問事項などを

考える 2 時間 
グループ討議の結果をま

とめる 2 時間 

11 職種研究（３）適職分析 
自己分析結果をまとめてお
く 2 時間 

適職分析結果をまとめる 
2 時間 

12 履歴書の書き方 
一般的な履歴書の書き方を
予習しておく 2 時間 

配布プリントの内容を復
習する 2 時間 

13 
自己紹介書の書き方（１）

学生生活 

得意科目課外活動について

振り返る 2 時間 
得意科目課外活動をまとめ

る 2 時間 
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14 
自己紹介書の書き方（２）

自己の特徴、特技 

自己の特徴、特技を考える 
2 時間 

自己の特徴、特技をまとめ

る 2 時間 

15 自己紹介書による面接 
自己紹介書に記載した内容
を元に面接シミュレーショ

ンを行う 

2 時間 
面接結果をもとに自己紹介
書を書き直す 2 時間 

授業内容 

と 

進め方 

（２年次

前期） 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 オリエンテーション 
5 年後、10 年後の自分を思
い描く 2 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

17 就職活動の進め方と注意点 
具体的な就職活動計画を立

てておく 2 時間 
配布プリントの内容を復習

する 2 時間 

18 就職活動のマナーとルール 
就職活動のマナーについて
予習する 2 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

19 求人情報の見方 
実際に幾つか求人票を見て
不明な項目を調べる 2 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

20 企業情報の収集と分析方法 
企業情報の収集方法を調べ

る 2 時間 
配布プリントの内容を復習

する 2 時間 

21 
企業研究の実践（１）情報
収集と分析 

興味のある企業の HP を閲
覧しておく 2 時間 

企業の情報を表にまとめ分
析する 2 時間 

22 
企業研究の実践（２）資料
作成 

発表資料の構成を考える 
2 時間 

授業での助言をふまえ資料
を完成させる 2 時間 

23 企業研究の実践（３）発表 

発表練習を行う 

2 時間 

自身の発表の総括および他

者の発表内容のまとめを行
う 

2 時間 

24 自己紹介書の作成 
志望動機について考えてお
く 2 時間 

自己紹介書を完成させる 
2 時間 

25 面接試験対策（１）自己 
自己に関する質問内容を調

査する 2 時間 
自己に関する質問への回答

をまとめる 2 時間 

26 
面接試験対策（２）会社、
その他 

会社に関する質問内容を調
査する 2 時間 

会社に関する面接の質問を
調査する（2h 2 時間 

27 
面接試験対策（３）模擬面
接 

面接練習を行う 
2 時間 

面接で指摘されたところを
直す 2 時間 

28 働くルール（１）課題選択 
労働に関することで気にな

っていることをまとめる 2 時間 
選択した課題を調査する 

2 時間 

29 働くルール（２）調査 
選択した課題を調査する 

2 時間 
調査した内容をまとめる 

2 時間 

30 働くルール（３）発表 
発表練習を行う 

2 時間 
働くルールをまとめる 

2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（70%）、授業への取り組み（30%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業において提示した課題については、授業内で個人あるいは全体に対してフィードバ

ックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
必要に応じてプリント配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)これまでの人

生の歩みから、

自己の特徴を

分析し、自らの

言葉で語るこ

とができる。  

深い自己分

析 に 基 づ

き、自己の

特徴を分か

りやすく伝

えることが

できる。 

十分に自己

分析できて

おり、自己

の様々な特

徴を語るこ

と が で き

る。 

最低限の自

己分析はで

きており、

自己の特徴

をいくつか

語ることが

できる。 

自己分析が

不十分であ

り、自己の

特徴を言語

化できてい

ない。 

授業への取り組み 

（思考力・判断力・表現力） 
10% 

課題・レポート 

（思考力・判断力・表現力） 
20% 

(2)職種研究を進

め、複数職種に

ついて、その特

徴を説明でき

る。 

複数職種に

ついて、そ

の特徴をほ

ぼ完ぺきに

説 明 で き

る。 

複数職種に

ついて、そ

の特徴を十

分に説明で

きる。 

複数職種に

ついて、そ

の特徴を最

低限説明で

きる。 

説明できて

いない。 授業への取り組み 

（思考力・判断力・表現力） 
10% 

課題・レポート 

（思考力・判断力・表現力） 
20% 

(3)企業研究を進

め、複数企業に

ついて、その特

徴を説明でき

る。   

複数企業に

ついて、そ

の特徴をほ

ぼ完ぺきに

説 明 で き

る。 

複数企業に

ついて、そ

の特徴を十

分に説明で

きる。 

複数企業に

ついて、そ

の特徴を最

低限説明で

きる。 

説明できて

いない。 授業への取り組み 

（思考力・判断力・表現力） 
10% 

課題・レポート 

（思考力・判断力・表現力） 
20% 

(4)社会保障制度

や労働者の権

利・義務の基本

を説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
課題・レポート 

（知識・理解） 
10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

キャリア教育 

Career Education 

情報メディア学科 

（留学生対象） 
22IMCO1015 

１年次 

２年次 

１年次後期 

２年次前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 林 伸一 
 

 

ディプロマ・  

ポリシー 

との関係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

日本語能力試験は、留学生の日本語能力を測定し、認定する試験として広く認知されており、留学生に

とって日本語能力試験に合格し、認定を受けることは、将来のキャリア形成の観点からも重要である。

本授業では、日本語能力試験 N2または N1合格を目標に、文字・語彙・文法などの言語知識の学習や読

解・聴解の練習を行う。 

到達目標 

(1) 日本語能力試験 N2/N1レベルの言語知識を持ち、適切に用いることができる。  

(2) 日本語能力試験 N2/N1レベルの文章を読み、内容を理解することができる。  

(3) 日本語能力試験 N2/N1レベルのテキストを聞き、内容を理解することができる。  

 回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

授業内容 

と 

進め方 

(１年次 

後期) 

１ 
オリエンテーション 問題演習（１）文

字・語彙 

オリエンテーション 
 

該当箇所の復習。 
2時間 

２ 問題演習（１）文字・語彙の解説 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

３ 問題演習（１）文法・読解 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

４ 問題演習（１）文法・読解の解説 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

５ 問題演習（１）聴解および解説 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

６ 問題演習（２）文字・語彙 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

７ 問題演習（２）文字・語彙の解説 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

８ 問題演習（２）文法・読解 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

９ 問題演習（２）文法・読解の解説 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

10 問題演習（２）聴解および解説 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

11 問題演習（３）文字・語彙 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

12 問題演習（３）文字・語彙の解説 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

13 問題演習（３）文法・読解 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

14 問題演習（３）文法・読解の解説 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

15 問題演習（３）聴解および解説 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

 

 

 

 

 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 
オリエンテーション 問題演習（４）文

字・語彙 

オリエンテーション 
2時間 

該当箇所の復習。 
2時間 

17 問題演習（４）文字・語彙の解説 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 

18 問題演習（４）文法・読解 
該当箇所の予習。 

2時間 
該当箇所の復習。 

2時間 



 

 

 

 

授業内容 

と 

進め方 

(2 年次 

前期) 

19 問題演習（４）文法・読解の解説 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

20 問題演習（４）聴解および解説 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

21 問題演習（５）文字・語彙 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

22 問題演習（５）文字・語彙の解説 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

23 問題演習（５）文法・読解 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

24 問題演習（５）文法・読解の解説 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

25 問題演習（５）聴解および解説 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

26 問題演習（６）文字・語彙 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

27 問題演習（６）文字・語彙の解説 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

28 問題演習（６）文法・読解 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

29 問題演習（６）文法・読解の解説 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

30 問題演習（６）聴解および解説 
該当箇所の予習。 

2 時間 
該当箇所の復習。 

2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、小テスト（50%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

小テストを採点し、返却時に間違った箇所を解説する。  

課題の作文などを添削し、返却時に誤用例や模範例を示して解説する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
授業時に資料を配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

日本語能力試験に合格するには、授業時間以外にも予習・復習し、自主的に  

勉強することが大切です。特に漢字の読み書きに力を入れてください。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)日本語能力試験 N2/N1

レベルの言語知識を持

ち、適切に用いることが

できる。  

日本語能力

試験 N1 レベ

ルの言語知

識を持ち、適

切に用いる

ことができ

る。 

日本語能力

試験 N2 レベ

ルの言語知

識を持ち、適

切に用いる

ことができ

る。 

日本語能力

試験 N3 レベ

ルの言語知

識を持ち、適

切に用いる

ことができ

る。 

日本語能力

試験 N４/N5

レベルの言

語知識を持

ち、適切に用

いることが

できる。 

定期試験 

（知識・理解） 
15% 

小テスト 

（知識・理解） 
15% 

(2)日本語能力試験 N2/N1

レベルの文章を読み、内

容を理解することがで

きる。  

日本語能力

試験 N1 レベ

ルの文章を

読み、内容を

理解するこ

とができる。 

日本語能力

試験 N2 レベ

ルの文章を

読み、内容を

理解するこ

とができる。 

日本語能力

試験 N3 レベ

ルの文章を

読み、内容を

理解するこ

とができる。 

日本語能力

試 験 N4/N5

レベルの文

章を読み、内

容を理解す

ることがで

きる。 

定期試験 

（知識・理解） 
15% 

小テスト 

（知識・理解） 
15% 

(3)日本語能力試験 N2/N1

レベルのテキストを聞

き、内容を理解すること

ができる。  

日本語能力

試験 N1 レベ

ルのテキス

トを聞き、内

容を理解す

ることがで

きる。 

日本語能力

試験 N2 レベ

ルのテキス

トを聞き、内

容を理解す

ることがで

きる。 

日本語能力

試験 N3 レベ

ルのテキス

トを聞き、内

容を理解す

ることがで

きる。 

日本語能力

試 験 N4/N5

レベルのテ

キストを聞

き、内容を理

解すること

ができる。 

定期試験 

（知識・理解） 
20% 

小テスト 

（知識・理解） 
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

情報と職業 

Information Careers 
情報メディア学科 22IMCO1009 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 呉 靭 ○ 

実務家教員 

の詳細 

一般企業のシステムエンジニアとしての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行

う。    

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ
を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
コンピュータやインターネットを活用することは、現代のビジネス社会において不可欠である。本講義

では、コンピュータやインターネットが社会やビジネスをどのように変えてきたのかを様々な事例を通

して紹介する。 

到達目標 

(1) 情報化社会および企業における情報活用の事例を説明できる。  

(2) 今日の高度情報化社会を支える業種（職種）について具体例を使って説明できる。  

(3) ハイテク犯罪の事例を説明でき、またそれに巻き込まれないようにするための技術などを学ぶ。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ イントロダクション 
授業テーマを参照し、
予習する。 1 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。  2 時間 

２ 情報化社会と情報産業 
授業テーマを参照し、
予習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

３ 
社会基盤としての情報システムと
行政の情報システム 

授業テーマを参照し、

予習する。 2 時間 
授業で学んだ内容を復

習する。 2 時間 

４ 
情報化によるビジネス環境の変化
① －POS システム－ 

授業テーマを参照し、
予習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

５ 
情報化によるビジネス環境の変化

② －顧客情報の活用－ 

授業テーマを参照し、
予習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

６ 
情報化によるビジネス環境の変化
③ －CTI・ワントゥワンビジネス－ 

授業テーマを参照し、

予習する。 2 時間 
授業で学んだ内容を復

習する。 2 時間 

７ 
情報化によるビジネス環境の変化
④ －ビジネス環境の変化－ 

授業テーマを参照し、
予習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

８ 
インターネットビジネス① －BTO・

ASP・オークション－ 

授業テーマを参照し、
予習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

９ 
インターネットビジネス② －広告
ビジネス・検索サービス－ 

授業テーマを参照し、

予習する。 2 時間 
授業で学んだ内容を復

習する。 2 時間 

10 
企業における情報活用① －製造業
における情報システム－ 

授業テーマを参照し、
予習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

11 
企業における情報活用② －ナレッ

ジマネジメント－ 

授業テーマを参照し、
予習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

12 情報ビジネスと職種 
授業テーマを参照し、

予習する。 2 時間 
授業で学んだ内容を復

習する。 2 時間 

13 資格とキャリアパス 
授業テーマを参照し、
予習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

14 
高度情報化に伴う諸問題および法

制度① 

授業テーマを参照し、
予習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

15 
高度情報化に伴う諸問題および法
制度② 

授業テーマを参照し、

予習する。 2 時間 
授業で学んだ内容を復

習する。 2 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（75%）、授業への取り組み（25%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業において提示した課題について、授業内で個別に、または全体に対してフィードバ

ックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：なし（プリントを随時配布）  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
上級情報処理士：選択科目 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)情報化社会および

企業における情報

活用の事例を説明

できる。  

ほぼ完璧に

学習内容を

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

学習内容を

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の学習内容

は説明でき

る。 

説明できな

い。 
課題・レポート 

（知識・理解・思考力・

表現力） 

45% 

授業への取り組み 

（関心・意欲・態度） 
15% 

(2)今日の高度情報化

社会を支える業種

（職種）について具

体例を使って説明

できる。  

ほぼ完璧に

学習内容を

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

学習内容を

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の学習内容

は説明でき

る。 

説明できな

い。 
課題・レポート 

（知識・理解・思考力・

表現力） 

15% 

授業への取り組み 

（関心・意欲・態度） 
5% 

(3)ハイテク犯罪の事

例を説明でき、また

それに巻き込まれ

ないようにするた

めの技術などを学

ぶ。  

ほぼ完璧に

学習内容を

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

学習内容を

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の学習内容

は説明でき

る。 

説明できな

い。 
課題・レポート 

（知識・理解・思考力・

表現力） 

15% 

授業への取り組み 

（関心・意欲・態度） 
5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別講義Ⅰ 

Special Lecture I 

情報メディア学科 

（IT パスポート） 
22IMCO1012 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 和西 聡  

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 ○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

IT パスポートの受験対象者は、「職業人が共通に備えておくべき情報技術に関する基礎的な知識をもち、
情報技術に携わる業務に就くか、担当業務に対して情報技術を活用していこうとする者」とされている。
IT パスポートは、情報処理技術者試験の入り口として位置付けられ、最も基礎的な区分である。この科
目では、ストラテジ（戦略）系を中心に基礎知識を身につけ、将来に渡って仕事等に情報技術を活用で
きるように学習する。なお、毎回の授業においては問題を解いてもらい、その後関連知識について解説
を行う。 

到達目標 

(1) 企業活動や経営管理に関する基本的な知識が身についている。 

(2) 企業の法遵守や規範に関する考え方が身についている。 

(3) 情報分析手法やマーケティング手法、経営管理システムについて理解している。 

(4) 技術戦略をはじめ、各分野で代表的なシステムについて理解している。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型デ

ィスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション  
ITパスポートについて調査

する。 
2 時間 

受験までの学習計画を立て

る。 
2 時間 

２ 
1 企業活動 
1-1 企業の経営と責任 
1-2 経営資源と組織形態 

企業活動の目的と基本的な

考え方を調査する。 2 時間 

経営理念、ビジョン、経営戦

略の関係と株式会社の仕組
みを押さえておく。 

2 時間 

３ 
1-3 社会における IT 利活

用の動向 

社会における IT 利活用の

動向の概要を調査する。 2 時間 

第4次産業革命とDXの内容

を押さえておく。 2 時間 

４ 
1-4 業務分析とデータ利活

用 

 
業務を把握して分析する手
法を調査する。 

 
 

2 時間 

各種グラフや分析ツールや
問題解決手法を整理してお
く。 2 時間 

５ 1-5 会計・財務 

売上と利益の関係、財務諸

表の種類と役割について調
査する。 

2 時間 

損益分岐点・営業利益・経常

利益を求められるようにし
ておく。 

2 時間 

６ 2 法務 

2-1 知的財産権  

知的財産権にはどのような
種類があるか調査する。 2 時間 

著作権、産業財産権をはじ
めとした知的財産権を理解
する。 

2 時間 

７ 2-2 セキュリティ関連法規 

代表的なセキュリティ関連
法規の概要を調査する。 

2 時間 

サイバーセキュリティ基本
法、不正アクセス禁止法、個
人情報保護法を押さえてお

く。 

2 時間 

８ 2-3 労働・取引関連法規 
労働関係法規にどのような

種類があるか調査する。 
2 時間 

派遣契約と請負契約の違い

が説明できるようにする。 
2 時間 

９ 2-3 労働・取引関連法規 
取引関連法規にどのような
種類があるか調査する。 2 時間  

取引に関する法律を整理し
ておく。 2 時間  

10 2-4 その他の法律 

コンプライアンス、情報倫

理について調査する。 2 時間 

コンプライアンスとコーポ

レートガバナンスの内容を
理解する。 

2 時間 

11 2-5 標準化に関する規格 
標準化の意義について調査
する。 2 時間 

標準化の例と ISO が定める
規格を整理しておく。 2 時間 
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12 
3 経営戦略マネジメント 
3-1 経営戦略 

3-2 マーケティング 

経営情報分析手法について

調査する 2 時間 

SWOT 分析と PPMの特徴を理

解しておく。 2 時間 

13 
3-3 ビジネス戦略と目標 
3-4 経営管理システム 

経営管理システムとはどの
ようなものか調査する。 2 時間 

情報分析の手法、CSF、BSC,
バリューエンジニアリング

を押さえておく。 
2 時間 

14 
4 技術戦略マネジメント 
4-1 技術開発戦略の立案 
4-2 ビジネスシステム 

各種ビジネス分野における 
AI の利活用について調査

する。 
2 時間 

MOT とロードマップについ
て整理しておく。 2 時間 

15 

4-3 エンジニアリングシス
テム 

4-4 e-ビジネス 
4-5 IoT・組み込みシステム 

電子商取引の種類や IoT を
利用した代表的なシステム
について調査する。 2 時間 

ロングテールの用語を整理
しておく。IoTと組み込みシ
ステムの特徴を押さえてお

く。 

2 時間 

成 績 評 価 定期試験（100%） 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業の最後に簡単な確認テストを行い、翌週に解説します。  
また、試験はルーブリック評価の結果を渡します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
IT パスポート 教科書＆問題集  TAC 出版 
適宜資料を配付 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

国家試験である IT パスポートに合格すれば、情報技術に関する基礎的な知識を身に付
けていることが証明されます。この講義では、皆さんの試験対策をサポートして行きま
す。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)企業活動や経営管理
に関する基本的な知
識が身についてい
る。 

応用問題ま
で完璧に解
くことがで
きる。 

基本問題を
解くことが
でき、応用
問題も少し
解ける。  

基本問題の
み解くこと
ができる。 

基本問題を
解くことが
できない。 定期試験（知識・理解） 25% 

(2)企業の法遵守や規範
に関する考え方が身
についている。 

応用問題ま
で完璧に解
くことがで
きる。 

基本問題を
解くことが
でき、応用
問題も少し
解ける。  

基本問題の
み解くこと
ができる。 

基本問題を
解くことが
できない。 定期試験（知識・理解） 25% 

(3)情報分析手法やマー
ケティング手法、経
営管理システムにつ
いて理解している。 

応用問題ま
で完璧に解
くことがで
きる。 

基本問題を
解くことが
でき、応用
問題も少し
解ける。  

基本問題の
み解くこと
ができる。 

基本問題を
解くことが
できない。 定期試験（知識・理解） 25% 

(4)技術戦略をはじめ、
各分野で代表的なシ
ステムについて理解
している。 

応用問題ま
で完璧に解
くことがで
きる。 

基本問題を
解くことが
でき、応用
問題も少し
解ける。  

基本問題の
み解くこと
ができる。 

基本問題を
解くことが
できない。 定期試験（知識・理解） 25% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別講義Ⅰ 

Special Lecture I 

情報メディア学科 

（留学生対象） 
22IMCO1012 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 呉 靭 〇 

ディプロマ・  

ポリシー 

との関係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
日本語能力試験 JLPT受験のための対策講座で、非漢字圏出身留学生を対象とした基礎力特化（漢字と

語彙）を目的とする。 

到達目標 

(1) ひらがなとカタカナが発音でき、かつ書き取りができる  

(2) 認定レベル N5、N4、N3の対象漢字の読み方がわかる。  

(3) 認定レベル N5、N4、N3の対象語彙の読み方がわかる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型  

ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoomによる遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 

オリエンテーションおよびひらが

なとカタカナの音読と書き取りの

練習 

授業テーマを参照し、予

習する。 2時間 

授業で学んだ内容を復

習する。  2時間 

２ 認定レベル N5対象漢字の学習 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間 

３ 認定レベル N5対象漢字の学習 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間 

４ 認定レベル N4対象漢字の学習 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間 

５ 認定レベル N4対象漢字の学習  
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間 

６ 認定レベル N3対象漢字の学習 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間 

７ 認定レベル N3対象漢字の学習  
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間 

８ 漢字に関するテスト 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間 

９ 認定レベル N5対象語彙の学習 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間 

10 認定レベル N5対象語彙の学習 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間 

11 認定レベル N4対象語彙の学習 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間 

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間 

12 認定レベル N4対象語彙の学習 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間  

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間  

13 認定レベル N3対象語彙の学習 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間  

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間  

14 認定レベル N3対象語彙の学習 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間  

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間  

15 語彙に関するテスト 
授業テーマを参照し、予

習する。 
2時間  

授業で学んだ内容を復

習する。 
2時間  



 

 

成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業において提示した課題について、授業内で個別に、または全体に対してフィードバ

ックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
授業時に資料を配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
留学生を対象とした講義である。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)ひらがなとカタカナが

発音でき、かつ書き取

りができる  

ほぼ完璧に

できる。 

大きな間違

いがなく、で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本はでき

ている。 

最低限の基

本もできて

いない。 定期試験 

（知識・理解） 
10% 

(2)認定レベル N5、N4、N3

の対象漢字の読み方が

わかる。  

ほぼ完璧に

できる。 

大きな間違

いがなく、で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本はでき

ている。  

最低限の基

本もできて

いない。 定期試験 

（知識・理解） 
45% 

(3)認定レベル N5、N4、N3

の対象語彙の読み方が

わかる。  

ほぼ完璧に

できる。 

大きな間違

いがなく、で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本はでき

ている。 

最低限の基

本もできて

いない。 定期試験 

（知識・理解） 
45% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別講義Ⅰ 

Special Lecture I 

情報メディア学科 

（社会人学生対象） 
22IMCO1012 

１年次 ・

２年次 
前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 日置 智子 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ
を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 
コンピュータを日常生活や実務において活用する力を養うことを目的とする。  
実際にワープロソフトを用いて文書処理を行うことを通して、コンピュータ操作の知識と技術を身に付
ける。 

到達目標 

(1) コンピュータの基本的な操作方法について説明することができる。  

(2) コンピュータの基本的な操作ができる。  

(3) ワープロソフトを用いて基本的な文書作成が行える。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
オリエンテーション・コン

ピュータの基本操作 

シラバスをよく読み、科目
の内容を把握する。 1 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

２ ワープロソフトの基本操作 

ワープロソフトにはどのよ

うな機能があるかを調べて
おく。 

2 時間 

配布資料の内容を復習す

る。 2 時間 

３ 文字の入力と変換 
文字の入力方法について調
べておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

４ 文章の入力 
文字の入力方法について調
べておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

５ 
文書の編集① －書式の設

定－ 

ファイルの操作方法につい

て調べておく。 2 時間 
配布資料の内容を復習す

る。 2 時間 

６ 
文書の編集② －レイアウ
トの設定 － 

書式設定について調べてお
く。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

７ 
文書の設定③ ― タブの設
定 － 

レイアウトの設定について
調べておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

８ 表の作成 
簡単な表の作成方法につい

て調べておく。 2 時間 
配布資料の内容を復習す

る。 2 時間 

９ 複雑な表の作成 
セルの結合、分割操作につ
いて調べておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

10 図の挿入 
図の操作について調べてお
く。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

11 図形描画機能の利用 
図形の扱い方について調べ

ておく。 2 時間 
配布資料の内容を復習す

る。 2 時間 

12 図形描画機能の応用 
図形の扱い方について調べ
ておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

13 索引と目次の作成 
索引と目次機能について調
べておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

14 総合応用問題 

これまでに配布した資料を

参考にして、ワープロソフ
トの基本操作が行えるよう
にしておく。 

2 時間 

配布資料の内容を復習す

る。 
2 時間 

15 まとめ 

これまでに配布した資料を
参考にして、ワープロソフ
トの基本操作が行えるよう

にしておく。 

2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 

2 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（60%）、授業への取り組み（40%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

課題レポートについては、授業時に解説を行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：なし  

適宜資料を配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)コンピュータの基本
的な操作方法につい
て説明することがで
きる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の説明はで

きる。  

説明できて

いない。 授業への取り組み 

（知識・理解・技能・

思考力・判断力） 

10% 

(2)コンピュータの基本
的な操作ができる。  

ほぼ完璧に

操作ができ

る。 

大きな間違

いがなく、

操作ができ

る。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の操作はで

きる。  

操作ができ

ない。 授業への取り組み 

（知識・理解・技能・

思考力・判断力） 

20% 

(3)ワープロソフトを用
いて基本的な文書作
成が行える。  

自分の力の

みで、ほぼ

完璧に作成

できる。 

助言があれ

ば、ほぼ完

璧に作成で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、助言に

基づき修正

し、完成さ

せることが

できる。  

作成するこ

とができな

い。 

授業への取り組み 

（知識・理解・技能・

思考力・判断力） 

10% 

課題・レポート 

（知識・理解・技能・

思考力・判断力） 

60% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別講義Ⅱ 

Special Lecture Ⅱ 

情報メディア学科 

（IT パスポート） 
22IMCO1013 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 和西 聡  

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを

効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 
○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 

IT パスポートの受験対象者は、「職業人が共通に備えておくべき情報技術に関する基礎的な知識をもち、
情報技術に携わる業務に就くか、担当業務に対して情報技術を活用していこうとする者」とされている。
IT パスポートは、情報処理技術者試験の入り口として位置付けられ、最も基礎的な区分である。この科
目では、マネジメント（管理）系を中心に基礎知識を身につけ、将来に渡って仕事等に情報技術を活用
できるように学習する。なお、毎回の授業においては問題を解いてもらい、その後関連知識について解
説を行う。 

到達目標 

(1) システム戦略（システム企画）に関する知識が身についている。 

(2) システム開発のプロセスやテスト手法、ソフトウェア開発のプロセスや開発手法について理解して

いる。 

(3) プロジェクトマネジメントのプロセスや手法などを理解している。  

(4) システム環境整備の考え方やシステム監査の基本的な知識が身についている。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型デ

ィスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
ストラテジ系で学習し
たことを整理しておく。 

2 時間 
資格試験の受験までの
計画を各自で立てる。 

2 時間 

２ 
5 システム戦略 

5-1 情報システム戦略 
5-2 業務プロセス 

情報システム戦略の意
義と目的について調査
する。 

2 時間 

情報システム戦略を立
てるポイントと EA の内
容を理解する。 

2 時間 

３ 
5-3 ソリューションビジネス 
5-4 システムの活用と促進 

ソリューション、ソリュ
ーションの形態につい

て調査する。 2 時間 

ハウジングサービス、ホ
スティングサービス、ク

ラウドコンピューティ
ングについて押さえて
おく。 

2 時間 

４ 
5-5 システム化計画 

5-6 企画と要件定義 

システム化計画の目的
やプロセスを調査する。 2 時間 

システム開発に関わる
人物と全体の流れを理
解する。 

2 時間 

５ 5-7 調達の計画と実施 
調達の基本的な流れを
調査する。 

2 時間 
RFI、RFP 等調達の流れを
理解する。 

2 時間 

６ 
6 システム開発技術 

6-1 システム開発 

システム開発のプロセ
スの基本的な流れを調
査する。 

2 時間 
各プロセスの全体の中
の位置づけを確認する。 2 時間 

７ 
6-2 システム要件定義とシステ

ム設計・プログラミング 
6-3 テスト・受入れ・保守 

システム要件定義・ソフ
トウェア要件定義につ

いて調査する。 
2 時間 

システム設計における 4
つのプロセスの流れと

内容を理解する。 
2 時間 

８ 6-4 システム開発の進め方 

代表的なソフトウェア

開発手法の特徴を調査
する。 

2 時間 

プロトタイピングモデ

ルについて理解してお
く。 

2 時間 

９ 
7 プロジェクトマネジメントと

サービスマネジメント 
7-1 プロジェクトマネジメント 

プロジェクトマネジメ

ントとは何か調査する。 
2 時間 

プロジェクトの3つの制

約、PMBOK の 10 の知識エ
リア、WBS を覚える。 

2 時間 
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10 
7-2 プロジェクトタイムマネジ

メント 

プロジェクトタイムマ

ネジメントについて調
査する。 

2 時間 

「アローダイアグラム」

のクリティカルパスの
計算ができるようにす
る。 

2 時間 

11 7-3 サービスマネジメント 
サービスマネジメント
の意義，目的，考え方を

調査する。 

2 時間 
ITIL と SLA を押さえて
おく。 2 時間 

12 
8 システム監査 
8-1 システム監査 

システム監査の基本的
な流れを調査する。 2 時間 

システム監査の内容や
監査人の要件を理解す

る。 

2 時間 

13 8-2 内部統制 

企業などにおける内部

統制，IT ガバナンスの
目的，考え方を調査す
る。 

2 時間 

内部統制と IT ガバナン

スの内容を理解する。 
2 時間 

14 問題演習① 
前半で学習したことを
振り返り要点を整理し
ておく。 

2 時間 
できなかった分野の要
点整理を行う。 2 時間 

15 問題演習② 
後半で学習したことを
振り返り要点を整理し

ておく。 

2 時間 
できなかった分野の要
点整理を行う。 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業の最後に簡単な確認テストを行い、翌週に解説します。  
また、試験はルーブリック評価の結果を渡します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
IT パスポート 教科書＆問題集  TAC 出版 
適宜資料を配付 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

国家試験である IT パスポートに合格すれば、情報技術に関する基礎的な知識を身に付
けていることが証明されます。この講義では、皆さんの試験対策をサポートして行きま
す。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)システム戦略（システム
企画）に関する知識が身
についている。 

応用問題ま
で完璧に解
くことがで
きる。 

基本問題を
解くことが
でき、応用
問題も少し
解ける。  

基本問題の
み解くこと
ができる。 

基本問題を
解くことが
できない。 定期試験 

（知識・理解） 
25% 

(2)システム開発のプロセ
スやテスト手法、ソフト
ウェア開発のプロセス
や開発手法について理
解している。 

応用問題ま
で完璧に解
くことがで
きる。 

基本問題を
解くことが
でき、応用
問題も少し
解ける。  

基本問題の
み解くこと
ができる。 

基本問題を
解くことが
できない。 定期試験 

（知識・理解） 
25% 

(3)プロジェクトマネジメ
ントのプロセスや手法
などを理解している。  

応用問題ま
で完璧に解
くことがで
きる。 

基本問題を
解くことが
でき、応用
問題も少し
解ける。  

基本問題の
み解くこと
ができる。 

基本問題を
解くことが
できない。 定期試験 

（知識・理解） 
25% 

(4)システム環境整備の考
え方やシステム監査の
基本的な知識が身につ
いている。 

応用問題ま
で完璧に解
くことがで
きる。 

基本問題を
解くことが
でき、応用
問題も少し
解ける。  

基本問題の
み解くこと
ができる。 

基本問題を
解くことが
できない。 定期試験 

（知識・理解） 
25% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別講義Ⅱ 

Special Lecture Ⅱ 

情報メディア学科 

（留学生対象） 
22IMCO1013 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 柴田 道信 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ
を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。  

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。 ○ 

概 要 
留学生が専門分野の学習を進めるにあたっては、日本語の文字・語彙および文法に関する知識の修得が
必要不可欠である。本講義では、日本語能力試験 N3 レベルの問題演習をとおして、日本語によるコミ
ュニケーションを図る上で必要となる基礎的な言語知識の修得を行う。 

到達目標 

(1) 日本語能力試験 N3 レベルの漢字を読んだり、書いたりすることができる。  

(2) 日本語能力試験 N3 レベルの語彙知識を持ち、適切に用いることができる。  

(3) 日本語能力試験 N3 レベルの文法知識を持ち、適切に用いることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディ

スプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 オリエンテーション 
日本語で自己紹介できるよ
うにしておく 1 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

2 
漢字①：たくさんの言葉を

作る漢字 

該当する漢字をノートに書

いて覚える 2 時間 
配布プリントの内容を復習

する 2 時間 

3 
漢字②：場面の言葉を作る
漢字 

該当する漢字をノートに書
いて覚える 2 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

4 
漢字③：音読みと訓読みを
覚える漢字 

該当する漢字をノートに書
いて覚える 2 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

5 
漢字④：たくさんの読み方

のある漢字 

該当する漢字をノートに書

いて覚える 2 時間 
配布プリントの内容を復習

する 2 時間 

6 総合問題・漢字 
これまで出てきた漢字を復
習しておく 2 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

7 
語彙① 人間関係、生活、
体、趣味と旅行 

該当する語彙を覚える 
2 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

8 語彙② 教育、仕事 
該当する語彙を覚える 

2 時間 
配布プリントの内容を復習

する 2 時間 

9 
語彙③ 社会、自然、数量
と時間 

該当する語彙を覚える 
2 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

10 
語彙④ オノマトペ、間違
いやすい漢語 

該当する語彙を覚える 
2 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

11 総合問題・語彙 
これまで出てきた語彙を復

習しておく 2 時間 
配布プリントの内容を復習

する 2 時間 

12 
文法① 意味機能別の文法
形式 

該当する分法表現を覚える 
2 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

13 文法② 文法形式の整理 
該当する分法表現を覚える 

2 時間 
配布プリントの内容を復習
する 2 時間 

14 文法③ 文の組立て、時制 
該当する分法表現を覚える 

2 時間 
配布プリントの内容を復習

する 2 時間 

15 総合問題・文法 
これまで出てきた文法表現
を復習しておく 2 時間 

配布プリントの内容を復習
する 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業において提示した課題については、解説も含め授業内で全体に対してフィードバッ

クする。試験については、ルーブリック評価の結果で提示する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
授業時に資料を配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
日本語を上達させるために、授業以外の時間にも自主的に勉強しましょう。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)日本語能力試験 N3 レベル
の漢字を読んだり、書いた
りすることができる。  

全体の 8 割
以上の漢字
の読み書き
ができる。 

全体の 7 割
程度の漢字
の読み書き
ができる。 

全体の 6 割
程度の漢字
の読み書き
ができる。 

全体の 6 割
未満の漢字
しか読み書
きができな
い。 

定期試験 
（知識・理解） 

30% 

(2)日本語能力試験 N3 レベル
の語彙知識を持ち、適切に
用いることができる。  

全体の 8 割
以上の語彙
について、
適切に用い
ることがで
きる。 

全体の 7 割
程度の語彙
について、
適切に用い
ることがで
きる。 

全体の 6 割
程度の語彙
について、
適切に用い
ることがで
きる。 

全体の 6 割
未満の語彙
しか適切に
用いること
が で き な
い。  

定期試験 
（知識・理解） 

40% 

(3)日本語能力試験 N3 レベル
の文法知識を持ち、適切に
用いることができる。  

全体の 8 割
以上の文法
について、
適切に用い
ることがで
きる。 

全体の 7 割
程度の文法
について、
適切に用い
ることがで
きる。 

全体の 6 割
程度の文法
について、
適切に用い
ることがで
きる。 

全体の 6 割
未満の文法
しか適切に
用いること
が で き な
い。  

定期試験 
（知識・理解） 

30% 

 

 

 

 

151



 

 

授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別講義Ⅱ 

Special Lecture Ⅱ 

情報メディア学科 

（社会人学生対象） 
22IMCO1013 

１年次 

２年次 
後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 日置 智子 
 

 

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。  

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツ
を効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 表計算ソフトの機能と基本的な操作方法およびインターネットの利用法について学ぶ。 

到達目標 

(1) 表計算ソフトの基本的な操作ができる。  

(2) 表計算ソフトの色々な機能を活用してデータ処理が行える。  

(3) インターネットの利用法について説明することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ オリエンテーション 
シラバスをよく読み、科目

の内容を把握する。 1 時間 
配布資料の内容を復習す

る。 2 時間 

２ 表計算ソフトの基本操作 
表計算ソフトにはどのよう
な機能があるかを調べてお
く。 

2 時間 
配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

３ グラフの作成 
表の編集方法について調べ
ておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

４ 基本的な計算式の入力 
グラフの作成方法について

調べておく。 2 時間 
配布資料の内容を復習す

る。 2 時間 

５ 絶対参照と相対参照 
計算式の入力方法について
調べておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

６ 
関数の利用① －基本操作
－ 

絶対参照と相対参照につい
て調べておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

７ 
関数の利用② －条件の指

定－ 

論理関数について調べてお

く。 2 時間 
配布資料の内容を復習す

る。 2 時間 

８ 
関数の利用② －複数の条
件の指定－ 

論理関数について調べてお
く。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

９ 関数の利用③ －統計処理
－ 

統計関数について調べてお
く。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

10 
データベースとしての利用

① －データの抽出－ 

データの抽出方法について

調べておく。 2 時間 
配布資料の内容を復習す

る。 2 時間 

11 
データベースとしての利用
② －データの順位付けと
並べ替え－ 

データの並べ替えの方法に
ついて調べておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

12 
差し込み印刷① －はがき
の宛名印刷－ 

差し込み印刷（はがき）につ
いて調べておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

13 
差し込み印刷② －宛名ラ

ベルの作成－ 

差し込み印刷（ラベル）につ
いて調べておく。 2 時間 

配布資料の内容を復習す
る。 2 時間 

14 インターネットの利用 

インターネット利用時に注

意すべき点について調べて
おく。 

2 時間 

配布資料の内容を復習す

る。 2 時間 

15 総合応用問題 

これまでに配布した資料を

参考にして、表計算ソフト
の基本操作が行えるように
しておく。 

2 時間 

配布資料の内容を復習す

る。 
2 時間 

152



 

 

成 績 評 価 課題・レポート（60%）、授業への取り組み（40%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

課題レポートについては、授業時に解説を行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：なし  

適宜資料を配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)表計算ソフトの
基本的な操作が
できる。  

ほぼ完璧に
操作ができ
る。 

大きな間違
いがなく、操
作ができる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
操作はでき
る。 

操作ができ
ない。 授業への取り組み 

（知識・理解・技能・思
考力・判断力） 

20% 

(2)表計算ソフトの
色々な機能を活
用してデータ処
理が行える。  

ほぼ完璧に
データ処理
が行える。 

大きな間違
いがなく、デ
ータ処理が
行える。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
データ処理
は行える。 

データ処理
が行えない。 

授業への取り組み 
（知識・理解・技能・思

考力・判断力） 
20% 

課題・レポート 
（知識・理解・思考力・

判断力） 
50% 

(3)インターネット
の利用法につい
て説明すること
ができる。  

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、説
明できる。 

間違いはい
くつかある
が、最低限の
説明はでき
る。 

説明できて
いない。 課題・レポート 

（知識・理解・思考力・
判断力） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別講義Ⅲ 

Special Lecture Ⅲ 

情報メディア学科 

（IT パスポート） 
22IMCO1014 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 呉 靭  

ディプロマ・

ポ リシ ー 

と の関 係 

(1) 情報通信技術に関する基礎知識を修得していること。 ○ 

(2) 情報システムを開発するための基本的な知識・技能や情報メディア技術を活用してコンテンツを
効果的に制作・発信する能力を身につけ、実践的に応用することができること。 

○ 

(3) 主体的に課題に取り組み解決する力及び他者と協働する力を身につけていること。  

概 要 

IT パスポート試験は国家資格である情報技術者試験の中の一つの試験区分で、情報技術に携わる業

務に就く者だけではなく、情報技術を活用していこうとするすべての職業人を対象とした資格である。

この資格の取得は情報技術に関する共通的な基礎知識を習得したことの証にもなりうる。  

 本講義では、この試験に合格するための基礎力をつけることを目的とし、IT パスポート試験シラバ

スに沿って学習を進めていく。毎回の授業において、まず問題を解いてもらい、その後関連知識につい

て解説を行う。なお、本講義の内容はテクノロジ系の知識に限られる。 

到達目標 

(1) 基数変換、論理演算、情報の単位、デジタル化、文字の表現についての問題を解ける。  

(2) 基本的なデータ構造と基本的なアルゴリズム、流れ図、プログラミング・プログラム言語についての問題を解ける。  

(3) コンピュータのプロセッサ、メモリ、入出力デバイスおよびシステムの構成、システムの評価指標についての
問題を解ける。 

(4) オペレーティングシステム、ファイルシステム、開発ツールおよびコンピュータや入出力装置について問題を
解ける。 

(5) ヒューマンインタフェースとその設計およびマルチメディアの技術と応用についての問題を解ける。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディ

スプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

１ 
ガイダンス（IT パスポート試験
について） 

授業テーマを参照し、予
習する。 1 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。  2 時間 

２ 基礎理論①（離散数学） 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

３ 基礎理論②（応用数学） 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間 
授業で学んだ内容を復

習する。 2 時間 

４ 基礎理論③（情報に関する理論） 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

５ 
基礎理論④（データ構造とアルゴ
リズム） 

授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

６ 
基礎理論⑤（データ構造とアルゴ

リズム） 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間 
授業で学んだ内容を復

習する。 2 時間 

７ 
基礎理論⑥（プログラミング・プ
ログラム言語） 

授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

８ 基礎理論⑦（その他の言語） 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

９ 
コンピュータシステム①（コン 

ピュータ構成要素） 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間 
授業で学んだ内容を復

習する。 2 時間 

10 
コンピュータシステム②（システ
ム構造要素） 

授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

11 
コンピュータシステム③（ソフト
ウェア） 

授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

12 
コンピュータシステム④（ハード

ウェア） 

授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間 
授業で学んだ内容を復

習する。 2 時間 

13 
技術要素①（ヒューマンインタ 
フェース） 

授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

14 技術要素②（マルチメディア） 
授業テーマを参照し、予
習する。 2 時間 

授業で学んだ内容を復
習する。 2 時間 

15 総合演習 
授業テーマを参照し、予

習する。 2 時間 
授業で学んだ内容を復

習する。 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業時に課した演習・レポートは、次の授業時に解説を行う。また、試験はルーブリッ

ク評価の結果を渡します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

「IT パスポート 教科書＆問題集」、TAC 出版情報処理試験研究会編著、TAC 出版、2021
年. 
適宜プリント配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
IT パスポート試験合格を目指す意欲がある学生の受講を歓迎します。 

    

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)基数変換、論理演算、情

報の単位、デジタル化、

文字の表現についての

問題を解ける。  

八割以上の

問題を解け

る。 

六割以上の

問題を解け

る。 

四割以上の

問題を解け

る。 

解ける問題

が 四 割 未

満。 
定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(2)基本的なデータ構造と

基本的なアルゴリズム、

流れ図、プログラミン

グ・プログラム言語につ

いての問題を解ける。  

八割以上の

問題を解け

る。 

六割以上の

問題を解け

る。 

四割以上の

問題を解け

る。 

解ける問題

が 四 割 未

満。 定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(3)コンピュータのプロセ

ッサ、メモリ、入出力デ

バイスおよびシステム

の構成、システムの評価

指標についての問題を

解ける。  

八割以上の

問題を解け

る。 

六割以上の

問題を解け

る。 

四割以上の

問題を解け

る。 

解ける問題

が 四 割 未

満。 定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(4)オペレーティングシス

テム、ファイルシステ

ム、開発ツールおよびコ

ンピュータや入出力装

置について問題を解け

る。  

八割以上の

問題を解け

る。 

六割以上の

問題を解け

る。 

四割以上の

問題を解け

る。 

解ける問題

が 四 割 未

満。 
定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(5)ヒューマンインタフェ

ースとその設計および

マルチメディアの技術

と応用についての問題

を解ける。  

八割以上の

問題を解け

る。 

六割以上の

問題を解け

る。 

四割以上の

問題を解け

る。 

解ける問題

が 四 割 未

満。 定期試験 

（知識・理解） 
20% 
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学校法人 第二麻生学園 

YJC 山 口 短 期 大 学 
 

〒747-1232  山口県防府市大字台道字大繁枝 11346 番の 2 

TEL  0835-32-0138 

FAX  0835-32-0149 

URL  https://www.yamaguchi-jc.ac.jp/ 

E-mail  info@yamaguchi-jc.ac.jp 

 

 

山口短期大学オープンカレッジ 
 

〒747-0801  山口県防府市駅南町 8-30 

 

 

山口短期大学博多キャンパス 
 

〒812-0013  福岡県福岡市博多区博多駅東１丁目 19 番 18 号 
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